
 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民団体等との 

多摩市 くらしと文化部 文化・市民協働課 

協働事例集 





 

 

市 民 が デ ザ イ ン す る ま ち 

 

今年「市民団体等との協働事例集」は、最初の発行から 1７年目を迎え、平成 2９年度の

協働事業総数も３６３件に上っています（内訳は１ページ参照）。行政との間だけではなく、

市民団体同士や、企業と大学との連携等、地域に応じた課題を解決していくために、多様な

主体による協働は、今日の社会において欠かすことは出来ません。 

 

多摩市は、平成27年度から「第五次多摩市総合計画 第 2期基本計画」がスタートしま

した。この計画の取り組みの方向性である3つの柱の中のひとつに「市民がデザインするま

ち・多摩の創造」があります。「市民がデザインするまち」とは“市民の主体的・自主的な想

いを活かし、力を合わせて地域課題の解決に取り組むまち”としています。 

協働とは、まちの中にあるさまざまな課題の解決という「目的」を達成するための「手段」

です。まちづくりの担い手同士や行政との協働を推進するとともに、協働を進める体制につ

いて整備・拡充し、まちづくりに参画しやすい環境づくりに取り組んでいきます。 

 

 本事例集は、事業を実施する市民団体、行政が公共サービスの提供者として、広く市民に

説明責任を果たし、協働のプロセスや結果についての情報を積極的に公開し、透明性の確保

を保ちながら協働について理解を深めることを目的としています。 

 

市民の皆さんにも、ぜひ、ご一読いただき、市民がデザインするまちの実現に向けて協働

のあり方や課題について、ご意見やご提案をいただけると幸いです。 

 

 

平成３０（201８）年 ８月 

                                        

多摩市くらしと文化部 文化・市民協働課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ページ

市民主体のまちづくり

      本書の構成     ＝＝読み方ガイド＝＝

＜資料＞　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
　　　１　協働事業の推移（５ヵ年）

　　　２　多摩市における協働の基本的な考え方

　　　３　多摩市における協働の経過と取組み状況

　　　４　市内ＮＰＯ関連データ

　１　協働事例総括表　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3

　２　平成２９年度　協働指定委託事業実績一覧　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4

　３　協働指定委託事業について　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7

　４　協働指定委託事業報告書　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8

　５　主要データからわかること　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・79

　６　市民団体等との協働事例　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・86

　①委　託（協働指定委託事業を除く）　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・87

　②委託契約以外の契約　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・88

　③補助金による支援　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・89

　④共　催　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・92

　⑤事業協力　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・95

　⑥実行委員会等　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・97

　⑦その他　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・99

　７　平成２９年度　多摩市紋章及び名義使用承認一覧表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 101

　８　平成２９年度　多摩市教育委員会紋章及び名義使用承認一覧表・・・・・・・・・・ 108

　９　平成２９年度　多摩市審議会・懇談会等の実績・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・114

 １０　多摩市市民団体等との協働推進会議設置要綱・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 118

　　目　　　次　　



ページ

3

4

7

8

86

101

114

　８　平成２９年度　多摩市教育委員会紋章及び名義使用承認一覧表・・・・・・・・・・ 118

　　本書の構成　　＝＝読み方ガイド＝＝

協働事例総括表 
 

   
 

  

   

  市民団体等と市の委託契約に基づいて実施した事業のうち、特に協働で 

 進めていくものとして平成２５年度に指定した事業の一覧です。 

協働指定委託事業について 
 

   

市民団体等との協働事例 
 

 「協働指定委託事業」以外に行われた様々な協働事業について、協働の形態ごと

に、①委託契約、②委託以外の契約、③補助金による支援、④共催、⑤事業協力、

⑥実行委員会等、⑦その他に分類して概要を紹介しています。 

 

 

 

 

多摩市、多摩市教育委員会が後援するという形態で行われた協働事例の一覧です。 

  

 

市の審議会・懇談会等における市民委員の参画状況の一覧です。 

多摩市市民団体等との協働推進会議設置要綱  
 

市民団体等と市（行政）との協働を、市役所全体で進めていくために設置した、市

の課長職で構成する会議の設置要綱 

協働指定委託事業報告書 
 

  「協働指定委託事業」についての評価報告です。協働事業のパートナーである

市民団体と行政の担当課が相互に振り返りを行い、今後のより良い協働に活か

していくことを主な目的としています。 

平成２９年度に市民団体と市の協働で実施された事業の総括表です。 

 

平成２９年度市民団体等との協働指定委託事業実績一覧 

協働指定委託事業についての説明です。 

協働指定委託事業について、庁内の関係課長で構成する「市民団体等との協働

推進会議」において、特に協働事業としてふさわしいと判断された事業です。 

平成２９年度多摩市・多摩市教育委員会後援名義使用承認一覧 

平成２９年度審議会・懇談会等の実績 



＜資料＞

1 協働事業の推移　（5ヵ年）

委託
委託以外
の契約

補助 共催
事業
協力

実行委
員会等

後援 その他

平成２５年度 51 5 4 15 21 7 10 229 20 362

平成２６年度 50 7 4 14 20 6 10 240 17 368

平成２７年度 48 4 4 14 17 9 10 240 17 363

平成２８年度 44 7 4 16 17 8 11 244 11 362

平成２９年度 46 5 3 16 15 7 10 250 11 363

2 多摩市における協働の基本的な考え方　（多摩市自治基本条例から）

（１）

（２）

（３）

3 多摩市における協働の経過と取組み状況

平成１１年 非営利団体との協働に関する基本指針を策定

平成１２年 多摩NPOセンター開設

平成１３年 第四次総合計画の策定　「市民協働による活力あるまちづくり」を掲げる。

平成１４年 ＮＰＯ協働事業推進マニュアル策定

ＮＰＯ協働推進会議の設置（庁内組織）

ＮＰＯ団体登録の開始

平成１５年　 NPO協働事業の指定の開始

平成１６年　 多摩市自治基本条例施行

　 平成１５年度協働事業診断の実施（双方の意識の差を検証）　

　　　　　　　　　　　まちづくりチャレンジ事業の実施

平成１７年　 平成１６年度協働事業診断の実施（双方の意識の差を検証）　

　　　　　　　　　　　市民提案型まちづくり事業補助金の創設

　　　　　　　　　　　多摩市市民協働研修の実施　「～市民との協働～NPOと市役所が手を結ぶ協働のまちづくり」

平成１８年　 市民活動情報センター開設

平成１７年度協働指定委託事業に関するアンケートの実施

年度別
協働指
定委託
事業

協働指定事業以外の協働事業
協働事業

合計

　市とＮＰＯは､異なる価値観や成り立ちをもっています。そのため、協働事業を実施する上では､お互いの違い
を認め合い、かつ、十分な意見交換のもとに､双方の目指す目的の共有と役割分担の確認が必要です。

　協働事業を成功させるためには、ＮＰＯ・市民･民間・ボランティア等が､お互いに情報を共有することが不可欠
です。また、単なる委託者・受託者の関係を乗り越え､共に､地域社会を支える担い手として、パートナーシップ
の確立に努める必要があります。

　協働事業によっては、事業を実施できる多数のＮＰＯが存在し､また、ＮＰＯの活動力を高めていく上からも、
参入の機会均等と競争原理を導入していくことが必要です。
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平成１９年

平成２０年 平成２０年度市民団体等との協働委託事業の指定【３９事業】

「ＮＰＯ協働事業推進マニュアル」を「市民団体等との協働推進マニュアル」として改訂

多摩市市民協働研修の実施　「市民協働～できることから始めよう～」

平成２１年 平成２1年度市民団体等との協働委託事業の指定【４２事業】

市民活動情報センターリニューアル

平成２２年 平成２２年度市民団体等との協働委託事業の指定【４６事業】

平成２３年 平成２３年度市民団体等との協働委託事業の指定【４３事業】

市民提案型まちづくり事業補助金（愛称：夢たま補助金）の募集休止

多摩市市民協働研修の実施　「～協働するってどんなこと？　もっと自由に考えてみよう！　～」

平成２４年 平成２４年度市民団体等との協働委託事業の指定【４５事業（うち未実施１事業）】

市民活動情報センター事業終了(平成24年9月末日）。多摩市社会福祉協議会の運営する

「多摩ボランティア・市民活動支援センター」と業務を統合する。

多摩市市民協働研修の実施　「市民協働のこれまでとこれから」

平成２５年 平成２５年度市民団体等との協働委託事業の指定【５１事業】

多摩市市民協働研修の実施　「私たちの地域貢献　～地域活性化の主役は市民～」

平成２６年 平成２６年度市民団体等との協働委託事業の指定【５０事業】

平成２７年 平成２７年度市民団体等との協働委託事業の指定【５０事業（うち未実施２事業）】

多摩ＮＰＯセンターの閉鎖と組織の解散。

平成２８年 平成２８年度市民団体等との協働委託事業の指定【４４事業】

平成２９年 平成２９年度市民団体等との協働委託事業の指定【４６事業】

平成３０年 平成３０年度市民団体等との協働委託事業の指定【４８事業】

4 市内NPO関連データ

18

15

多摩市市民協働研修の実施「『一本の映画ができるまで』～ 映画『たぬきがいた』上映とパネル
ディスカッション ～」

多摩市市民協働講座の実施「【おとうさんのまちづくり】～「おとうさんのヤキイモタイム」の実践
から～」

多摩市内の特例認定　ＮＰＯ法人 0 Ｈ30 . 7 . 1現在

多摩市内の東京都認証　NPO法人 88 Ｈ30 . 6 .30 現在

多摩市登録団体（委託事業） NPO法人　　　 
33 Ｈ30 . 6 .30 現在

多摩市登録団体（委託事業）任意団体　　　　

多摩市内の認定　NPO法人 2 Ｈ30 . 6. 30 現在

多摩市市民協働研修の実施　「市民主権のまちづくり～行政と市民の協働はなぜ必要か～」

協働指定委託事業報告書作成

（協働指定委託事業受託団体と市の所管課双方の記入形式による）

多摩市市民協働研修の実施　「～元気印で市民協働～　円滑な地域デビューを果たし、豊かな地
域社会を築く」

多摩市市民協働研修の実施　「～協働するってどんなこと？もっと自由に考えてみよう～」
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1　協働事例総括表

委託契約
委託以外
の契約

補助金 共催 事業協力
実行委
員会等

後援 その他

1 1

企画課 1 1 2

秘書広報課 3 3 6

行政管理課 1 1

総務部 防災安全課 2 2

課税課 1 1

経済観光課 3 3 25 31

コミュニティ・生活課 1 3 2 6

平和・人権課 1 2 3

TAMA女性センター 1 1 1 1 2 6

文化・市民協働課 3 1 2 34 1 41

スポーツ振興課 2 14 16

子育て支援課 1 1 4 6

子育て総合センター 3 3

児童青少年課 1 1 3 5

福祉総務課 1 1 7 9

健康推進課 1 5 6

介護保険課 1 1

高齢支援課 1 1 1 6 1 10

障害福祉課 3 1 7 11

健幸まちづくり推進室 1 3 4

都市計画課 4 4

道路交通課 1 1 2

交通対策担当 1 1

環境政策課 3 2 4 4 13

公園緑地課 4 1 1 2 1 9

ごみ対策課 4 2 1 2 1 10

1 1

教育振興課 4 1 1 1 98 105

永山公民館 2 1 4 4 1 6 18

関戸公民館 1 4 5 9 19

図書館 1 3 4 8

教育センター 1 1

1 1

46 5 3 16 15 7 10 250 11 363

選挙管理委員会事務局

TOTAL

企画政策部

市民経済部

くらしと文化部

子ども青少年部

健康福祉部

都市整備部

下水道課

協働事業
合計

環境部

教育部

議会事務局

部 課
協働指
定委託
事業

協働指定委託事業以外の協働事業

3



　２　平成２９年度　協働指定委託事業一覧　(４６件）
*網掛け部分は新規事業又は前年度と受託団体が異なる場合です

部 課
整理
番号

事業名 事業概要 頁
番号

1 声の議会報作成及び複製・郵送業務委託
視覚障がい者用広報「声の市議会だより」として、「たま市議会だよ
り」の内容をＣＤに録音・複製して希望者に郵送する。 21

企画課 2 若者のまちづくり基礎調査業務委託
市内外に住む若者等が、多摩市のイメージや魅力をどのように見
ているか等の基礎調査を行う。 9

3
「声のたま広報」作成及び複製・郵送業務委
託

毎月（5日または1日・20日）に発行の「たま広報」の内容をＣＤに録
音して、「声のたま広報」を作成し、希望する視覚障がい者へ発行
日に合わせて郵送する。

22

4-1 * 印刷物有償頒布事務業務委託
市が出版した有償印刷物を市内の各拠点で販売することにより、
市民サービスの向上および収入の確保を図る。 23

4-2 * 印刷物有償頒布事務業務委託
市が出版した有償印刷物を市内の各拠点で販売することにより、
市民サービスの向上および収入の確保を図る。 24

4-3 * 印刷物有償頒布事務業務委託
市が出版した有償印刷物を市内の各拠点で販売することにより、
市民サービスの向上および収入の確保を図る。 25

4-4 * 印刷物有償頒布事務業務委託
市が出版した有償印刷物を市内の各拠点で販売することにより、
市民サービスの向上および収入の確保を図る。 26

5
声の多摩市の便利な本作成及び複製・郵送
業務委託

２年に１度発行の｢多摩市の便利な本　平成29年版｣の内容をＣＤ
に録音して、｢声の多摩市の便利な本　平成29年版｣を作成し、希
望する視覚障がい者へ郵送する。

11

6 市内農産物及び特産品の販売促進業務委託
多摩市の農産物応援サイト「アグリアグリ」の運営と、生産者と市民
の交流事業の実施により、市内農産物と特産品の販売促進を図
る。

27

7 フィルムコミッション運営業務委託
多摩市内で行われるテレビや映画などのロケ撮影に係る相談、受
付、事前調査、立会い業務等のフィルムコミッションの運営 28

8 聖蹟桜ヶ丘周辺まち歩き事業等業務委託
聖蹟桜ヶ丘周辺の魅力スポット紹介用ＡＲの使用環境等の整備、
聖蹟桜ヶ丘周辺まち歩きの実施 29

9-1
コミュニティセンター管理運営事業（指定管理
者）

コミュニティセンターの管理運営を、地域住民による運営協議会に
指定管理者として業務委託し、市民による市民のための施設運営
を行う。

13

9-2
コミュニティセンター管理運営事業（指定管理
者）

コミュニティセンターの管理運営を、地域住民による運営協議会に
指定管理者として業務委託し、市民による市民のための施設運営
を行う。

30

9-3
コミュニティセンター管理運営事業（指定管理
者）

コミュニティセンターの管理運営を、地域住民による運営協議会に
指定管理者として業務委託し、市民による市民のための施設運営
を行う。

31

9-4
コミュニティセンター管理運営事業（指定管理
者）

コミュニティセンターの管理運営を、地域住民による運営協議会に
指定管理者として業務委託し、市民による市民のための施設運営
を行う。

32

9-5
コミュニティセンター管理運営事業（指定管理
者）

コミュニティセンターの管理運営を、地域住民による運営協議会に
指定管理者として業務委託し、市民による市民のための施設運営
を行う。

33

9-6
コミュニティセンター管理運営事業（指定管理
者）

コミュニティセンターの管理運営を、地域住民による運営協議会に
指定管理者として業務委託し、市民による市民のための施設運営
を行う。

34

9-7
コミュニティセンター管理運営事業（指定管理
者）

コミュニティセンターの管理運営を、地域住民による運営協議会に
指定管理者として業務委託し、市民による市民のための施設運営
を行う。

35

9-8
コミュニティセンター管理運営事業（指定管理
者）

コミュニティセンターの管理運営を、地域住民による運営協議会に
指定管理者として業務委託し、市民による市民のための施設運営
を行う。

36

9-9
コミュニティセンター管理運営事業（指定管理
者）

コミュニティセンターの管理運営を、地域住民による運営協議会に
指定管理者として業務委託し、市民による市民のための施設運営
を行う。

37

ＴＡＭＡ女性センター 10 講座開催に伴う保育業務委託
講座開催時における保育業務及び親子等参加事業における保育
業務 38

11 外国人支援業務委託
外国人向け初級日本語教室の開催、外国人向け生活相談の開室
及び外国語月刊生活情報紙の発行業務を委託する。 39

12-1 梅林等市民団体管理業務委託
東永山複合施設の東側法面及び梅林の保全管理団体を平成１０
年、１９年、２２年度に広報等により公募し、審査会審査を経て決定
した市民団体に委託。

40

12-2 梅林等市民団体管理業務委託
東永山複合施設の東側法面及び梅林の保全管理団体を平成１０
年、１９年、２２年度に広報等により公募し、審査会審査を経て決定
した市民団体に委託。

41

13 多摩市民文化祭業務委託 多摩市民文化祭の実施 42

14 市民体育大会等実施業務委託
多摩市民やそれらで構成する団体を主たる対象に、広く市民が参
加できる市民体育大会等のスポーツ事業の実施に関する業務を
委託する

43

15 都民体育大会等選手派遣業務委託
都民体育大会などの上位大会へ多摩市民を代表する選手団を組
織し派遣する業務を委託する 44

議会事務局

秘書広報課

市民経済部 経済観光課

企画政策部

くらしと文化部

コミュニティ・生活課

文化・市民協働課

スポーツ振興課

4



部 課
整理
番号

事業名 事業概要 頁
番号

子育て支援課 16
多摩市子ども・子育て会議に伴う保育業務委
託

多摩市子ども・子育て会議中の出席委員のお子さんの保育 45

17-1 子ども家庭サポーター派遣事業
子育てに関する支援を必要とする家庭に対しサポーターを派遣し、
家事や育児等の支援を行う。 46

17-2 子ども家庭サポーター派遣事業
子育てに関する支援を必要とする家庭に対しサポーターを派遣し、
家事や育児等の支援を行う。 47

17-3 子ども家庭サポーター派遣事業
子育てに関する支援を必要とする家庭に対しサポーターを派遣し、
家事や育児等の支援を行う。 48

18 多摩市ファミリー・サポート・センター事業
子育ての援助をしてほしい人と援助をしたい人が会員になり、地域
で支え合う子育て支援組織を作り、相互援助活動を推進する。 49

19 子育てひろば事業等業務委託
子育て総合センターにて実施する「子育てひろば事業」「リフレッ
シュ一時保育事業」「人材育成・研修・ネットワーク事業」「利用者支
援事業」の委託

50

児童青少年課 20 子ども若者育成支援事業 ひきこもりに関する講演会・家族セミナー・個別相談会 15

福祉総務課 21 自死遺族等支援事業実施業務委託 自死遺族の支援事業。日野市・多摩市との共催。 17

22-1
長寿を共に祝う会市民企画運営業務委託（イ
ベント型Ａ）

高齢者を含む市民団内等が日頃の活動を披露し、共に長寿を祝い
合う事業を実施する。 51

22-2
長寿を共に祝う会市民企画運営業務委託（イ
ベント型Ｂ・出張型）

高齢者を含む市民団体等が日頃の活動を披露し、共に長寿を祝う
事業を実施する。 52

23 ハンディキャブ運行事業業務委託 ハンディキャブの運行事業 53

24 手話講習会事業業務委託
手話講習会（初級・中級・上級及び手話通訳者養成講座　応用・実
践）の実施。 54

25 要約筆記講習会事業業務委託 要約筆記講習会（手書きコース・パソコンコース） 55

都市整備部 交通対策担当 26 放置自転車等台数調査委託
市内４駅周辺の自転車等の乗り入れ状況を調査し、駐車台数・放
置台数を把握する。 56

27 環境イベント等運営業務委託
①第21回多摩市身のまわりの環境地図作品展での作品展示・会
場設営・当日の運営等業務
②多摩エコ・フェスタ2018のチラシのデザイン・印刷業務

57

28
集合住宅環境配慮型リノベーションモデル事
業

　モデル集合住宅に対する「環境配慮型リノベーションメニュー」の
作成から提案・説明並びに事業の普及啓発イベントの実施 58

29 食品スクリーニング検査業務委託 市民からの依頼による食品の放射性物質検査 59

30 鶴牧西公園果樹の谷管理業務委託 鶴牧西公園北側斜面地にある果樹の谷の維持管理業務の委託 60

31
グリーンライブセンター運営業務委託（恵泉
女学園大学）

グリーンライブセンターの管理及び運営 61

32
グリーンライブセンター運営業務委託（多摩
市グリーンボランティア連絡会）

グリーンボランティア講座企画運営、市民活動普及・啓発並びに活
動支援 62

33 コミュニティ花壇育苗管理業務委託 市民・市民団体への育苗講座、コミュニティ花壇の育苗管理 19

34 リユース食器貸出管理業務委託
イベント等で繰り返し使用できるリユース食器無料貸出制度におけ
る、洗浄・殺菌・貸出準備業務、また、食器の在庫管理を行う。 63

35 転入者分別説明業務委託
多摩市に転入された方や市役所へ来庁された方に、ごみや資源の
分別・排出方法などの説明を行うための窓口を市役所１階ロビー
に設置する。

64

36
* ごみ・資源収集カレンダー等戸別配布業務
委託

平成30年度版ごみ・資源収集カレンダー及びごみ・資源の分別ガ
イドを市内全世帯及び市指定事業所に配布する。 65

37
平成30年度版ごみ資源収集カレンダー及び
ごみ・資源の分別ガイド音訳化業務委託

平成30年度版ごみ資源収集カレンダー及びごみ・資源の分別ガイ
ド音訳化業務委託 66

38
平成２９年度家庭教育学級学習会等実施に
伴う保育業務委託

家庭教育支援事業に伴う保育 67

39 印刷物有償頒布事務業務委託 印刷物有償頒布事務業務委託(市役所) 68

40 子ども体験事業業務委託 子ども向け野外遊び場の提供（大谷戸プレーパークの運営） 69

41-1 * 印刷物有償頒布事務業務委託（学校開放） 印刷物有償頒布事務業務委託(市役所) 70

公園緑地課

ごみ対策課

教育部 教育振興課

環境部

環境政策課

子ども青少年部

健康福祉部

高齢支援課

障害福祉課

子育て総合センター
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部 課
整理
番号

事業名 事業概要 頁
番号

教育振興課 41-2 * 印刷物有償頒布事務業務委託（学校開放） 印刷物有償頒布事務業務委託(ベルブ永山) 71

42 保育実施業務委託 永山公民館主催事業実施に伴う保育業務 72

43 子育てつどいの広場企画運営事業
子育て期の親子が安心して自由に過ごせるあそびの広場を実施
する。 73

関戸公民館 44 保育実施業務委託 関戸公民館主催講座等開催に伴う保育業務 74

45-1 適応指導業務委託（その１）
市立小・中学校に在籍し、日本語の理解が不十分な外国籍、帰国
児童・生徒等に対し、学習及び学校生活に、円滑に適応できるよう
指導を行う（母語等による指導）。

75

45-2 適応指導業務委託（その２）
市立小・中学校に在籍し、日本語の理解が不十分な外国籍、帰国
児童・生徒等に対し、学習及び学校生活に円滑に適応できるよう
指導を行う。

76

46-1
声の選挙公報作成及び複製・郵送業務委託
（衆議院議員選挙）

衆議院議員選挙のたま広報選挙特集号及び選挙公報の内容をＣ
Ｄに録音・複製し、希望する視覚障がい者へ郵送する。 77

46-2
声の選挙公報作成及び複製・郵送業務委託
（東京都議会議員選挙）

東京都議会議員選挙のたま広報選挙特集号及び選挙公報の内容
をＣＤに録音・複製し、希望する視覚障がい者へ郵送する。 78

「*」付きは障がい者優先調達推進指定事業

教育部

永山公民館

教育センター

選挙管理委員会事務局

6



３　協働指定委託事業について

＜協働事業の分類・具体的事業例＞

分類番号

4
◆市民同士の合意形成（ルー
ルづくり）が必要な事業

〇地区計画の策定
〇地域の建築協定の策定

2
◆  コミュニティの形成や展開

が期待される事業

〇コミュニティセンターの事業運営
〇地域の公園や緑地の市民団体管理など地域の
コミュニティ形成につながる事業
〇市民文化祭や市民体育大会など市民が主体的
に文化やスポーツの振興を進めることを目指し
た事業

3

◆市民団体の専門性、柔軟
性、機敏性など特性を活かす
ことで、より利用者のニーズ
に沿ったきめ細かいサービス

が提供できる事業

〇市民の視点を活かした、障がい者、高齢者、
子ども、外国人等へのサービス・支援事業
〇市民向け各種講座の開催
〇市民向け啓発情報誌の編集
〇地域の各種調査
〇市民団体の中間支援組織の運営

　協働指定委託事業は庁内の関係課長で構成する「市民団体等との協働推進会議」におい
て、特に協働事業としてふさわしいと判断された事業です。
　指定にあたっては、各課の調査協力のもと候補を選定し、「市民団体等との協働事業推
進マニュアル（Ｐ．９）」にも掲載している「7　協働事業の考え方」に合致するかどう
かを基準に年度ごとに指定を行っています。
　平成２９年度は、４６件の事業を協働指定しており、「４　協働指定委託事業報告書」
（本紙Ｐ．８以降）で事業について各課および市民団体から報告を行っています。

協働を進めるべき事業の基準 具　体　的　な　事　業　例

1
◆  広く市民相互の支え合いの

醸成が必要な事業

〇ファミリーサポートセンター事業など市民相
互の支え合いの醸成を目指した子育て事業
〇長寿を祝う会など市民相互の支え合いの醸成
を目指した高齢者事業
〇ごみの分別、環境保全、放置自転車対策など
広く市民相互の支え合いの醸成が重要な事業

7



４　協働指定委託事業報告書

【新規用】評価項目                          

Ⅰ　事業の着手段階

・協働が開始された段階

・協働の理由

・事業の目的・成果目標の共有化

・相互の役割分担を話し合う場と機会が持てたか

・委託団体を選んだ（選ばれた）理由

Ⅱ　事業の実施段階

・役割分担の妥当性その成果

・進捗状況や事業に関する情報の共有化

・情報交換など意思の疎通度

Ⅲ　事業の終了後

・事業目的・成果の達成度

・今後の課題と改善策

【継続用】評価項目                          

Ⅰ　事業の終了後のふりかえり

・事業目的の共有

・事業目的の達成度

以上の評価項目に加え、受託団体と委託課に対し自由記入欄を設け、ご意見をいただきました。

  「協働指定委託事業報告書」は、特に市民団体を対象とする主な委託事業（協働指定委託事
業）について、協働事業のパートナーである市民団体と行政の担当課が協働事業の目的やプロ
セス、成果を振り返り、課題や改善点について双方が認識し、コミュニケーションを図ること
によって、次年度以降のより良い協働に活かしていくことを大きな目的としています。受託団
体と市の双方で作成した報告書は「市民団体等との協働推進会議」に提出します。また、報告
書を作成し、PDCA（Plan計画・Do実行・Check評価・Action改善）を意識することで、
協働事業の信頼性と透明性を高め、市民への説明責任を果たす目的もあります。

  平成２４年度より、業務改善の観点から、報告書の簡略化を行いました。前年度と受託団体
が異なる場合は【新規用】様式を使用します。前年度と受託団体が同じ場合は【継続用】様式
となります。【継続用】様式は、過去の一定の成果と双方の信頼関係があることから、評価項
目は「事業終了後のふりかえり」のみとしています。

8



【新規用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告　 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6

7 　 　 　 レ

8 　 　 レ 　

9 千円

10 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　

　 　 　 　

レ レ

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

3
改善を必要とする事項があれば記入して
下さい。

（改善点） （改善点）

2
今後の課題と改善策をお互いに話し合い
ましたか

はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的・成果目標は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

Ⅲ　事業の終了後について 受託団体 委託課　（所管課記入）

どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

3
常にコミュニケーションをとりながら事業を
すすめましたか

はい どちらかと言えば　はい はい

どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

2
進捗状況や事業に関する情報を共有しま
したか

はい どちらかと言えば　はい はい

Ⅱ　事業の実施段階について 受託団体 委託課　（所管課記入）

1 役割分担をともに共有し、果たしましたか
はい どちらかと言えば　はい はい

7
委託団体を選んだ（選ばれた）理由は明確
ですか

はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

6
事業に着手するにあたり、相互の役割を話
し合う場と機会がもてましたか

はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

5
事業の目的・成果目標　（冒頭太枠内の５
番・６番を参照）　を共有できましたか

はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

4 ３で「はい」の場合その理由は何ですか

（理由） （理由）

多摩大学のもつアンケート企画・実施・分
析能力を提供できるため。

多摩大学はアンケート企画・実施・分析能力
を持っているため。また、市内に立地している
多摩大学と協働することで、大学連携を進め
ていくことができるため。

3 協働する理由は明確ですか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

2 協働の呼びかけはどちらからですか
市民活動団体 その他 市民活動団体 その他

市（行政） 市（行政）

事業の成果目標 調査項目の提案、調査の実施、調査内容の分析、報告書の納品

委託部名 企画政策部 委託課名 企画課

事業名 若者のまちづくり基礎調査業務委託

1
協働が開始された段階は次のうちどれで
すか

企画段階 その他 企画段階 その他

実施段階 実施段階

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける振り
返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅰ　事業の着手段階について 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 540

2

1頁

受託団体名 多摩大学 代表者名 寺島　実郎

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

事業概要
市内外に住む若者等が、多摩市のイメージや魅力をどのように見ているか等の基礎調
査を行う。

事業の目的
市内外に住む若者等が、多摩市のイメージや魅力をどのように見ているか等の基礎調
査を行い、その結果を多摩市が今後、若者に選ばれるまちづくりに活用することを目
的とする。
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（整理番号 ）

レ 　 　 　

レ 　 　 　

3 レ 　 　 　

1 レ 　 　 　

2 レ 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

企画課長

本事業をすすめる中で、市民協働が定着
し、広がる可能性を感じましたか？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

3

協働指定委託事業の今後の課題などについて以下自由記入欄にご記入ください。

今回の協働の経験を活かし、大学連携の観点からもさらに協働の機会が増えていくようつとめていきたい。

Ⅴ【所管課記入欄】　これまでの協働事業を振り返り、以下の質問項目にご回答ください。
団体の特性を活かし、かつ、きめ細かい行
政サービスを提供することができました
か？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

行政と協働することで、協働のすすめ方の
要領が得られ、認識が深まりましたか？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

4

受託者としての振り返りや協働指定委託事業に対する思いがありましたら、以下自由記入欄にご記入ください。

多摩大学のもつアンケート企画・実施・分析能力を提供できる貴重な機会をいただくことができた。
今後も調査研究面で、多摩市と協働できればと考えております。
ありがとうございました。

多摩大学のもつアンケート企画・実施・分析能力を提供できた。

2

本事業を実施する中で、貴団体の対外的
な信用度が高まった、契約実務の要領が
把握できるようになった、など、貴団体に
とってのメリットはありましたか？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

具体的にあげられるメリット等ありましたらご記入ください↓

・街頭アンケートの実施を通じて、多摩大学の地域貢献活動を市民の皆様に理解
してもらうことができた。
・教員と学生が共同で受託業務に携わることで、研究面だけでなく、教育面でも双
方の能力向上につながった。

2

2頁

Ⅳ【受託団体記入欄】これまでの協働事業を振り返り、以下の質問項目にご回答ください。

1
本協働指定委託事業の実施にあたり、貴
団体の特性を活かすことができましたか？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

上記ご回答について、具体的な理由や事柄がありましたらご記入ください↓
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【新規用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告　 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6

7 　 　 　 レ

8 　 　 レ 　

9 千円

10 29 年 5 月 1 日 29 年 8 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　

　 　 　 　

レ レ

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

3
改善を必要とする事項があれば記入して
下さい。

（改善点） （改善点）

2
今後の課題と改善策をお互いに話し合い
ましたか

はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的・成果目標は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

Ⅲ　事業の終了後について 受託団体 委託課　（所管課記入）

どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

3
常にコミュニケーションをとりながら事業を
すすめましたか

はい どちらかと言えば　はい はい

どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

2
進捗状況や事業に関する情報を共有しま
したか

はい どちらかと言えば　はい はい

Ⅱ　事業の実施段階について 受託団体 委託課　（所管課記入）

1 役割分担をともに共有し、果たしましたか
はい どちらかと言えば　はい はい

7
委託団体を選んだ（選ばれた）理由は明確
ですか

はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

6
事業に着手するにあたり、相互の役割を話
し合う場と機会がもてましたか

はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

5
事業の目的・成果目標　（冒頭太枠内の５
番・６番を参照）　を共有できましたか

はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

4 ３で「はい」の場合その理由は何ですか

（理由） （理由）

「便利な本」は視覚障がい者にとっても「便
利」だと思うので是非音訳をしたいと思っ
た。

録音CD等の作成及び複製・郵送業務を専門
的に取扱う市民団体であり、他でも過失なく業
務を遂行しているため。

3 協働する理由は明確ですか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

2 協働の呼びかけはどちらからですか
市民活動団体 その他 市民活動団体 その他

市（行政） 市（行政）

1
協働が開始された段階は次のうちどれで
すか

企画段階 その他 企画段階 その他

実施段階 実施段階

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける振り
返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅰ　事業の着手段階について 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 96

5

1頁

受託団体名 多摩市音訳グループ繭 代表者名 銭廣　芳子

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

事業概要
２年に１度発行の｢多摩市の便利な本　平成29年版｣の内容をＣＤに録音して、｢声の多摩市の便
利な本　平成29年版｣を作成し、希望する視覚障がい者へ郵送する。

事業の目的 情報の共有化を図り、市政への参画を促進する。

事業の成果目標 市政情報やサービス情報提供の公平性が確保できる。

委託部名 企画政策部 委託課名 秘書広報課

事業名 声の多摩市の便利な本作成及び複製・郵送業務委託
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（整理番号 ）

レ 　 　 　

レ 　 　 　

3 レ 　 　 　

1 レ 　 　 　

2 レ 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

秘書広報課長

どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

4

受託者としての振り返りや協働指定委託事業に対する思いがありましたら、以下自由記入欄にご記入ください。

16時間にも及ぶ長い資料だったが、市と相談しながら担当者が知恵を出し合い、1冊分をまとめることが出来た。これからも、使
い勝手の良い「便利な本」作成を心がけていきたい。

私たちのグループが日常行っている「音訳」を活かすことが出来た。

2

本事業をすすめる中で、市民協働が定着
し、広がる可能性を感じましたか？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

3

協働指定委託事業の今後の課題などについて以下自由記入欄にご記入ください。

たま広報に比べて、多摩市の便利な本は情報量が多い。そのため、受託団体と話し合いながら、録音する情報を精査し、視
覚障がい者がさらに情報を引き出しやすい工夫をしていく必要がある。

Ⅴ【所管課記入欄】　これまでの協働事業を振り返り、以下の質問項目にご回答ください。
団体の特性を活かし、かつ、きめ細かい行
政サービスを提供することができました
か？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

行政と協働することで、協働のすすめ方の
要領が得られ、認識が深まりましたか？

はい

本事業を実施する中で、貴団体の対外的
な信用度が高まった、契約実務の要領が
把握できるようになった、など、貴団体に
とってのメリットはありましたか？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

具体的にあげられるメリット等ありましたらご記入ください↓

視覚障がい者から、「音訳がありがたかった」との評価を頂けた。

5

2頁

Ⅳ【受託団体記入欄】これまでの協働事業を振り返り、以下の質問項目にご回答ください。

1
本協働指定委託事業の実施にあたり、貴
団体の特性を活かすことができましたか？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

上記ご回答について、具体的な理由や事柄がありましたらご記入ください↓

12



【新規用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告　 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6

7 　 　 　 レ

8 　 　 　 レ

9 千円

10 30 年 1 月 4 日 32 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

　 レ 　 レ

　 　

　 レ 　 レ

　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

3
改善を必要とする事項があれば記入して
下さい。

（改善点） （改善点）

2
今後の課題と改善策をお互いに話し合い
ましたか

はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的・成果目標は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

Ⅲ　事業の終了後について 受託団体 委託課　（所管課記入）

どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

3
常にコミュニケーションをとりながら事業を
すすめましたか

はい どちらかと言えば　はい はい

どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

2
進捗状況や事業に関する情報を共有しま
したか

はい どちらかと言えば　はい はい

Ⅱ　事業の実施段階について 受託団体 委託課　（所管課記入）

1 役割分担をともに共有し、果たしましたか
はい どちらかと言えば　はい はい

7
委託団体を選んだ（選ばれた）理由は明確
ですか

はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

6
事業に着手するにあたり、相互の役割を話
し合う場と機会がもてましたか

はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

5
事業の目的・成果目標　（冒頭太枠内の５
番・６番を参照）　を共有できましたか

はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

4 ３で「はい」の場合その理由は何ですか

（理由） （理由）

地域コミュニティの醸成のため 地域コミュニティの醸成のため

3 協働する理由は明確ですか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

2 協働の呼びかけはどちらからですか
市民活動団体 その他 市民活動団体 その他

市（行政） 市（行政）

1
協働が開始された段階は次のうちどれで
すか

企画段階 その他 企画段階 その他

実施段階 実施段階

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける振り
返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅰ　事業の着手段階について 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 4,983

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

事業概要
コミュニティセンターの管理運営を、地域住民による運営協議会に指定管理者として
業務委託し、市民による市民のための施設運営を行う。

事業の目的
市民に開かれた地域活動の拠点として、様々な市民同士のふれあいと交流を生み出
し、地域コミュニティの醸成を図る。

事業の成果目標
市民に開かれた地域活動の拠点として、様々な市民同士のふれあいと交流を生み出
し、地域コミュニティの醸成を図る。

委託部名 くらしと文化部 委託課名 コミュニティ・生活課

事業名 コミュニティセンター管理運営事業（指定管理者）

9-1

1頁

受託団体名 和田・東寺方コミュニティセンター運営協議会 代表者名 千葉　胤昌
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（整理番号 ）

レ 　 　 　

レ 　 　 　

3 レ 　 　 　

1 レ 　 　 　

2 レ 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

コミュニティ・生活課長

本事業をすすめる中で、市民協働が定着
し、広がる可能性を感じましたか？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

3

協働指定委託事業の今後の課題などについて以下自由記入欄にご記入ください。

地域に根ざした事業の企画、運営をすることにより地域コミュニティの醸成に積極的に取り組んでいただきました。平成３０年２
月１日より和田・東寺方コミュニティセンターは「街のリビングルームとして」子どもたちからお年寄りまで誰も気軽に利用できる
施設運営を行って頂き地域の活動拠点となりつつあります。今後もコミュニティセンターの管理運営の問題点や課題を共有し、
課題解決に取り組みながら、運営協議会と引き続き協働し、地域コミュニティの形成を図っていきます。

Ⅴ【所管課記入欄】　これまでの協働事業を振り返り、以下の質問項目にご回答ください。
団体の特性を活かし、かつ、きめ細かい行
政サービスを提供することができました
か？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

行政と協働することで、協働のすすめ方の
要領が得られ、認識が深まりましたか？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

4

受託者としての振り返りや協働指定委託事業に対する思いがありましたら、以下自由記入欄にご記入ください。

平成30年2月1日のオープン以来、「街のリビングルーム」として、子どもたちからお年寄りまでだれもが気軽に利用できる施設
運営に心がけてまいりました。
緑豊かな大栗川ほとりの和田・東寺方地域における地域住民の交流の拠点として、いつまでも親しまれ愛される施設となるよう
な運営を目指してまいりたい。

2

本事業を実施する中で、貴団体の対外的
な信用度が高まった、契約実務の要領が
把握できるようになった、など、貴団体に
とってのメリットはありましたか？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

具体的にあげられるメリット等ありましたらご記入ください↓

9-1

2頁

Ⅳ【受託団体記入欄】これまでの協働事業を振り返り、以下の質問項目にご回答ください。

1
本協働指定委託事業の実施にあたり、貴
団体の特性を活かすことができましたか？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

上記ご回答について、具体的な理由や事柄がありましたらご記入ください↓
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【新規用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告　 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6

7 　 　 レ 　

8 　 レ 　 　

9 千円

10 29 年 5 月 30 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　

　 　 　 　

レ レ

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

3
改善を必要とする事項があれば記入して
下さい。

（改善点） （改善点）

ひきこもりの潜在的な相談ニーズに応
えるために、継続的な相談機能が必要
と感じた。

講演会時のアンケート結果より、、個別相
談の希望が最多であったため、次年度は
継続的に個別相談事業を実施できるよう
検討する。

2
今後の課題と改善策をお互いに話し合い
ましたか

はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的・成果目標は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

Ⅲ　事業の終了後について 受託団体 委託課　（所管課記入）

どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

3
常にコミュニケーションをとりながら事業を
すすめましたか

はい どちらかと言えば　はい はい

どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

2
進捗状況や事業に関する情報を共有しま
したか

はい どちらかと言えば　はい はい

Ⅱ　事業の実施段階について 受託団体 委託課　（所管課記入）

1 役割分担をともに共有し、果たしましたか
はい どちらかと言えば　はい はい

7
委託団体を選んだ（選ばれた）理由は明確
ですか

はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

6
事業に着手するにあたり、相互の役割を話
し合う場と機会がもてましたか

はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

5
事業の目的・成果目標　（冒頭太枠内の５
番・６番を参照）　を共有できましたか

はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

4 ３で「はい」の場合その理由は何ですか

（理由） （理由）

法人が実施してきた事業内容が、本事
業で十分生かされると判断した為。

ひきこもり等の相談に必要不可欠な専門
性と若者の自立への支援に関する知識と
実績を活かせるため。

3 協働する理由は明確ですか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

2 協働の呼びかけはどちらからですか
市民活動団体 その他 市民活動団体 その他

市（行政） 市（行政）

1
協働が開始された段階は次のうちどれで
すか

企画段階 その他 企画段階 その他

実施段階 実施段階

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける振り
返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅰ　事業の着手段階について 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 227

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

事業概要 ひきこもりに関する講演会・家族セミナー・個別相談会

事業の目的

①ひきこもり等で自立に悩みを抱える若者及びその家族等からの相談に応じ、必要な助言や情報提供、適切
な支援機関の紹介等を行うことにより若者の自立及び社会参加の促進を図る。
②ひきこもりの現状や自立までの実例等ついて講演会を開催することで、若者の自立支援に関する市民への
周知とひきこもり支援に関するニーズの把握をする。

事業の成果目標 若者の自立支援に関する市民への周知とひきこもり支援に関するニーズの把握。

委託部名 子ども青少年部 委託課名 児童青少年課

事業名 子ども若者育成支援事業

20

1頁

受託団体名 特定非営利活動法人青少年自立援助センター 代表者名 工藤　定次

15



（整理番号 ）

レ 　 　 　

レ 　 　 　

3 レ 　 　 　

1 レ 　 　 　

2 レ 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

子育て・若者政策担当課長

本事業をすすめる中で、市民協働が定着
し、広がる可能性を感じましたか？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

3

協働指定委託事業の今後の課題などについて以下自由記入欄にご記入ください。

　今年度初めて子ども若者支援育成事業としてひきこもりに関する講演会、家族向けセミナー、個別相談会を実施した。いず
れの事業においても受託団体の４０年にもわたる支援経験に基づいた内容で、ひきこもりに対する理解を深め、早めの対応が
必要である等の啓発ができた。さらに参加者の範囲ではあるがひきこもりに悩んでいる方のニーズ把握や当事者の概要をつか
むことができた。
　平成30年度は把握したニーズから継続的にひきこもり支援をしていけるよう個別相談を定期的に実施し、さらなる事業の効果
的な実施を目指していく。

Ⅴ【所管課記入欄】　これまでの協働事業を振り返り、以下の質問項目にご回答ください。
団体の特性を活かし、かつ、きめ細かい行
政サービスを提供することができました
か？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

行政と協働することで、協働のすすめ方の
要領が得られ、認識が深まりましたか？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

4

受託者としての振り返りや協働指定委託事業に対する思いがありましたら、以下自由記入欄にご記入ください。

企画段階から、多くの話し合う場が設定された。地域の実情を聞く中で本質的な支援の有り様に耳を傾けていただき、地域の
課題と提供できる支援を十分すり合わせることができ、一つの事業を完成することができた。相談事業に関しては、支援の長期
化も考えられるので、毎年事業者が変わる仕組みは利用者に対しても不利益になると考える。特に特殊分野の事業実施にお
いて、実施事業者選びに関しては独自の選定システムが必要であると考える。入札価格や資格要件を中心に判断するのでは
なく、事業内容の実効性・有効性や過去の実績等を十分に考慮する必要があると考える。事業評価に関しても同様の考え方
が重要となる。課題がある限り、安定した市民サービスを提供できることが最重要で、委託課と受託団体の情報共有や目的の
確認等を密にしていく必要があると考える。

講演会に関しては、様々な事例や当事者の体験対談を取り入れ個別相談に繋げることが
できた。個別相談に関しては、４０年の支援経験を基にしたひきこもり状況の見立て力を駆
使して、適した支援機関等に繋げることができた。

2

本事業を実施する中で、貴団体の対外的
な信用度が高まった、契約実務の要領が
把握できるようになった、など、貴団体に
とってのメリットはありましたか？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

具体的にあげられるメリット等ありましたらご記入ください↓

近年、同様の相談ビジネスが多く出てきて、高額請求等の消費者トラブルが発生してい
る。相談者に関してもネット等で多くの情報を知ることができるが、どこを選択してよいのか
迷う状況にある。行政と協働することにより、ある一定の水準を満たしている団体と認知さ
れ、安心して相談に繋がってもらえる効果があったと考える。

20

2頁

Ⅳ【受託団体記入欄】これまでの協働事業を振り返り、以下の質問項目にご回答ください。

1
本協働指定委託事業の実施にあたり、貴
団体の特性を活かすことができましたか？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

上記ご回答について、具体的な理由や事柄がありましたらご記入ください↓
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【新規用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告　 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6

7 　 　 　 レ

8 　 　 レ 　

9 千円

10 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　

レ 　 レ 　

　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

　 レ 　 レ

　 　 　 　

　 レ レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

3
改善を必要とする事項があれば記入して
下さい。

（改善点） （改善点）

必要としている人に情報が確実に届く
ための広報活動の充実。

広報活動。前年度と比べて、参加者が減
少した。必要としている人に情報が届い
ていない可能性があり、広く周知を実施
する。

2
今後の課題と改善策をお互いに話し合い
ましたか

はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的・成果目標は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

Ⅲ　事業の終了後について 受託団体 委託課　（所管課記入）

どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

3
常にコミュニケーションをとりながら事業を
すすめましたか

はい どちらかと言えば　はい はい

どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

2
進捗状況や事業に関する情報を共有しま
したか

はい どちらかと言えば　はい はい

Ⅱ　事業の実施段階について 受託団体 委託課　（所管課記入）

1 役割分担をともに共有し、果たしましたか
はい どちらかと言えば　はい はい

7
委託団体を選んだ（選ばれた）理由は明確
ですか

はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

6
事業に着手するにあたり、相互の役割を話
し合う場と機会がもてましたか

はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

5
事業の目的・成果目標　（冒頭太枠内の５
番・６番を参照）　を共有できましたか

はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

4 ３で「はい」の場合その理由は何ですか

（理由） （理由）

遺族支援に特化した活動を行ってきた
知識と経験の積み重ねは、運営に欠か
せない。

専門性の高い支援を必要とするため、知
識を有する団体に委託を行った。

3 協働する理由は明確ですか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

2 協働の呼びかけはどちらからですか
市民活動団体 その他 市民活動団体 その他

市（行政） 市（行政）

1
協働が開始された段階は次のうちどれで
すか

企画段階 その他 企画段階 その他

実施段階 実施段階

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける振り
返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅰ　事業の着手段階について 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 210

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

事業概要 自死遺族の支援事業。日野市・多摩市との共催。

事業の目的
本事業は、東京都地域自殺対策緊急強化基金を活用して実施するもので、自死（自
殺）により家族や親族、友人等を亡くされた市民が「悲しみ」「つらさ」「苦しさ」
を共有し、分かち合うことを目的とする。

事業の成果目標
数値化することは難しいが、参加した遺族が安定した生活を取り戻すことの一助とな
ること

委託部名 健康福祉部 委託課名 福祉総務課

事業名 自死遺族等支援事業実施業務委託

21

1頁

受託団体名 特定非営利活動法人全国自死遺族総合支援センター 代表者名 代表　杉本脩子

17



（整理番号 ）

レ 　 　 　

　 レ 　 　

3 レ 　 　 　

1 レ 　 　 　

2 レ 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

福祉総務課長

本事業をすすめる中で、市民協働が定着
し、広がる可能性を感じましたか？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

3

協働指定委託事業の今後の課題などについて以下自由記入欄にご記入ください。

２市で共催の事業であり、各市の担当者と団体スタッフの間で情報共有を密に行っていく必要がある。周辺市等にも広く事業
周知を行うため、委託団体を中心に広域的な連携を目指していく。

Ⅴ【所管課記入欄】　これまでの協働事業を振り返り、以下の質問項目にご回答ください。
団体の特性を活かし、かつ、きめ細かい行
政サービスを提供することができました
か？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

行政と協働することで、協働のすすめ方の
要領が得られ、認識が深まりましたか？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

4

受託者としての振り返りや協働指定委託事業に対する思いがありましたら、以下自由記入欄にご記入ください。

同じ事業であっても、日野市と多摩市では対応が違うことに当初は戸惑った。複数自治体による共催を、今後の活動に繋げて
いきたい。

自死遺族の悲嘆は一様ではない。参加者の多様性に対応するには、長年の知識
と経験が活かされるていると思う。当事者スタッフの存在も欠かせない。

2

本事業を実施する中で、貴団体の対外的
な信用度が高まった、契約実務の要領が
把握できるようになった、など、貴団体に
とってのメリットはありましたか？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

具体的にあげられるメリット等ありましたらご記入ください↓

2市による共同開催による契約実務の要領が把握出来た。

21

2頁

Ⅳ【受託団体記入欄】これまでの協働事業を振り返り、以下の質問項目にご回答ください。

1
本協働指定委託事業の実施にあたり、貴
団体の特性を活かすことができましたか？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

上記ご回答について、具体的な理由や事柄がありましたらご記入ください↓

18



【新規用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告　 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6

7 　 　 　 レ

8 　 　 レ 　

9 千円

10 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 20 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　

　 　 　 　

レ レ

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 　 レ

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 　 レ

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

3
改善を必要とする事項があれば記入して
下さい。

（改善点） （改善点）

市民団体は個々異なり、様々な事情を抱え
ています。共有できる解決策に対応しなが
らも、それぞれの団体に対して、丁寧に対
応している現状のやり方を継続していくこと
で、より多くの成果が得られると思っていま
す。

より円滑な運営及び講師やスタッフとの効率
的な連携を目指し、配布資料や様式の修正
が必要である。

2
今後の課題と改善策をお互いに話し合い
ましたか

はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的・成果目標は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

Ⅲ　事業の終了後について 受託団体 委託課　（所管課記入）

どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

3
常にコミュニケーションをとりながら事業を
すすめましたか

はい どちらかと言えば　はい はい

どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

2
進捗状況や事業に関する情報を共有しま
したか

はい どちらかと言えば　はい はい

Ⅱ　事業の実施段階について 受託団体 委託課　（所管課記入）

1 役割分担をともに共有し、果たしましたか
はい どちらかと言えば　はい はい

7
委託団体を選んだ（選ばれた）理由は明確
ですか

はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

6
事業に着手するにあたり、相互の役割を話
し合う場と機会がもてましたか

はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

5
事業の目的・成果目標　（冒頭太枠内の５
番・６番を参照）　を共有できましたか

はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

4 ３で「はい」の場合その理由は何ですか

（理由） （理由）
長年に渡り、大学で培われてきた専門の知
識と技術が、大学のある多摩市と市民の皆
様に対して役に立つことを確信しているか
らです。

事業の実施にあたり、専門的な知識を持つ講
師を招く必要があるため。

3 協働する理由は明確ですか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

2 協働の呼びかけはどちらからですか
市民活動団体 その他 市民活動団体 その他

市（行政） 市（行政）

1
協働が開始された段階は次のうちどれで
すか

企画段階 その他 企画段階 その他

実施段階 実施段階

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける振り
返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅰ　事業の着手段階について 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 1,964

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

事業概要 市民・市民団体への育苗講座、コミュニティ花壇の育苗管理

事業の目的
公園内で花壇活動をしているボランティア団体の方々に対し、専門的な知識を持つ講
師による講習を実施することで、より高い知識・技術を持つ人材の育成を行う。

事業の成果目標 市内で活動する花壇ボランティアの知識・技術の向上

委託部名 環境部 委託課名 公園緑地課

事業名 コミュニティ花壇育苗管理業務委託

33

1頁

受託団体名 恵泉女学園大学 代表者名 理事長　宗雪　雅幸
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（整理番号 ）

レ 　 　 　

レ 　 　 　

3 レ 　 　 　

1 　 レ 　 　

2 　 レ 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

公園緑地課長

本事業をすすめる中で、市民協働が定着
し、広がる可能性を感じましたか？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

3

協働指定委託事業の今後の課題などについて以下自由記入欄にご記入ください。

組織の高齢化などを理由として、本事業に参加することが難しくなってきたボランティア団体をどのようにケアするかが課題と
なっているため、大学と連携し、最善の対応を検討・実施していきたい。

Ⅴ【所管課記入欄】　これまでの協働事業を振り返り、以下の質問項目にご回答ください。
団体の特性を活かし、かつ、きめ細かい行
政サービスを提供することができました
か？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

行政と協働することで、協働のすすめ方の
要領が得られ、認識が深まりましたか？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

4

受託者としての振り返りや協働指定委託事業に対する思いがありましたら、以下自由記入欄にご記入ください。

　この事業に協力させて頂くことで、大学のある地域（多摩市）での存在の意義が感じられ有難く思っています。
　地域に住む人達が、地元を大切に思い、地域の仲間を増やして生き生きと活動する良い事業だと感じています。
　高齢化や様々な問題もありますが、率直に意見を言いあい、より良くする為に臨機応変に対応して下さる、市の職員の方達と
共に活動できることは、私達大学にとっても勉強になることが多々あり、有難く思っています。

花壇用の花苗育成と花壇作りの専門的な技術だけでなく、地域のボランティア育
成についても研究を重ねている実績があるので、市と市民の間に入って両者に
とって良い方向へ導けるように活動しています。

2

本事業を実施する中で、貴団体の対外的
な信用度が高まった、契約実務の要領が
把握できるようになった、など、貴団体に
とってのメリットはありましたか？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

具体的にあげられるメリット等ありましたらご記入ください↓

・市内の花壇が明らかに美しくなったこと
・活動している市民のやりがいや、喜んでいただいている声を直接聞かせて頂け
ること。

33

2頁

Ⅳ【受託団体記入欄】これまでの協働事業を振り返り、以下の質問項目にご回答ください。

1
本協働指定委託事業の実施にあたり、貴
団体の特性を活かすことができましたか？

はい
どちらかと言えば
はい いいえ

どちらかと言えば　い
いえ

上記ご回答について、具体的な理由や事柄がありましたらご記入ください↓
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

議会事務局次長

3

＜受託団体自由記入欄＞

市議会の様子を伝える「たま市議会だより」は、多摩市民として行政に関わっていく上で重要な役割を果たしている。視覚
障がい者にも同じ情報が共有できるよう、今後も分かりやすい録音図書作成を心がけていきたい。

4

＜所管課自由記入欄＞

例年どおり受託団体と委託課との懇談会を設け、利用者要望の有無、課題、利用者拡大等々の意見交換を行った。
本事業における検討・調整を必要とする課題は無く、引続き視覚障がい者への情報の垣根が無くなるよう本事業を実施し
ていく。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 149

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

事業名 声の議会報作成及び複製・郵送業務委託

事業概要
視覚障がい者用広報「声の市議会だより」として、「たま市議会だより」の内容をＣ
Ｄに録音・複製して希望者に郵送する。

事業の目的 情報の共有化を図り、市議会及び市政への参画を促進する。

1

受託団体名 多摩市音訳グループ繭 代表者名 銭廣　芳子

委託部名 議会事務局 委託課名 議会事務局

契約期間 平成 ～ 平成
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

秘書広報課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

「たま広報」は多摩市に関する日常生活に関わりの深い情報が満載されています。その情報を文字の読み取りが不自由
な方でもたやすく得ることが出来るよう、今後も、正確で分かりやすい「声の広報たま」の作成を心がけていきたいと思いま
す。

4

＜所管課自由記入欄＞

例年どおり、受託団体と委託課との懇談会を設け、利用者要望の有無、課題、利用者拡大等々の意見交換を行った。引
き続き視覚障がい者への情報の垣根が無くなるよう本事業を実施していく。
利用者拡大に向けて、平成30年１月1日のたま広報より、毎号ＰＲ文章の掲載を始めた。引き続き周知の方法を検討しなが
ら、より多くの方に利用していただけるように努めていく。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 818

事業概要
毎月（5日または1日・20日）に発行の「たま広報」の内容をＣＤに録音して、「声の
たま広報」を作成し、希望する視覚障がい者へ発行日に合わせて郵送する。

事業の目的 情報の共有化を図り、市政への参画を促進する。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 企画政策部 委託課名 秘書広報課

事業名 「声のたま広報」作成及び複製・郵送業務委託

3

受託団体名 多摩市音訳グループ繭 代表者名 銭廣　芳子
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

秘書広報課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

多摩市に転居された方が、地元となる周辺の地域を知るために、ふるさとマップを購入いただいているので、お店としても
よい印象を持っていただけるように心がけています。

4

＜所管課自由記入欄＞

永山駅周辺で、ふるさとマップを販売していただくことで、市民サービスの向上につながっています。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 2

事業概要
市が出版した有償印刷物を市内の各拠点で販売することにより、市民サービスの向上
および収入の確保を図る。

事業の目的 市政の情報提供・収入の確保

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 企画政策部 委託課名 秘書広報課

事業名 印刷物有償頒布事務業務委託

4-1

受託団体名 喫茶れすと 代表者名 所長　北山　文子
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

秘書広報課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

前年は印刷物に金額の表記がないものもあり金額の確認に時間がかかったため、お客様をお待たせすることが多くありま
したが、平成29年度は金額の表記がされているものが大半になり、また印刷物の需要の傾向の変化もあって、お待たせす
ることは少なくなりました。

4

＜所管課自由記入欄＞

聖蹟桜ヶ丘駅周辺で、ふるさとマップ等を販売していただくことで、市民サービスの向上につながっています。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 6

事業概要
市が出版した有償印刷物を市内の各拠点で販売することにより、市民サービスの向上
および収入の確保を図る。

事業の目的 市政の情報提供・収入の確保

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 企画政策部 委託課名 秘書広報課

事業名 印刷物有償頒布事務業務委託

4-2

受託団体名 （社福）多摩市社会福祉協議会 代表者名 会長　伊藤　雅子
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

秘書広報課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

市役所に来庁された方が、庁内で各種資料を購入することで、お客様のニーズに応えられていれば幸いです。

4

＜所管課自由記入欄＞

多摩市役所内に当受託団体があるため、来庁者の需要が多く、市民サービスの向上につながっています。　また、郵送
サービスを行っているため、市外の需要にも対応することができています。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 36

事業概要
市が出版した有償印刷物を市内の各拠点で販売することにより、市民サービスの向上
および収入の確保を図る。

事業の目的 市政の情報提供・収入の確保

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 企画政策部 委託課名 秘書広報課

事業名 印刷物有償頒布事務業務委託

4-3

受託団体名 （特非）多摩市身体障害者福祉協会　売店ひまわり 代表者名 理事長　勝手　春幸
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

秘書広報課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

 取扱っている印刷物は街歩きや地域を知りたい市民の方のニーズに合致した内容であるため需要が高く、値下げによっ
て気軽に入手する人が増えている。印刷物に興味のある来館者が多く、当館で取り扱うことで来館者と情報の接点を増や
すことができ、なおかつ来館者の知りたいニーズにも答えることができ、相乗効果が高い事業と考えている。

4

＜所管課自由記入欄＞

多摩センター駅周辺でふるさとマップ等を販売していただくことで、市民サービスの向上につながっています。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 3

事業概要
市が出版した有償印刷物を市内の各拠点で販売することにより、市民サービスの向上
および収入の確保を図る。

事業の目的 市政の情報提供・収入の確保

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 企画政策部 委託課名 秘書広報課

事業名 印刷物有償頒布事務業務委託

4-4

受託団体名 公益財団法人　多摩市文化振興財団 代表者名 代表理事　浪久　圭司
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

経済観光課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

当該事業は5年度目となり、市の所管課はもとより、ＪＡ、市内生産者・事業者など多方面からご協力を得て、安定的に運営
できている。当年度も、近隣の食品販売事業者、飲食店などから「多摩市産の野菜を使いたい」というご相談があり、イベン
ト等で単発で調達したり、お取引の仲介的な役割を担ったりした。

交流事業としては、春に4回目となるいちご狩り体験、秋に旧加藤家で市内産の新米と豚汁を楽しむ会、年度末には多摩
市消費生活センター調理室で地場野菜を使ったお花見弁当を作る会を実施し、市民と生産者の方々に喜んでいただけ
た。

また、例年通り「たま食育フェスタ」にブース参加した。今年度は「特産品が当たるかも!?　多摩市の農産物クイズ」と題し
て、小学生から高齢の方までたくさんの方に参加していただき、インターネットの活用のみでは告知できない層に対しても
PRを行うことができた。

この事業の成果は、アンテナショップPonteを始めとする市内農産物・特産品販売の現場への大きな後押しになっているこ
とを日々実感している。

4

＜所管課自由記入欄＞

運営団体であるNPO法人シーズネットワークとの協働で運営するアンテナショップ「ポンテ」では、市内農産物や地域の特
産品を販売しており、消費者と生産者を結びつけることで、都市農業の理解・振興に大いに役立っている。「多摩市農産
物応援サイト・アグリアグリ（ＨＰ・フェイスブック・ツイッター・ブログ）」では、運営団体が、日頃から培った市内農業生産者
や消費者との関係を活かし、双方の立場を理解し、多様な地域の農業情報や生産者の生の声などを頻繁に更新し、市内
農業の現状を広く発信することが出来た。また、市民と生産者による交流事業の実施では、市内で収穫した農産物を素材
とした料理を参加者が作り、生産者を囲んで食事することで、消費者の農業への親近感や地場野菜への理解が深まり、地
産地消が促進される事業となっている。今後更なる事業の充実により、一層の農業振興が図られるものと思われる。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 3,672

事業概要
　多摩市の農産物応援サイト「アグリアグリ」の運営と、生産者と市民の交流事業の
実施により、市内農産物と特産品の販売促進を図る。

事業の目的
　多摩市の農業をインターネットツールや交流事業の実施により周知し、農産物等の
販売促進と都市農業振興に寄与する。更に、「食」「食育」への意識の高まりを踏ま
え地産地消の推進を図る。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 市民経済部 委託課名 経済観光課

事業名 市内農産物及び特産品の販売促進業務委託

6

受託団体名 NPO法人シーズネットワーク 代表者名 岡本　光子

27



【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

観光担当課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

　　たまロケーションサービスは、平成21年に発足以来９年を経過しました。この間、３年毎のパートナーシップ協定を結ぶこと３回、紆余
曲折を経ながら、着実に実績を重ね、平成３０年度は記念すべき節目の１０年目を迎えます。４回目のパートナーシップ協定のスタートの
年、そして１０年目の区切りの年として、有意義な１年にしたい年である。
●平成２９年度のロケ受け入れ状況　　　年間１４７件
前年度とほぼ同数であったが映画、テレビの件数が４８件と８件ほど増え、シティセールスに大きく貢献した。平成２８年度の「一週間フレ
ンズ。」のロケ地マップ制作に引き続き、２９年度はWEBドラマ「星に願いを」三部作を多摩市ロケ純度９０％でロケを実現した実績は貴重
な財産となった。　しかしながら、メディアの潮流はウェブ、ネット等に大きくシフトしており、ロケ受け入れのウェートの置き方にも視点を変
えた対応が必要となってくる。
●一般市民、会員向けイベントの開催
たまロケの活動を市民の皆さんに知って頂くイベントとして「永山フェスティバル」、「地域ふれあいフォーラム」に積極的に参加し、市民の
皆さまとの交流、地域諸団体との交流を図り、深めた。また、市が主催するウォーキングイベントの一環で「ロケ地巡りウォーキング」にガイ
ド担当団体として参加させて頂き、参加者から好評を頂いた。
●財政面の総括　収入微増/支出微減
収入は、当初設定したロケ収入の中で、年間フル稼働した南豊ヶ丘フィールドを中心とした民間ロケ地の収入が目標を上回りに収入増
に貢献した。公共施設の収入はほぼ横ばいであった。今後は、近隣市町村とのロケ誘致活動競争も激しくなることも予想されるため、より
一層のロケ資源を確保して、ロケ収入を確保していく努力が必要である。
●今後の課題と長期的展望
お陰様で９年間の実績を評価頂き、平成30年度より市からの委託料のアップが実現した。
今後は、委託料アップに見合う人材の確保、育成が急務となってくる。また、人材を有効活用する機能的な組織づくりが必要となってく
る。加えて、多摩市との強力な連携プレーにより、他の市町村に優る高付加価値活動が求められてくる。
資源面では、持てる公共の施設の有効活用と柔軟なロケ受け入れ態勢でシティセールスに結び付けていく必要がある。また、民間ロケ
地の更なる開拓しながら、継続的に点→線→面展開を進め、多摩市の露出度を高めていく戦略を推進して行く。

4

＜所管課自由記入欄＞

フィルムコミッション運営業務委託については、平成29年度の市内撮影実績が147件になった。南豊ヶ丘フィールドの２階
を確保できたことにより、質の高いロケ環境が整備され、目標を上回り、収入増につながった。また、アクアブルー多摩や
一本杉公園などのプールや野球場など特色あるスポーツ施設はロケ地としての価値が非常に高く、今後より積極的にＰＲ
をしていくと共に、新たなロケ地の開拓にも力を注いでいく必要がある。
一方で、受託団体では、各種市民向けイベントへ積極的に参加し活動内容やロケ地をＰＲしたり、独自のイベントを企画し
会員間の交流を図ると共に、人材の発掘及び育成を推進するなど、多摩市のフィルムコミッションの認知度と質を高めるべ
く活動していることがうかがえる。平成30年度はそのような実績を評価し、また後継者の人材育成や組織作りのため委託料
を増額させた。今後もロケ地を通して市の魅力が内外に向けて広く伝わるには官民一体となって魅力づくりに取り組んで
いく必要があることから今後も継続して市民協働で事業を進めていくことが不可欠である。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 2,297

事業概要
多摩市内で行われるテレビや映画などのロケ撮影に係る相談、受付、事前調査、立会
い業務等のフィルムコミッションの運営

事業の目的
ロケ撮影支援をすることにより、施設の有効利用などの直接的な地域経済の活性化、
多摩市のシティセールス、市民の「わがまち意識」の向上などを目的とする。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 市民経済部 委託課名 経済観光課

事業名 フィルムコミッション運営業務委託

7

受託団体名 たまロケーションサービス 代表者名 柴田　孝司

28



【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 4 月 21 日 30 年 1 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 　 レ

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

観光担当課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

聖蹟桜ヶ丘駅周辺を起点としたまち歩きをアニメ・耳をすませばのモデル地として主なコースを来街者へのおもてなし事業
として進めています。この映画は初上映から22年が経ちますが今でも全国からこの映画のファンが聖地巡礼として年間を
通してせいせきを訪れています。ここ数年は主に東南アジア系（台湾、韓国、中国）のPOPカルチャーの波及効果と映画
に出てくる景色と現実の風景を見たいという目的の訪問者増えつつありインバウンド効果が顕著になりました。2020年のオ
リパラに向け更なる外国人の増加を見込んでいます。今、聖蹟桜ヶ丘周辺を訪れている若い世代が圧倒的に多い中、そ
の親世代まで幅広いのが特徴といえます。このアニメが22年経った今でも広く支持されているのは驚くべき事象といえま
す。

4

＜所管課自由記入欄＞

映画『耳をすませば』の世界に魅せられたファンを対象にしたまち歩き事業であるが、以前、作品の制作会社からはモデ
ル地と言及することは世界観を壊すことにつながるため、厳しく自制するよう要請があった。そのため、パンフレットやキャラ
クター使用に配慮が必要となり、苦労した。また、AR（拡張現実）を利用したまち歩き事業を実施したが、システムに不具合
があり、SNSでの情報発信が思っていたよりもされなかった。こうした状況であるなか、今後も、テーマ設定を検討しながら、
まち歩きを通じて、聖蹟桜ヶ丘周辺の魅力を発信していきたい。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 548

事業概要
聖蹟桜ヶ丘周辺の魅力スポット紹介用ＡＲの使用環境等の整備、聖蹟桜ヶ丘周辺まち
歩きの実施

事業の目的

聖蹟桜ヶ丘駅周辺地域の活性化と多摩市の観光的な魅力を発信するために取り組んで
いる市民団体「せいせき観光まちづくり会議」に事業を委託し、聖地巡礼で訪れる
ファンがまち歩きをすることで、地域を通して多摩市の良さをさらに発信してもら
う。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 市民経済部 委託課名 経済観光課

事業名 聖蹟桜ヶ丘周辺まち歩き事業等業務委託

8

受託団体名 せいせき観光まちづくり会議 代表者名 森田　利夫

29



【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 　 レ

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 32 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

コミュニティ・生活課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

待望の改修工事が9月より本格的に始まり、騒音や振動で利用者に迷惑をかけながらも階層ごとの改修で２９年度を乗り
越えました。
おかげさまで見違えるほど３・４階は綺麗に一新され、ロビーの明るさ広さに利用者からも驚きの声が多く聞かれました。
また、改修に当たりコミュニティ・生活課の関わりによって、当運営協議会の希望や要望を行政管理課や施工業者に繋げ
ていただき、まさしく協働がうまくいった事例であると思います。
事業展開は工事によるルームの減少で大幅に縮小いたしましたが、事業数は少なくとも中身の濃い事業ができたと思いま
す。
例年開催しているまつり等も中止することなく多くの方に来場いただきました。
次年度はさらに工夫を重ねて地域の方々に楽しく参加いただけるような企画をしていきます。引き続き所管課と協議を重
ねながらより強固な協働体制を整えていきたいと思います。

4

＜所管課自由記入欄＞

地域に根ざした事業の企画、運営をすることにより地域コミュニティの醸成に積極的に取り組んでいただきました。関戸・一
ノ宮コミュニティセンターについては貸室の利用率も高く、日頃から効率的な管理運営にご尽力いただいているところで
す。平成２９年度はコミュニティセンターで初となる大規模改修工事が行われ運営協議会、事務局、利用者をはじめ地域
の方々にご迷惑をおかけいたしました。またコミュニティセンターエリア内に北部地域包括支援センターを受入れていただ
きました。居ながら改修という状況下においても、運営協議会皆様が様々な工夫をし活動を継続して頂きました。今後もコ
ミュニティセンターの管理運営の問題点や課題を共有し課題解決に取り組みながら、運営協議会と引き続き協働し、地域
コミュニティの形成を図っていきます。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 16,391

事業概要
コミュニティセンターの管理運営を、地域住民による運営協議会に指定管理者として
業務委託し、市民による市民のための施設運営を行う。

事業の目的
市民に開かれた地域活動の拠点として、様々な市民同士のふれあいと交流を生み出
し、地域コミュニティの醸成を図る。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 くらしと文化部 委託課名 コミュニティ・生活課

事業名 コミュニティセンター管理運営事業（指定管理者）

9-2

受託団体名 関戸・一ノ宮コミュニティセンター運営協議会 代表者名 片倉　満

30



【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 　 レ

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 32 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

コミュニティ・生活課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

　桜ヶ丘コミュニティセンター運営協議会は、4期目の指定管理者として、市からの受託業務を滞りなく遂行した。
　「豊かな生活、住みよい環境、より高い文化に恵まれたコミュニティの創造」を目指して運営協議会が発足して以来27年
が経過し、地域住民の世代交代も進む中で、当協議会は常に地域住民のニーズを把握しながら、世代を超えて、地域の
人と人の繋がりを強化するために、桜ヶ丘地区4自治会、ファインコート聖蹟桜ヶ丘自治会や桜ヶ丘児童館と連携しなが
ら、様々な事業を行ってきた。
　すでに地域の一大行事として定着している「ゆう桜ヶ丘夏まつり」や防災訓練を地域自治会と、ひな祭り、端午の節句等
の季節行事や世代間交流事業を桜ヶ丘児童館と手を携えながら、実施してきた。また、原峰公園及びゆう桜ヶ丘ギャラ
リーで実施する野外展は、地域在住の芸術家や多摩中学生徒も参加し、秋の恒例行事として定着してきている。
　さらには地域から国際友好の輪を広げるために、各国の在日大使館の協力のもとに毎年開催している「国際交流」も、す
でに20数ヶ国を迎え、それぞれの国の政治、経済、文化、スポーツ等々についての話題や、民族音楽や舞踊、料理を楽し
むことを通じて、ゆう桜ヶ丘独自の行事として、多くの地域住民の参加のもと、実施されている。
　広報誌「さくら通信」やHPを通じての情報発信を、一人でも多くの住民が、当コミュニティセンター運営協議会の活動を
知り、身近に感じ、参加する意欲を醸成することを目的として実施している。
　今後も様々な活動を通じ、地域住民の交流を深めるとともに、コミュニティ活動の拠点として愛され、利用されるよう、桜ヶ
丘地区のまちづくりに貢献できる活動を実施していきたい。

4

＜所管課自由記入欄＞

地域に根ざした事業の企画、運営をすることにより地域コミュニティの醸成に積極的に取り組んでいただきました。桜ヶ丘コ
ミュニティセンター運営協議会については桜ヶ丘児童館や周辺自治会との共催事業により、地域の方々と広く連携するこ
とでつながりを強めていただきました。原峰公園及びゆう桜ヶ丘ギャラリーで実施する野外展は、秋の恒例行事として定着
しつつあると考えています。桜ヶ丘コミュニティセンター運営協議会の特筆すべき点として、国際交流事業に取り組み多く
の国々と交流をすることで地域から国際友好の輪を広げて頂いております。今後もコミュニティセンターの管理運営の問題
点や課題を共有し、引き続き運営協議会と共に、地域コミュニティの形成を図っていきます。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 15,840

事業概要
コミュニティセンターの管理運営を、地域住民による運営協議会に指定管理者として
業務委託し、市民による市民のための施設運営を行う。

事業の目的
市民に開かれた地域活動の拠点として、様々な市民同士のふれあいと交流を生み出
し、地域コミュニティの醸成を図る。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 くらしと文化部 委託課名 コミュニティ・生活課

事業名 コミュニティセンター管理運営事業（指定管理者）

9-3

受託団体名 桜ヶ丘コミュニティセンター運営協議会 代表者名 篠崎　博哉

31



【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 　 レ

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 32 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

コミュニティ・生活課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

　当運営協議会の運営理念と運営スローガンは次のとおりです。
　【乞田・貝取ふれあい館の運営理念】
　　①乞田・貝取ふれあい館を住民による地区活動拠点とします
　　②地区の福祉の増進と文化の向上に寄与します
　　③地区住民の親睦を深め地区住民相互の信頼に基づく連帯感豊かな地域社会を形成します
　【運営スローガン】
　　～集い、学び、憩う三世代～　ふれあい館

　この運営理念を基に、運営委員および地域の方々の協力で、地域の伝統文化を継承し季節感溢れる事業を企画・実施
し、たくさんの地域住民の皆さまに参加いただいて、三世代の活発な交流が図られています。

 　一方で、当館は開館以来27年経過しており、施設、設備の一部老朽化により利用者に不便をおかけすることがありま
す。また乞田・貝取ふれあい広場公園内にあって空間的な制約もあり、利用者のニーズに応えられない状況も発生してい
ます。これらの課題は当運営協議会だけでは対応できない点もあり、市側での更なるきめ細かな対応をお願いします。

4

＜所管課自由記入欄＞

地域に根ざした事業の企画、運営をすることにより地域コミュニティの醸成に積極的に取り組んでいただきました。乞田・貝
取コミュニティセンターは、「～集い、学び、憩う三世代～」をスローガンに地域の伝統文化を継承し季節感溢れる事業を
行っていただき、世代を超えた多くの地域住民が集る地区活動拠点となっています。施設、設備の老朽化、ふれあい広場
公園内に設置されているため空間的な制約についても意見交換を行い、共に進めていきたいと考えています。今後もコ
ミュニティセンターの管理運営の問題点や課題を共有し、地域コミュニティの形成を図っていきます。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 16,060

事業概要
コミュニティセンターの管理運営を、地域住民による運営協議会に指定管理者として
業務委託し、市民による市民のための施設運営を行う。

事業の目的
市民に開かれた地域活動の拠点として、様々な市民同士のふれあいと交流を生み出
し、地域コミュニティの醸成を図る。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 くらしと文化部 委託課名 コミュニティ・生活課

事業名 コミュニティセンター管理運営事業（指定管理者）

9-4

受託団体名 乞田・貝取コミュニティセンター運営協議会 代表者名 伊野　正美
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 　 レ

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 32 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

コミュニティ・生活課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

指定管理者として運営協議会は12年目を迎えました。制度に対する理解も深まり、管理運営に当たって自信もついてまい
りました。発生する事柄に対応するには事務局との連携が不可欠です。地域で愛され、多くの人に利用していただける施
設を目指して活動しています。コミュニティの拠点づくりに携わる側の高齢化は大きな課題です。しかし一方で高齢者の生
きがいになっていることも事実です。今後もトムハウス運営協議会の姿を理解していただくことにポイントを置いた発信を行
うことで、多くの方に会への参加を期待します。

4

＜所管課自由記入欄＞

地域に根ざした事業の企画、運営をすることにより地域コミュニティの醸成に積極的に取り組んでいただきました。鶴牧・落
合・南野コミュニティセンターについては地域で愛される施設としての活動拠点になっています。事務局との綿密な連携の
中で、施設の管理運営をしていただいています。コミュニティセンター運営協議会の高齢化は全コミュニティセンター共通
の課題ではありますが、今後もコミュニティセンターの管理運営の問題点を運営協議会と共有し、継続して地域コミュニ
ティの形成を図っていきます。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 16,276

事業概要
コミュニティセンターの管理運営を、地域住民による運営協議会に指定管理者として
業務委託し、市民による市民のための施設運営を行う。

事業の目的
市民に開かれた地域活動の拠点として、様々な市民同士のふれあいと交流を生み出
し、地域コミュニティの醸成を図る。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 くらしと文化部 委託課名 コミュニティ・生活課

事業名 コミュニティセンター管理運営事業（指定管理者）

9-5

受託団体名 鶴牧・落合・南野コミュニティセンター運営協議会 代表者名 山田　祐子
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 　 レ

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 32 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

コミュニティ・生活課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

貝取コミュニティセンター（貝取こぶし館）は、創立23年となりました。
　今年も6月には2日間にわたり「文化祭」を開催しました。7月は、よみうりランドにて理事・監事、委員・協力員、スタッフ28
人が参加し「合同研修会」を行いました。
9月には「カラオケ交流会」を開催、34団体から89名の出演をいただき、特別ゲストにはプロ歌手を迎えて盛大に実施する
ことができました。
11月には「笑顔の交流～地域の元気が集います」をキャッチフレーズに「こぶし館まつり」を開催、好天に恵まれ大勢の来
館者で模擬店の売れ行きも上々で、来館者は800名にも達しました。
12月には「冬のロビーコンサート」、2月は「春のロビーコンサート」（パルテノン多摩音楽派遣事業）で、フルートカルテット
の生演奏を多くのお客様に楽しんで頂きました。
　専門部の活動では、子育てに関連したもの、知って得する情報などの他、「元気チェック」・「おたっしゃ21」は中部地域
包括支援センター協力のもとに開催しました。
広報紙「こぶし館だより」は毎月1日に発行し、約8,000部を地域各戸に配布し、開催する事業などをお知らせしています。
地域の人たちに終日くつろいでいただく場として、ロビーなどのフリースペースについても最適な憩いの場となるよう努めて
います。
次年度も様々な事業を計画し、地域の学校、団体、組織などと連携し、その活動にも協力を図ります。

4

＜所管課自由記入欄＞

地域に根ざした事業の企画、運営をすることにより地域コミュニティの醸成に積極的に取り組んでいただきました。貝取コ
ミュニティセンター運営協議会においては文化祭、カラオケ交流会、こぶし館まつり、ロビーコンサートといった多くの事業
を開催し、地域の多くの方々と親睦を図っていただくとともに、小学校・中学校、児童館・中部包括支援センターといった他
団体と協力しながら、地域の連携を深めつつ活動していただいております。今後もコミュニティセンターの管理運営の問題
点や課題を共有し、課題に取り組みながら運営協議会と共に,地域コミュニティの形成を図っていきます。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 16,315

事業概要
コミュニティセンターの管理運営を、地域住民による運営協議会に指定管理者として
業務委託し、市民による市民のための施設運営を行う。

事業の目的
市民に開かれた地域活動の拠点として、様々な市民同士のふれあいと交流を生み出
し、地域コミュニティの醸成を図る。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 くらしと文化部 委託課名 コミュニティ・生活課

事業名 コミュニティセンター管理運営事業（指定管理者）

9-6

受託団体名 貝取コミュニティセンター運営協議会 代表者名 中嶋　孝彦
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 　 レ

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 32 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

コミュニティ・生活課長

3

＜受託団体自由記入欄＞
ひじり館では以下の行事を通じて市民同士の交流を生み出し、地域コミュニティの醸成に貢献しています。
１．周辺教育機関との連携事業
・こども夏祭り、ひじり館まつり
・おにぎりを握って食べよう
・桜の丘学園食品販売・清掃作業

２．近隣コミュニティとの連携事業
・こども夏祭り、ひじり館まつり
・楽唱祭、懐メロを歌う交流会
・ひじり館音楽祭
・ミニマラソン、ニュースポーツ体験会、ハイキング
・野鳥観察会、自然観察会、椎茸栽培体験

３．ひじり館単独事業
・ひじり映画会、子ども映画会
・Ｊａｚｚ，クラシック、軽音楽等のコンサート
・寝床寄席
・ミニミニデイサービス
・季節の飾りつけ（正月・三月・五月・七夕・クリスマス）

４．その他の事業
・ひじり落研寄席
・元気アップ体操
・パルテノン多摩音楽家派遣事業
・こどもとシニアの囲碁教室
・定期囲碁大会
・シニアのためのスマートフォン教室

上記事業は、主としてひじり館広報紙ひじりＣＡＮを通じてコミュニティに伝えています。　　　　　　　　　　以上、

4

＜所管課自由記入欄＞

地域に根ざした事業の企画、運営をすることにより地域コミュニティの醸成に積極的に取り組んでいただきました。聖ヶ丘コミュニティセン
ターについては多くの行事を実施する中で、地域の大学や小中学校と連携、子ども向け事業の計画・実施に取り組んでいただきました。
また複合館として図書館や学童クラブが併設されており、多様な世代、利用者が集う地域の活動拠点となっております。今後もコミュニ
ティセンターの管理運営の問題点や課題を共有し、運営協議会と共に、地域コミュニティの形成を図っていきます。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 16,268

事業概要
コミュニティセンターの管理運営を、地域住民による運営協議会に指定管理者として
業務委託し、市民による市民のための施設運営を行う。

事業の目的
市民に開かれた地域活動の拠点として、様々な市民同士のふれあいと交流を生み出
し、地域コミュニティの醸成を図る。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 くらしと文化部 委託課名 コミュニティ・生活課

事業名 コミュニティセンター管理運営事業（指定管理者）

9-7

受託団体名 聖ヶ丘コミュニティセンター運営協議会 代表者名 青木　智子
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 　 レ

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 32 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

コミュニティ・生活課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

愛宕かえで館(愛宕コミュニティセンター)は、開設以来今年で１８年を迎えます。
開設以来、主に地域住民の交流事業を展開し、地域コミュニティの醸成に貢献しています。ご協力をいただいている団体
は、自治会・管理組合・あたご地区連絡協議会・各諸機関等で、主な行事は以下のとおりです。
●文化教養関連事業
・「くらしに役立つ〇〇〇」多摩市公民館(永山・関戸)との共催事業を年３回開催。
・「かえで寄席」「ジョイントコンサート」「ロビーコンサート」等々の開催。
・「パソコン教室」
・「かえで館まつり」主にかえで館を拠点とする各種サークル、多摩市社会福祉協議会、介護・医療機関等々。
●健康福祉関連事業
・「連続健康講座」あいクリニックと北部地域包括支援センターとの共催事業を年３回開催。
・「簡単ストレッチヨーガ教室」
●後援関連事業
・「東愛宕中学校吹奏楽部卒業記念コンサート」の後援。
・「カラオケ発表会」主にかえで館を拠点とするカラオケ団体の後援。
●その他の事業
・「利用者懇談会」施設利用者の要望・意見などを運営に反映するため年１回開催。
・「菜の里」有志が毎月8の日(月3回)を作業日とし、野菜を栽培・収穫し、行事ある時に提供。また、来館者に廉価で販売。
・広報紙「かえでニュース」を、毎月１回カラー刷りで発行。

4

＜所管課自由記入欄＞

地域に根ざした事業の企画・運営を行っていただき、地域コミュニティの醸成に積極的に取り組んでいただきました。愛宕
コミュニティセンターは様々な団体と連携し地域課題の解決に取り組んでいただきました。文化事業の精力的な活動に加
えて、館の広報誌である「かえでニュース」がとても分かりやすく、館の活動を広く周知していただいているおかげで地域の
コミュニティ活動が大いに盛り上がっています。今後もコミュニティセンターの管理運営に関わる課題解決に取り組みなが
ら、運営協議会と引き続き協働し、地域コミュニティの形成を図っていきます。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 16,174

事業概要
コミュニティセンターの管理運営を、地域住民による運営協議会に指定管理者として
業務委託し、市民による市民のための施設運営を行う。

事業の目的
市民に開かれた地域活動の拠点として、様々な市民同士のふれあいと交流を生み出
し、地域コミュニティの醸成を図る。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 くらしと文化部 委託課名 コミュニティ・生活課

事業名 コミュニティセンター管理運営事業（指定管理者）

9-8

受託団体名 愛宕コミュニティセンター運営協議会 代表者名 武田　昭
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 　 レ

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 32 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

コミュニティ・生活課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

１、平成23年4月1日、からきだ菖蒲館が開館し指定管理者として貸室業務を中心とする施設管理業務と地域コミュニティ
醸成に資するため事業活動を展開して参りました。運営委員・協力員をはじめ地域住民、関係者のご協力とご支援により
順調な発展を続けております。

２、29年度は、33事業、265回のイベントを開催し参加者は11,474名となり、イベントは年を追う毎に充実しています。なか
でも最大のイベントとして毎年開催しております運営協議会、図書館、児童館との共同開催の「からきだ菖蒲館まつり」は、
２日間で5,600名もの来館者で賑わいました。また、開館年度にスタートした地産地消の「日曜朝市」(毎月1回)は、新鮮な
地場野菜が人気を呼び、毎回100名前後の買物客があり名物イベントとして定着しております。その他にもコンサート、映
画会、落語会、ウオーキングなども好評を博し、また、利用者懇談会、地域連絡会、高齢者食事会、花いっぱい運動、広
報誌の発行など広範な活動を展開して参りました。

３,「からきだ菖蒲館」は、コミュニティセンターを中心に図書館、児童館との複合施設として各種の機能が調和し、いつでも
「話」がはずみ、人々の「輪」が広がることを願い、三つの“わ”「和・話・輪」を基本理念とし、引続き地域住民に愛され、親し
まれるコミュニティセンターを目指して努力して参ります。

4

＜所管課自由記入欄＞

地域に根ざした事業の企画・運営を行ない、地域コミュニティの醸成に積極的に取り組んでいただきました。唐木田コミュ
ニティセンターは開館から7年が経過する中、多くの活動を行っていただいています。活動回数も年を追う毎に増加してお
り、「からきだ菖蒲館まつり」は、年間を通して最も大きな事業であり、多摩ニュータウン環境組合、総合福祉センターと連
携し、地域一帯となったお祭りで大きな盛り上がりを見せています。また日曜朝市は、地場の新鮮な野菜を販売することで
人気があり、地域交流の場として唐木田コミュニティセンターの名物イベントとなっており、引き続き続けて頂きたいと思い
ます。今後もコミュニティセンターの管理運営の問題点や課題を共有し運営協議会と共に、地域コミュニティの形成を図っ
ていきます。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 16,307

事業概要
コミュニティセンターの管理運営を、地域住民による運営協議会に指定管理者として
業務委託し、市民による市民のための施設運営を行う。

事業の目的
市民に開かれた地域活動の拠点として、様々な市民同士のふれあいと交流を生み出
し、地域コミュニティの醸成を図る。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 くらしと文化部 委託課名 コミュニティ・生活課

事業名 コミュニティセンター管理運営事業（指定管理者）

9-9

受託団体名 唐木田コミュニティセンター運営協議会 代表者名 河本　博治
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 レ 　 　 　

7 　 レ 　 　

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

TAMA女性センター長

3

＜受託団体自由記入欄＞

保育時間中、子どもたちが安全に楽しく過ごせるよう、できるだけ環境整備に努め、保育を担っています。
保育を通して子育て期の母親の学習や社会参加を応援することは私たちの活動の目的でもあります。今後とも担当者と連
携してよりよい形で協働できるよう努めてまいります。
保育を利用する3歳未満児が遊べるおもちゃがもう少し充実するよう要望を続けてきましたが、新しいおもちゃを購入して
いただき、私たちの願いが届いたようでありがたかったです。ただ、購入の際、どのようなおもちゃがよいかご相談いただけ
なかったのはコミュニケーション不足が原因かもしれないので、今後とも担当者と協力して子どもたちが楽しく過ごせる保育
室になるよう努めていきたいと思います。

4

＜所管課自由記入欄＞

　本事業は、保育委託事業の仕様書にもとづき受託団体に見積りをとって実施団体を決定している。
　当該受託団体は、日頃から事業の目的を市と共有し、運営の工夫や安全面への配慮を通じて、子育て期の女性が講座
に参加しやすい環境を整備することに寄与している。今後も、子育て期の女性が子どもを安心して預けて講座等に参加で
きるよう、さらに連携を深め、効果的な協働を進めていくことでよりよい事業展開を図っていく。
　なお、保育室の玩具に関しては、受託団体及び関戸公民館と調整をしながら、引き続き適切な保育環境の維持に努め
る。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 239

事業概要 講座開催時における保育業務及び親子等参加事業における保育業務

事業の目的
講座開催時に保育を実施し、子育て期の女性が講座に参加しやすい環境を整備すると
ともに、親子参加事業等での保育を通じた子育て支援を目的とする。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 くらしと文化部 委託課名 ＴＡＭＡ女性センター

事業名 講座開催に伴う保育業務委託

10

受託団体名 特定非営利活動法人　子育て応援団そらいろのたね 代表者名 山口　圭子

38



【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

文化・市民協働課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

今年度も聖蹟桜ヶ丘、多摩センター、永山の3か所で、毎週5クラスの日本語教室を開講し、33回の授業を行ったが、雪の
ため月曜日の多摩センターと永山のクラスは1回の休みがあった。
学習者はやはり中国人の人数が最多であるが、最近の傾向としてベトナムやアフリカ、中東の受講者も何人かいる。　5ク
ラスの中では多摩センタークラスの人数が多く、日によっては30人を超えることもある。11月に「HAND IN HAND」が市内す
べての外国人に配布された後に受講者が多くなってきた。教室が駅から近いという便利性もある。
今年度は日本語の文集「さくら」17号を発行した。日本語学習を始めたばかりの外国人がひらがなだけで書いた文章か
ら、日本人顔負けの難しい漢字を使った文章まで、様々な出来事をテーマに43人の外国人が作品を書き上げた。　また
各クラス全員の学習者とボランティアが集まる「イヤーエンドパーティー」では中国の蹴鞠や笛の演奏も披露され、日本の
阿波踊りや盆踊りを外国人も一緒に踊り、歌い、家族連れで参加が多い外国人の方達ととても楽しい交流が出来た。その
他にも各クラスでは季節の行事(七夕やひな祭り等）を紹介したり、日本の昔から伝わる遊び（はないちもんめ）をしたりと日
本の文化の紹介も行っている。
日本語ボランティアはブラッシュアップの研修会を4回行い、またＴＩＣの「防災プロジェクト」と協力して、外国人への防災対
応に力を入れている。常時用意しておくべき、水や食料、近くの避難所、家の中の危険な場所、災害の初期対応等、地震
のない国から来た外国人にも分かりやすいよう、やさしい日本語を使い丁寧に説明している。

4

＜所管課自由記入欄＞

　多摩市国際交流センターは、市内在住・在学・在勤の外国人支援において、大きな役割を担っている。
　日本語教室は、市内３ヶ所で実施をしており、日本語指導のみならず、日本の伝統文化や行事等の紹介、体験をし、外
国人の日本への理解を深めている。また、生活相談や防災指導等も行っており、言語支援にとどまらず、幅広い支援を
行っている。さらに、外国人にとっての交流の場ともなっていることから、外国人にとって居場所のひとつとなっているといえ
る。
　月刊生活情報紙「ＨＡＮＤ in HAND in たま」は、外国人に知っていただきたい情報を４ヶ国語（日本語・英語・中国語・
ハングル）で発行しており、市内各施設に配架している。課題となっていた外国人への周知だが、多摩市公式ホームペー
ジの多言語化の通知及び多摩市国際交流センターのパンフレットともに、11月に市内在住外国人へ郵送を行った。平成
30年度も引き続き、市内在住外国人に対し、郵送を行う予定である。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 2,128

事業概要
外国人向け初級日本語教室の開催、外国人向け生活相談の開室及び外国語月刊生活情
報紙の発行業務を委託する。

事業の目的
多摩市在住、在勤、在学の外国人を対象に生活支援事業を行い、生活の利便を図り、
多文化共生社会を目指す。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 くらしと文化部 委託課名 文化・市民協働課

事業名 外国人支援業務委託

11

受託団体名 多摩市国際交流センター 代表者名 加藤　晃章
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 5 月 8 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

文化・市民協働課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

　　平成29年度の多摩市文化・市民協働課との東永山複合施設法面の管理保全業務委託を、計画通り実施しました。9日
間の作業を計画し、実施しました。とくに、昨年度は台風や雨天で予定日に、作業を中止した日が多く、その都度日程を
順延し、実施しました。作業量は計５８人日実施しました。
　下草刈りは春と秋の２回行い、また状況に応じ伸びた下草を刈払いしました。クズの繁茂が酷く、作業量が増大していま
す。
　一方、クロマツ66本のみどり摘みと剪定を行い、ウメの木9０本の剪定を実施しました。また、施肥を行っています。梅の木
は、よく育っていますが、２本ほど枯れたので、危険回避のため、伐採しました。その伐採木を利用して、作業の安全と効
率化のため、法面に階段を設置しました．
　永年の手入れの結果、ウメの木は花も結構咲き、結実も多かったようです。残念ながら、毎年のことですが、実はかなり収
穫されてしまったようで、６月後半の２回目の作業日にはほとんど摘果されたようでした。このため、平成30年度計画には、
5月下旬か、6月初旬に採果の計画を組む必要があると考えています。したがって、作業日を1日増やして、１０日間としま
す。
　最近急に増えてきた東永山複合施設利用の関連事業者や利用者との兼ね合いで、作業にあたり資材を置く場所の確
保、駐車場が困難となり、円滑な作業を進めることが難しい状況が生まれています。とくに、エンジン付き機材の調整のた
めのエリアの確保も困難で、安全管理上も課題が生まれてきています。
　ウメ，マツが、かなり老木状態となり、剪定作業時に、枝折れ等が発生し、危険度が毎年増加してきており、細心の注意を
払って、作業を進める必要が益々高まってきています。危機管理と、安全器具類の充実、救急薬品等の設備に注意すると
同時に、安全管理担当者を設定し、安全管理に努めています。
　平成３０年度も、今年度と同様の管理作業を行っていくつもりであり、予定です。

4

＜所管課自由記入欄＞

　東永山複合施設の東側法面及び梅林の保全管理を市民団体に委託し、学校跡地内の樹木管理等について自主的に
組織された市民団体が自ら維持管理することを通して、行政との協働の街づくりを進めてきました。
　本事業は、剪定という数年先を見越した長期的作業です。平成２９年度で２０年目を迎えましたが、長年にわたり、適正に
管理していただいています。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 140

事業概要
東永山複合施設の東側法面及び梅林の保全管理団体を平成１０年、１９年、２２年度
に広報等により公募し、審査会審査を経て決定した市民団体に委託。

事業の目的
学校跡地施設内の樹木管理等について、自主的に組織された市民団体が自ら維持管理
することを通して、行政と共同のまちづくりを進める。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 くらしと文化部 委託課名 文化・市民協働課

事業名 梅林等市民団体管理業務委託

12-1

受託団体名 フレンドツリーサポーターズ 代表者名 安永　尚志
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 5 月 8 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

文化・市民協働課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

　

　法面に植栽されている梅の木を管理している。剪定・雑草の刈り取り・整備等の作業を行いながら、会員相互の係りを深
め、地域の情報の交換及び発信を行なっている。又、剪定を行なった材は、正月に行う「どんど焼き」での餅焼きの串とし
て利用している。花の時期には小枝の配布を行ない、地域の方々と交流を行なっている。

4

＜所管課自由記入欄＞

　
　東永山複合施設の東側法面及び梅林の保全管理を市民団体に委託し、学校跡地内の樹木管理等について自主的に
組織された市民団体が自ら維持管理することを通して、行政との協働の街づくりを進めてきました。
　本事業は、剪定という数年先を見越した長期的作業です。平成２９年度で２０年目を迎えましたが、長年にわたり、適正に
管理していただいています。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 70

事業概要
東永山複合施設の東側法面及び梅林の保全管理団体を平成１０年、１９年、２２年度
に広報等により公募し、審査会審査を経て決定した市民団体に委託。

事業の目的
学校跡地施設内の樹木管理等について、自主的に組織された市民団体が自ら維持管理
することを通して、行政と協働のまちづくりを進める。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 くらしと文化部 委託課名 文化・市民協働課

事業名 梅林等市民団体管理業務委託

12-2

受託団体名 永山梅の木会 代表者名 井上　洋冶郎
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 5 月 1 日 30 年 1 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

文化・市民協働課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

文化祭第40回を記念して記念式典を開催した。
記念式典会場：パルテノン多摩
・小ホール…ピーターフランクル氏を招いてトークショー、第40回記念式典、特別記念公演「ふるさと多摩」上演
・市民ギャラリー…ワークショップ開催
・大ホールホワイエ…多摩ニュータウン40年の歴史写真の展示、着物・縄文衣装を着て写真撮影
・ロビー…呈茶サービス、お琴演奏
・大階段下ステージ…和太鼓、お神輿、吹奏楽、ダンス、ロックバンドなどの催し物
・大階段前…出店

その他の会場（関戸公民館、永山公民館、パルテノン多摩）でも28団体（1,672名）が参加し、観客動員数は10,918名と盛
大に開催した。

4

＜所管課自由記入欄＞

多摩市文化団体連合は、市民文化祭の開催を通して、多摩市内諸文化団体の発展向上と相互の交流親睦を図り、広く
市民文化に寄与している。
平成29年度は、市民文化祭が40回目を迎え、記念式典をはじめとする40回記念事業「40ｔｈ　Anniversary」を実施した。
様々な団体が連携・協力し、多摩の歴史や文化を知り、体験できるプログラムを組み、市民に多摩の歴史、文化を知って
いただく機会を提供した。また外国人おもてなし語学ボランティア育成講座修了者と連携し、外国人に対して、英語での
対応を行い、日本の文化、多摩の文化の発信を行った。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 2,400

事業概要 多摩市民文化祭の実施

事業の目的 市民の文化活動の発展向上を促進する

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 くらしと文化部 委託課名 文化・市民協働課

事業名 多摩市民文化祭業務委託

13

受託団体名 多摩市文化団体連合 代表者名 堀内　陽二
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 7 月 12 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

スポーツ振興課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

　市民を対象に各競技大会等のスポーツ振興事業を行い、スポーツの楽しさを体感してもらうことが出来た。又その事によ
り技術向上や健康維持管理等、広い年齢層の市民に貢献できた。
　スポーツ振興事業後は、体協加盟団体の傘下クラブでスポーツに親しんでいる人が多い。
　スポーツ振興課とは担当者と日々密接に連携を取り、業務を含め事業全体が目的達成できる内容で終了できた。

4

＜所管課自由記入欄＞

広く市民が参加できる市民体育大会やジュニアスポーツ推進事業を実施していただき、市民の健康増進とスポーツの技
術向上が図られた。今後も多摩市体育協会と情報共有をしっかり行い、より多くの市民がスポーツを通じて幸せを感じるこ
とができる健幸都市実現に向けて努めていきたい。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 6,436

事業概要
多摩市民やそれらで構成する団体を主たる対象に、広く市民が参加できる市民体育大
会等のスポーツ事業の実施に関する業務を委託する

事業の目的 市民体育大会等を実施することで、市民の健康増進とスポーツの技術向上を図る

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 くらしと文化部 委託課名 スポーツ振興課

事業名 市民体育大会等実施業務委託

14

受託団体名 一般財団法人多摩市体育協会 代表者名 木村　喬

43



【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 4 月 5 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

スポーツ振興課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

　例年、都民大会や市町村大会で必ず優勝及び３位までに入賞しており、それが当たり前になりつつある競技も出てき
た。市民のスポーツ技術が非常に向上してきた結果だと言える。
　この事は日々のスポーツ振興事業の成果に結びつく事であり、今後ますます発展させるべく活動して行きたい。
　スポーツ振興課担当者とも常に連絡を取りながら業務を行い、非常に充実した事業の目的を達成することが出来た。

4

＜所管課自由記入欄＞

都民体育大会などの上位大会への出場について、参加申込みをはじめとした連絡調整等に務めていただいた。上位入
賞を果たした競技も多数あり、選手の技術向上が見受けられる。今後も大会本部や各加盟団体との連絡調整に努めてい
ただくとともに、スポーツ振興課としても更なる協働事業の推進を図っていきたい。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 2,315

事業概要
都民体育大会などの上位大会へ多摩市民を代表する選手団を組織し派遣する業務を委
託する

事業の目的
都民体育大会などの上位大会へ参加することを目標に研鑽を積むことで、技術の向上
のみならず、健康の保持・増進、体力の向上もあわせて図る

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 くらしと文化部 委託課名 スポーツ振興課

事業名 都民体育大会等選手派遣業務委託

15

受託団体名 一般財団法人多摩市体育協会 代表者名 木村　喬
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 4 月 28 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

子育て・若者政策担当課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

保育を通して子育て期の母親の社会参加を応援することは私たちの活動の目的でもあります。保育があることで、子育て
世代の意見を政策に反映することに寄与できることは大変意義のあることと考えます。
保育の実施に際しては専用の保育室ではないため、担当者に保育環境の整備にご協力いただいており、利用者が安心
して保育を利用できるよう、できるだけ同じ保育者が担当するようにしています。

4

＜所管課自由記入欄＞

平成29年度には全４回会議を実施しましたが、４回とも本事業が活用されており、事業実施の意義を感じています。本事
業により、子育て中の方も安心して会議に参加していただける環境を整えることが出来ていることから、子育て世代の貴重
なご意見をいただくことができています。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 41

事業概要 多摩市子ども・子育て会議中の出席委員のお子さんの保育

事業の目的
会議中の保育実施により、子育て世代の積極的な会議への参加促進と、子育て世代の
立場からの意見を市の子育て支援施策へ反映させることを目的とする。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 子ども青少年部 委託課名 子育て支援課

事業名 多摩市子ども・子育て会議に伴う保育業務委託

16

受託団体名 NPO法人子育て応援団そらいろのたね 代表者名 山口　圭子
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 レ 　 　 　

7 　 　 　 レ

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

子育て総合センター長

3

＜受託団体自由記入欄＞

  個別のケースに関しても、事業全体に関しても、随時連絡を取り合い、相談しながら支援を行うことができた。定例の連絡
会や月例報告などの機会に支援内容や利用者の状況等報告、相談しながら、関係機関とも連携して支援を進めている。
これからも産前産後の家族のニーズに適切に対応できるよう務めていきたい。
  ここ数年、心身の不調などの困難を抱える母親が増えていること、発達に気がかりなところがあり対応に配慮が必要な子
どもが増えていることから、上の子の保育園や健康センター、子育て総合センターとの連携が必要なケースが多くなってい
る。
　こうしたケースを含め、家庭に入って支援を行うことはスタッフにとってやりがいもあるが、誰でもができることではなく、限
られた人数のスタッフが担うことになっている現実があるため、すべての依頼にこたえきれない状況がある。
　コーディネーターの人件費が出にくい委託費になっていること、スタッフの研修体制（利用者のニーズに適切に対応して
いくためのコミュニケーション技術の向上など）の充実など、検討していただけるとありがたいです。

4

＜所管課自由記入欄＞

　本事業は、家事支援や保育に携わった経験があり、専門の資格を保持する人材でないと従事することが難しい。また、
サービスの対象者は、出産直後で心身共に疲弊している母親と月齢が低い乳児が主であり、サポーターへの負担も大き
い。こうした大変な活動に、子育て応援団そらいろのたねには、１０年以上携わっていただいている。そらいろのたねは、産
後不安を感じている母の気持ちに寄り添い、親身に話を聞きながら、活動を実施している。乳児を連れた病院付き添いや
他の兄弟の見守り等、きめ細やかな支援にも協力していただいた。また、困難を抱える母子への支援に対しても、真摯に
向き合ってくれたため、虐待予防を兼ねた産前産後支援行政を担う市としては、そらいろのたねの存在が大変心強かっ
た。
　市の今後の課題としては、サポーターの担い手不足を解消する事である。そらいろのたねには負担を掛けているため、
担える人材を増やし、事業体制を整えていきたい。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 156

事業概要
子育てに関する支援を必要とする家庭に対しサポーターを派遣し、家事や育児等の支
援を行う。

事業の目的 子育て家庭の福祉向上を図る。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 子ども青少年部 委託課名 子育て支援課

事業名 子ども家庭サポーター派遣事業

17-1

受託団体名 NPO法人子育て応援団そらいろのたね 代表者名 理事長　山口圭子
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 レ 　 　 　

7 　 　 　 レ

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

　 レ レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

子育て総合センター長

3

＜受託団体自由記入欄＞

産前・産後の不安で登録され利用を待たれている方の不安を少しでも軽減できるよう手助けが出来ればと思っております
が、なかなか手配が難しくお断りする事もあり、申し訳無く思っております。これからも子育て支援の事業に関わって地域の
子育て中のお母様のお役に立てたらと思います。

4

＜所管課自由記入欄＞

　本事業は、家事支援や保育に携わった経験があり、専門の資格を保持する人材でないと従事することが難しい。また、
サービスの対象者は、出産直後で心身共に疲弊している母親と月齢が低い乳児が主であるため、きめ細やかな支援が必
要である。　こうした大変な活動に、たすけあいワーカーズつむぎには、１０年以上携わっていただいている。つむぎは、連
絡調整や初回のコーディネートの段階から利用者と丁寧に話をし、利用者の気持ちを第一に考えた支援を毎度提供して
いる。また、少人数体制のため、家庭的な温かい雰囲気があり、母子の産後の不安にも親身に相談に乗るなどしており、
利用者からの感謝の声も挙がっている。虐待予防を兼ねた産前産後支援行政を担う市としては、つむぎの存在が大変心
強かった。
　市の今後の課題としては、サポーターの担い手不足を解消する事である。つむぎには負担を掛けているため、担える人
材を増やし、事業体制を整えていきたい。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 210

事業概要
子育てに関する支援を必要とする家庭に対しサポーターを派遣し、家事や育児等の支
援を行う。

事業の目的 子育て家庭の福祉向上を図る。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 子ども青少年部 委託課名 子育て支援課

事業名 子ども家庭サポーター派遣事業

17-2

受託団体名 NPO法人ACT多摩たすけあいワーカーズつむぎ 代表者名 理事長　近藤　邦子
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 レ 　 　 　

7 　 　 　 レ

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

子育て総合センター長

3

＜受託団体自由記入欄＞

平成29年度の活動は、前年度から引き続きの方々も含めて105時間でした。市から紹介があった方のうち、コーディネート
に伺えていない方が1/4程、コーディネートのみの方が1/2でした。サポーターを利用しなくても何とかなったのだと解釈し
ていますが、事業者としては複雑なところです。ご利用いただいたお母さま方には、とても助かったという感想をいただいて
おります。

4

＜所管課自由記入欄＞

　本事業は、家事支援や保育に携わった経験があり、専門の資格を保持する人材でないと従事することが難しい。また、
サービスの対象者は、出産直後で心身共に疲弊している母親と月齢が低い乳児が主であるため、きめ細やかな支援が必
要である。こうした大変な活動に、たすけあいの会ぽれぽれには１０年以上携わっていただいている。ぽれぽれは、活動に
入る前から利用する母子の状況を積極的に把握し、万全な体制で家庭支援に入っている。さらに、産後不安な時期に、サ
ポーターの温かい言葉掛けに助けられた利用者もおり、市へ直接感謝の声も挙がっていた。
　虐待予防を兼ねた産前産後支援行政を担う市としては、ぽれぽれの存在が大変心強かった。また、連絡会等で両者で
連携し合い、子育て家庭にとって必要な支援の提供に努められた。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 181

事業概要
子育てに関する支援を必要とする家庭に対しサポーターを派遣し、家事や育児等の支
援を行う。

事業の目的 子育て家庭の福祉向上を図る。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 子ども青少年部 委託課名 子育て支援課

事業名 子ども家庭サポーター派遣事業

17-3

受託団体名 特定非営利活動法人たすけあいの会ぽれぽれ 代表者名 理事長　山田　緑
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 レ 　 　 　

7 レ 　 　 　

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

子育て総合センター長

3

＜受託団体自由記入欄＞

　平成２９年度の活動件数は、前年度に比べると１．３倍増加（件数にして１，０００件余件）しました。増加した活動内容は、
保育園等の迎えとその後の預かり、障がい児の送迎、保育園、幼稚園等の送迎の順でした。障がい等がある子どもの活動
は２０％を超えましたが、平成２４年度からアドバイザーが受けている島田療育センターの心理相談等の蓄積を応用するこ
とで、困難な事例にも何とか対応をしている状況です。提供会員の方々のご苦労は並々なるぬものだと感謝しています。
　子育て総合センター等の関係機関からの要請で、課題を抱える保護者の子どもの送迎等を頼まれることがありますが、
事前打ち合わせ等、通常なら利用会員が行う調整および行動をアドバイザーが代行し、時間と手間を掛けているにもかか
わらず、結局、実活動には結びつかない事例が気がかりです。謝礼金が要因になっているようですが、それだけではなく、
関係機関のフォローの必要性も感じます。

4

＜所管課自由記入欄＞

　利用会員、利用件数の増加に伴い、困難事例を含んだ対応が増加する傾向がある。
この状況において、困難事例についての技術や配慮など、アドバイザーによる提供会員への的確なアドバイスが求められ
る。
一人ひとりに応じた真摯な対処実績が、提供会員や利用市民から信頼されているところである。
　当該受託者は、提供会員の裾野の拡大や技術・活動意識の向上を事務局及びアドバイザーとして支え、ファミリー・サ
ポート・センターを市民相互の家庭支援活動として充実させてきたことが評価される。
　また、諸課題解決の方策として、子育て総合センターの相談機能、ひろば機能及びその他関係機関との連携により、積
極的に解決を図ってきていることが評価される。
　なお、以上の点を踏まえ、平成30年度も同事業者への委託を予定していたが、事業者が平成30年度１年間にわたる受
託を辞退した。そのため、協議の上、同事業者とは平成30年9月30日までの6ヶ月のみ事業を委託することとした。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 12,773

事業概要
子育ての援助をしてほしい人と援助をしたい人が会員になり、地域で支え合う子育て
支援組織を作り、相互援助活動を推進する。

事業の目的 子育て家庭の福祉の向上を図る。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 子ども青少年部 委託課名 子育て総合センター

事業名 多摩市ファミリー・サポート・センター事業

18

受託団体名 ＮＰＯ法人たすけあいの会ぽれぽれ 代表者名 山田　緑
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 32 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

子育て総合センター長

3

＜受託団体自由記入欄＞

特命随契での3年間の受託の初年度となった平成29年度は、事業全般について、基本的に過去3年間（平成26～28年
度）の協働委託事業を踏襲して実施しました。

市内7ヶ所で実施される地域子育て支援拠点事業を他の市直営施設（児童館や保育園）と足並みを揃えて実施すること
で、子育て総合センターであること、また協働指定委託事業として実施されていることの特色を出しにくくなっていると感じ
ることも多い中、初めての取組みである「市内幼稚園合同説明会」を実施できたことは自信につながりました。開催にあ
たって幼稚園園長会や関係課の皆様に多大なご協力をいただいたことに感謝いたします。

なお、リフレッシュ一時保育については、受託4年目でもなお、利用登録数・利用件数ともに右肩上がりを続けています。
保護者のリフレッシュから仕事まで、また生後3カ月から就園児まで、さまざまな市民のニーズに応えられました。

人材育成研修の受講者が様々な機関へ支援者として就労等でつながっていく状況にも手ごたえを感じています。

4

＜所管課自由記入欄＞

平成26年度から平成28年度までの3年間、現行事業者に委託した結果、所期の目的であった地域のネットワークを生かし
た事業展開が行われたほか、各事業の利用者数を増加させるなどの成果を上げたため、平成29年度からも、特命により平
成31年度までの3年の期間で契約し、委託している。
平成29年度も引き続き、子育て総合センター内の他事業や地域の関係機関と連携しながら事業を実施したほか、「多摩
市幼稚園合同説明会」を新たに実施するなど、子育て親子のニーズを捉えた創意工夫により事業を展開した。
今後も、市民協働の特長を生かせる子育て総合センターの事業運営を推進していきたい。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 32,884

事業概要
子育て総合センターにて実施する「子育てひろば事業」「リフレッシュ一時保育事
業」「人材育成・研修・ネットワーク事業」「利用者支援事業」の委託

事業の目的 市民の子育て・子育ちを総合的に支援し、子どもを介した学びと交流を促進する。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 子ども青少年部 委託課名 子育て総合センター

事業名 子育てひろば事業等業務委託

19

受託団体名 特定非営利活動法人　多摩子ども劇場 代表者名 理事長　市川　ひとみ
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 レ 　 　

7 レ 　 　 　

8 千円

9 29 年 5 月 31 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

高齢支援課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

29年度は小学生の吹奏楽やプロの歌手をおよびして好評でした。次年度の企画立案の参考にしたいと思います。

4

＜所管課自由記入欄＞

　平成29年度も仕様書に基づいた適切な事業が実施されました。
　本事業は高齢者を対象とした催しであることから、安全面への配慮や、高齢者の趣向に合わせた演出がされており、参
加者からも、概ね好評でした。
　今後も引き続き市民団体との協働を通じて、より充実した「長寿を共に祝う会」となるよう取り組んでいきます。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 2,220

事業概要
高齢者を含む市民団内等が日頃の活動を披露し、共に長寿を祝い合う事業を実施す
る。

事業の目的 高齢者の社会参加促進と地域の高齢者の支え合いを推進する。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 健康福祉部 委託課名 高齢支援課

事業名 長寿を共に祝う会市民企画運営業務委託（イベント型Ａ）

22-1

受託団体名 多摩市文化団体連合 代表者名 堀内陽二
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 レ 　 　

7 レ 　 　 　

8 千円

9 29 年 5 月 31 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

　 レ レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

高齢支援課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

高齢化が進む多摩市では、これらの事業を実施していく中で高齢者のいきいきとした活動や生活が健康づくりや介護予
防に役立っていると実感できました。
　また、いろいろな団体が共に催事を作る中では、高齢者が企画や運営に関わりながら様々な事柄に携わっており、高齢
になってもできることの可能性を広げています。
　今後もこれらの事業を通して、高齢者の社会参加と地域での高齢者の支え合いをさらにすすめていきたいものです。

4

＜所管課自由記入欄＞

　平成29年度も仕様書に基づいた適切な事業が実施されました。
　本事業は高齢者を対象とした事業であることから、安全面への配慮や、高齢者の趣向に合わせた演出がされていまし
た。
　イベント型Ｂ（公民館）については、台風の影響で、2回開催のうち１回は中止となりましたが、中止に向けた関係機関との
連絡調整も速やかに対応いただきました。
　今後も引き続き市民団体との協働を通じて、より充実した「長寿を共に祝う会」となるよう取り組んでいきます。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 1,651

事業概要 高齢者を含む市民団体等が日頃の活動を披露し、共に長寿を祝う事業を実施する。

事業の目的 高齢者の社会参加促進と地域の高齢者の支え合いを推進する。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 健康福祉部 委託課名 高齢支援課

事業名 長寿を共に祝う会市民企画運営業務委託（イベント型Ｂ・出張型）

22-2

受託団体名 多摩市高齢者社会参加拡大事業運営協議会 代表者名 安孫子　雅行
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

障害福祉課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

行政との協働により着実に多摩市の福祉交通の一翼を担うことができました。車いす利用の市民の社会生活の利便性と
生活圏の拡大に努めました。本来の制度目的の社会活動や運動に利用促進されるよう、市民ニーズの把握や制度運用
の検討が必要な時期に来ていると思います。

4

＜所管課自由記入欄＞

障害者総合支援法の障害福祉サービス、地域生活支援事業、介護保険法のサービスを視野に入れた上で、社会参加の
観点から、さらに利用者ニーズに則ったハンディキャブ運行事業の展開を図っていく必要があると考えられる。今後の実施
にあたって、市内の車いす利用者の実態を本事業により把握されている本法人と意見交換しながら、より良い事業実施を
進めていきたい。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅳ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 12,144

事業概要 ハンディキャブの運行事業

事業の目的
日常生活において車いすを使用する重度の身体障がい者に対して、ハンディキャブに
よる移送サービスを提供することによる在宅障がい者の生活圏の拡大を図り、社会参
加の促進を図る。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 健康福祉部 委託課名 障害福祉課

事業名 ハンディキャブ運行事業業務委託

23

受託団体名 NPO法人ハンディキャブゆづり葉 代表者名 理事長　杉本　依子
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

障害福祉課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

　市との協働事業としての歴史が長いので、お互いの役割分担が明確になっており、また、担当者とのコミュニケーションも
スムーズにいっていると思う。
登録手話通訳者のレベルを上げることを目指して、平成２１年度から「手話通訳者全国統一試験」に参加し９年目になる。
今後も、手話学習者数の拡大、手話通訳者の養成、統一試験の合格を目指し、聴覚障がい者に対する理解の促進を進
めていきたい。

4

＜所管課自由記入欄＞

　受託団体が、聴覚障がい者と手話通訳者で構成されたＮＰＯ団体である為、地域で活躍する手話通訳者の育成・手話
の普及及び啓発のために熱心に活動している。本事業は「手話」という特殊技能の講習であるだけでなく、市内の聴覚障
がい者の暮らしやすいまちづくりを進めるために、地域の実情にあった事業を進める必要がある。今後も当ＮＰＯ法人の協
力が不可欠である。また、多摩市登録手話通訳者となる条件として「手話通訳者全国統一試験」に合格していることが必
要であるため、講習会の内容も法人の工夫により充実したものとなっている。
今後も、登録手話通訳者の拡充の観点から、受託法人の協力を得ながら講習会受講のＰＲや聴覚障害全般について理
解促進にも力を入れていく。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 5,542

事業概要 手話講習会（初級・中級・上級及び手話通訳者養成講座　応用・実践）の実施。

事業の目的 多摩市で活動する手話通訳者の人材育成及び障害への理解の促進を図る。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 健康福祉部 委託課名 障害福祉課

事業名 手話講習会事業業務委託

24

受託団体名 NPO法人　多摩市聴覚障がい者情報活動センター 代表者名 理事長　安部　敏紀
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 10 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

　 レ 　 レ

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

障害福祉課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

　事前の計画、準備から市と連携をとってできたと思う。外部講師に依頼する目的など、講座の充実に関しては、市と目的
を共有できた。

4

＜所管課自由記入欄＞

　受託者は、多摩市の中で、中途失聴者及び難聴者等への要約筆記支援を続けているサークルである。。本事業は「要
約筆記」という特殊技能の講習であるだけでなく、市内の聴覚障がい者の実態を理解していることが重要なことから、今後
も当団体の協力が不可欠である。レベルの高い講習を実施すべく、27年度より前期・後期と分け、講習回数を増やした。
要約筆記については、手話と比べ認知度が上がっていないため、今後も広く周知していくことが課題であり、当団体の協
力を得ながら普及啓発を行う必要がある。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 558

事業概要 要約筆記講習会（手書きコース・パソコンコース）

事業の目的
要約筆記の技術を広く市民に普及し、聴覚障がい者や難聴者への理解を深めることを
目的とする。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 健康福祉部 委託課名 障害福祉課

事業名 要約筆記講習会事業業務委託

25

受託団体名 多摩市要約筆記サークル 代表者名 後藤　進
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 9 月 29 日 29 年 11 月 24 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

交通対策担当課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

シルバー人材センターでは、地域ごとに活動する市民が会員であり、それぞれが協力して調査を行うことで同時間帯に調
査先すべてを迅速に対応が可能です。
日々調査施設の形態変化などにも一早く確認を行い、会員同士で情報共有を行い業務完遂を目指しています。
次年度以降についても、漏れの無い調査を適切に行います。

4

＜所管課自由記入欄＞

本調査のように短時間に広範囲なデータを収集する必要がある業務に対応可能な契約先であり、丁寧な資料作成にも信
頼を寄せている。
データ作成の連続性・継続性を担保することからも、相互理解を深めながら業務遂行していただきたいと考えている。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 794

事業概要 市内４駅周辺の自転車等の乗り入れ状況を調査し、駐車台数・放置台数を把握する。

事業の目的
指定箇所・時間等での放置台数、乗り入れ台数を漏れなく調査し、調査データとして
まとめたものを紙と電子データで仕上げる。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 都市整備部 委託課名 道路交通課 交通対策担当

事業名 放置自転車等台数調査委託

26

受託団体名 公益社団法人 多摩市シルバー人材センター 代表者名 理事長　熊谷 義一
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 レ 　 　

7 　 レ 　 　

8 千円

9 29 年 10 月 2 日 30 年 2 月 28 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

環境政策課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

①第２１回多摩市身のまわりの環境地図作品展での作品展示・会場設営・当日の運営等業務について
　１１月２９日（水曜）から作品等の搬入を始め展示準備を行い、開催期間中は、作品展の運営業務を受託しました。１２月
３日（日曜）の表彰式は、例年と同様、展示会場と同じ市民ギャラリーで行ったため、実際の作品の前で表彰でき、出展者
をはじめ保護者、児童生徒、先生方の喜びも一層であったのではないでしょうか。
　 また、平成２９年度は昨年度に引き続き作品数が増えたことに伴い、ローリングタワーを用いた高所作業が必要となりま
したが、設計図に基づいた作品配置の糸引き等の作業手順・要領は熟知していたため、スムーズに作業をすすめることが
できました。
　 作品数が増える事は児童・生徒達が様々な事や物に興味を持って、又、時間をかけて制作をして頂き、私達、作品を掲
示する側にとってもとても嬉しい作業でした。

②多摩エコ・フェスタ２０１８のチラシのデザイン・印刷業務について
　平成２７年度から「多摩エコ・フェスタ」の企画・運営を実行委員会形式で実施し、イベント告知用のチラシも昨年度に引
き続き、Ａ３サイズでフルカラー両面印刷二つ折り加工のものを作成しました。チラシのデザインや内容に関しては、実行
委員会のコンセンサスをとるのに一部難航し、時間がかかったものの、最終的には老若男女を問わず親しみやすい印象を
抱くようなチラシに仕上げることができ、２日間の来場者も１，３００人を越える結果となりました。

4

＜所管課自由記入欄＞
①第２１回多摩市身のまわりの環境地図作品展での作品展示・会場設営・当日の運営等業務について
　本事業に対する相互理解を深めるとともに、児童生徒の作品を通じ環境に対する会員の方々の関心を深める事が出来
たのではないかと考える。　また、平成２９年度も作業期間を十分確保することができたため、市民団体もスムーズに作業を
行うことができた。今後も本事業がスムーズに実施できるように、受託団体の十分な作業期間を確保した事業計画とした
い。
②多摩エコ・フェスタ２０１８のチラシのデザイン・印刷業務について
　平成２８年度から従来の多摩市身のまわりの環境地図作品展の展示・運営業務に加え、別事業である「多摩エコ・フェス
タ」のチラシの作成も含むこととなった。当初はデザインの決定までに調整等で時間を要したものの、最終的には親しみを
持てるチラシを完成して頂いた。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 515

事業概要
①第21回多摩市身のまわりの環境地図作品展での作品展示・会場設営・当日の運営等業務
②多摩エコ・フェスタ2018のチラシのデザイン・印刷業務

事業の目的

①日常触れたり、感じたりしている身のまわりの生活環境を題材に取り上げ、自ら調査・研究
し、地図として表現することにより、環境の捉え方を身を持って学び、環境に対する理解と認
識を深めることを目的とする。
②環境問題に少しでも関心のある方には新たに興味や関心を持ってもらい、他方で興味や関心
がすでにある方には、環境問題を自身の問題として捉え、対策として何ができるかを考え行動
し、更には環境保全活動に参加していただくことを目的とする。また、すでに環境保全活動に
すでに参加している方々には、相互に交流を持ってもらうことで、人脈を広げてもらい、活動
を通じて培われた「知縁の輪」を次世代へつなげてもらうことも目的とする。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 環境部 委託課名 環境政策課

事業名 環境イベント等運営業務委託

27

受託団体名 多摩市民環境会議 代表者名 清水　武志朗
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 レ 　 　 　

7 レ 　 　 　

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 30 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

資源循環推進担当課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

 市民協働というスタイルで始まった「多摩市集合住宅環境配慮型リノベーションモデル事業」ですが、2016年度2017年度
を通して幾つかの到達点が見えたことに言及したい。一つには本事業の《①受益側の理解と行動限界》です。そして今一
つは《②支援する側の範囲限界》です。
　①の理由としてはモデル管理組合の募集に対する応募件数が少ないことです。そして「理解はしているが理事会として
面倒な仕事はしたくない」という意向です。管理組合という性質上、新しいことに対するチャレンジについて合意形成が困
難という背景があると思われ、各所で紹介をしても反応が鈍いのです。そして②については管理組合の幅広い課題に対
するサポートの限界です。現在は環境という切り口でのサポートですが、管理組合はより幅の広いサポートを望んでいま
す。
　例えば「高齢化に対するサポート」「子育て支援について」「建物の設備改善や維持管理について」「不動産価値や建物
のブランディング」「管理組合の運営方法や改善について」「増築や建て替えなどの法律相談や事業化サポート」「建物の
長命化や長期活用のための補助事業の紹介」など多様です。
　こうしたことを総合的に対応しようとすると現在の委託事業予算では困難です。いくら市民団体と言えども資金的にも限界
です。ただ、確実に高みを求めて管理組合が動き出していることは確かで、向上心の高い管理組合が現れ始めています。
特に30年以上を経過した管理組合の取り組みは、定年後の余裕の時間を活用できる人が増えたこともあり、熱心に管理
組合の未来を模索しています。昨年度のワークショップでも参加者の意識は高く、多様な意見を出し、吸収しておられまし
た。今後はこうした管理組合に焦点を絞って高度なサポートを進めることが、高効率の支援ビジネスを成功裏に進めること
が出来るのではないかと考えています。
　本年度の挑戦はある程度、管理組合の要望に併せて柔軟に対応しようというものです。当然スタッフにも限界があります
ので、適材適所の人材配置と共に成果物のある程度の目標を定め、期待を裏切らない支援の仕方を模索していきたいと
考えています。実際、我々の内部問題かもしれませんが、個々の業務内容を見ますと、人により時間をかけすぎてしまうと
か、アイディアが独り歩きしているとか、業務の選択と集中のバランスがとれていないのです。そんなことも反省点として本
年度の業務に臨みたいと考えています。

4

＜所管課自由記入欄＞

　本事業２年目にあたる本年度については、モデル集合住宅となっていただいた集合住宅管理組合の皆さんとの足並み
を揃えた作業の進め方等の難しさを感じる一方で、管理組合という組織としての合意形成には至らないものの、普及啓発
イベントの実施等を通して、集合住宅の創エネルギー・省エネルギー化等に対する関心をお持ちの方も少なくないというこ
とが分かったことは委託団体の意見と同様です。
　平成３０年度についても、集合住宅環境配慮型リノベーション検討協議会が本事業の受託団体となったので、これまでの
２年間で得た知見や経験を生かしながら、事業に取組んでいただきたい。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 2,188

事業概要
　モデル集合住宅に対する「環境配慮型リノベーションメニュー」の作成から提案・
説明並びに事業の普及啓発イベントの実施

事業の目的

　市内住宅のうち７割強を共同住宅が占めるという本市の特性を踏まえ、集合住宅管理組合
（モデル集合住宅）に対して、個々の住居の特性にあった、創エネルギー・省エネルギー化等
の環境対策面等の向上に利する提案を行い、集合住宅の環境対策の推進に必要な区分所有者間
の合意形成をより促進するための意識の醸成を支援することを目的に実施する。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 環境部 委託課名 環境政策課

事業名 集合住宅環境配慮型リノベーションモデル事業

28

受託団体名 集合住宅環境配慮型リノベーション検討協議会 代表者名 加藤　輝雄
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 レ 　 　

7 　 レ 　 　

8 千円

9 29 年 4 月 3 日 30 年 3 月 30 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

環境政策課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

　２０１１年３月の福島第一原子力発電所の事故から７年が過ぎました。
　エコ・フレンドリーが、市民からの依頼による食品の放射性物質検査を始めて、国の基準値を上回る結果が出たことはあ
りませんが、玄米やタケノコ、キノコ類、レンコンなどからはセシウム１３７が検出されています。
　私たちの身近な食品の検査をすることは、情報の確保と安心への判断材料のきっかけとして、大変意義のあることだと考
えています。
　チェルノブイリで子供の甲状腺がんが急増し始めたのは原発事故の５年後、慢性的に病気の子供の数が増えたのは事
故の７年後のことです。
　これからも、行政と協力しながら継続した活動ができるように努力したいと思っています。

4

＜所管課自由記入欄＞

　環境問題の中でも身近な生活に深く関わる放射性物質の問題について、市と市民が直接向き合う機会を設けることがで
きた。
　市民の不安に感じていることや放射線対策に関して、これからの行政に期待することを実際の声として聞くことができた。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 200

事業概要 市民からの依頼による食品の放射性物質検査

事業の目的

福島第一原子力発電所の事故による放射性物質の影響について、特に生活に密接な食品を検査
し、市民へ安心・安全を提供する。また、市民団体への委託は、市民団体個々の専門性、柔軟
性、機敏性などの特性が発揮されることで、より利用者のニーズに沿ったきめの細かいサービ
スを可能とする。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 環境部 委託課名 環境政策課

事業名 食品スクリーニング検査業務委託

29

受託団体名 エコ・フレンドリー 代表者名 平野紀美子

59



【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 レ 　

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

公園緑地課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

　現在、多摩市からライトグリーン、ヤングリーブス、緑地管理研究会、鶴牧西公園を育てる会の４団体が鶴牧西公園果樹
の谷の維持管理を委託されている。各団体は個別に活動しているが、その業務を共有化し、円滑に進めるため各団体の
代表者による運営協議会を定期的に開催している。（平成２９年度は１０回）
　また、共同活動の一環として１１月の収穫祭における果樹の谷収穫物の販売及び恵泉女学園大学の小林教授指導のも
と年５回の剪定講習会を実施した。更に今年度は２団体（ヤングリーブス、鶴牧西公園を育てる会）が個別に収穫時の果
実販売を試みた。（ブルーベリー、ブドウ、パッションフルーツなど）
　今後、共同で技術更新を進めると同時に団体間でのコミュニケーションをより深めたい。

4

＜所管課自由記入欄＞

鶴牧西公園果樹の谷運営協議会は、鶴牧西公園内の果樹の谷にて栽培している果樹を維持管理し、収穫物を用いて開
催する収穫祭や、収穫直後に果実を売る即売会を実施し、地域の活性化に貢献した。今後もこの特色ある公園の適正な
維持管理に寄与していただきたい。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 500

事業概要 鶴牧西公園北側斜面地にある果樹の谷の維持管理業務の委託

事業の目的 市民の手による果樹園の維持管理と自然を理解し親しむための活動。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 環境部 委託課名 公園緑地課

事業名 鶴牧西公園果樹の谷管理業務委託

30

受託団体名 鶴牧西公園果樹の谷運営協議会 代表者名 武田　礼子

60



【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 　 レ

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

公園緑地課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

　多摩市、多摩市グリーンボランティア連絡会と当大学の三者で協働事業をおこなう中で当大学は、植物に関する講座の
実施や各種イベント、さらにはライブガーデン等の外構の中心部の管理運営を受け持っている。
　その中で、平成２９年度は、近々に多摩市が予定しているグリーンライブセンターの大規模改修にむけて、当大学が受け
持つエリアを中心に将来の活動を想定しながら、大勢の市民ボランティアが活動しやすい環境作りを提案しました。またラ
イブガーデンでは、バラの栽培と演出に力を入れ、開花とともに「ローズウィーク」を設定しピークの時期には満開のバラの
中で「ガーデンウェデング」をおこない、既存の草花と合わせてガーデンに華やかさと品格をもたせた。さらに、園芸の日常
的な課題の解決を図るだけでなく専門的な分野にも触れる公開講座では、バラ界で著名な野村和子講師による「バラの
観賞と実技」や「ハーブの楽しみ基礎コース」などの実施と、地域の自治会や花壇づくりグループへのサポートとして、グ
ループ間の「種苗交換会」をおこない植物の多様な楽しみ方を提供した。
　本件の協働事業の中で当大学ならではの活動として、多摩センター駅周辺で行われる地域イベント（こどもまつり、ハロ
ウィン、スプリングフェスタ）に積極的に参画し、多数の学生や市民ボランティアとともに植物に興味がもてる催事を展開し
た。また１２月のクリスマスには、恒例のハンドベルコンサートのほか、当館で大学の授業をうけた学生等による親しみやす
い歌などの演奏会をおこない、みどりに関心の薄い若年層の方でも当館を訪れる「きっかけ」づくりをおこなった。
　今後とも、グリーンライブセンターが多摩市のみどりの拠点として発展できるよう、他の協働事業者ともに努力してまいりた
いと考えている。

4

＜所管課自由記入欄＞

恵泉女学園大学は、平成２９年度もライブガーデンの管理をはじめ、各種講座イベントさらにはバックヤードの整備などに
積極的に取り組み、グリーンライブセンターのイメージの向上と来館者の一層の増加に貢献した。今後においても、多摩市
グリーンボランティア連絡会、当市との連携を深め、グリーンライブセンターの持続的発展と園芸を通じた社会貢献に寄与
していただきたい。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 9,545

事業概要 グリーンライブセンターの管理及び運営

事業の目的 みどりのパートナーシップの更なる推進

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 環境部 委託課名 公園緑地課

事業名 グリーンライブセンター運営業務委託（恵泉女学園大学）

31

受託団体名 恵泉女学園大学 代表者名 理事長　宗雪　雅幸

61



【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 　 レ

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

公園緑地課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

　平成２３年の協働事業開始から７年目となった平成２９年度は例年通り第１６期と第１７期のグリーンボランティア講座初級
と第１３期の中級を多摩市との協働事業として実施し、グリーンボランティア活動を行う多摩市のみどりの仲間づくりを継続
して行った。
　市民企画の連絡会主催の講座イベントも恒例となった「親子でタケノコと遊ぼう」「竹細工」「クリスマスリース作り」「緑の探
検隊」「ドングリ工作」「多摩のめかい作り」「街の大きな樹を巡る」「野鳥絵教室」「朴葉寿司作り」「ロケットストーブ講座」を
継続して行った。また、一本杉公園みどりの会、多摩大学、恵泉女学園大学の学生の協力も得て、「こどもまつり」をグリー
ンライブセンターのイベントとして実施した。秋のハロウィンイベントも多摩市・恵泉女学園大学といっしょにグリーンボラン
ティアの活動メンバーの協力も得て実施した。　豊ヶ丘小学校での学校林の活動、南鶴牧小学校での活動を継続するとと
もに、大松台小学校のカブトムシのサポートも加わり、多摩市のＥＳＤでの活動も定着している。
　さらに、グリーンボランティア活動を安全に行うため、森木会の安全管理担当者会議や安全講習会を開催するとともに、
ヒヤリハット情報の共有を図り、安全に対する意識を高めている。
　平成２８年で創設１５周年を向かえたグリーンボランティア森木会では記念冊子の発行を企画し、森木会の会員から編集
委員を募集し、グリーンボランティア連絡会が事務局となり、公園緑地課の協力、多摩まちづくりファンドの助成金をいただ
き、記念冊子「多摩の雑木林を歩く」を発行できた。
　平成２６年から開始した林野庁の森林・山村多面的機能発揮対策交付金事業も４年目となり、多摩市グリーンボランティ
ア雑木林保全の会を中心に多摩市の協力を得て、グリーンボランティア森木会を活動主体に、グリーンボランティア連絡
会が事務局を担当して、里山林保全活動と教育・研修タイプの講座を行った。講座としては「竹カップ作り」「夜の雑木林
観察」「里山勉強会 秋の植物・みどりを探す」「お正月飾りづくり」「冬芽の観察会」を行った。
　グリーンライブセンターという場でグリーンボランティア活動を行っている人々だけでなく、いろいろな団体や人との繋がり
が広がるように、今後より一層、市および恵泉女学園大学と連携しながら、グリーンライブセンターでの活動が持続的・発
展的なものとなるように事業を進めていきたい。

4

＜所管課自由記入欄＞

多摩市グリーンボランティア連絡会は、平成２９年もグリーンボランティア講座（初級・中級）をはじめ、連絡会主催の各種講
座を積極的におこなった。また、林野庁の交付金事業の対応など、グリーンライブセンターの来館者の一層の増加と人と
人の繋がりを促進した。今後においても、恵泉女学園大学、当市との連携を深め市民ニーズに即した事業の展開おこな
い、グリーンライブセンターの持続的発展と活動を通じて地域環境の保全に寄与していただきたい。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 4,119

事業概要 グリーンボランティア講座企画運営、市民活動普及・啓発並びに活動支援

事業の目的 みどりのパートナーシップの更なる推進

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 環境部 委託課名 公園緑地課

事業名 グリーンライブセンター運営業務委託（多摩市グリーンボランティア連絡会）

32

受託団体名 多摩市グリーンボランティア連絡会 代表者名 川添　修

62



【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 レ 　 　 　

7 レ 　 　 　

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

資源循環推進担当課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

エコ・フレンドリーが、多摩市のリユース食器貸出事業を受託して9年が過ぎました。
イベントでのごみ減量を目的に市の行事などで積極的にリユース食器を利用するようになりました。
エコ・フレンドリーとしては、永山フェスティバルに参加し、祭りごみの減量と多摩市のリユース食器のＰＲをしています。
貸出に関しては、利用団体の希望に合わせて柔軟に対応し、利用しやすいように工夫してきました。
今後も、利用団体の新規拡大など、さらなる利用拡大に向けてＰＲ活動の充実を図りたいと考えます。

4

＜所管課自由記入欄＞

当該事業を継続的に実施して行くことで市民のごみ減量意識の向上にもつながる。また、21年度以降、利用数が横ばい
か落ち込んでいるため、団体と情報交換を図りながら、PRを強化し、新規利用者とリピーターの確保、拡大につなげたい

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 537

事業概要
イベント等で繰り返し使用できるリユース食器無料貸出制度における、洗浄・殺菌・
貸出準備業務、また、食器の在庫管理を行う。

事業の目的
貸出準備、洗浄・殺菌、在庫管理業務委託にとどまらず、リユース食器の普及啓発
等、市と協働し進めていく。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 環境部 委託課名 ごみ対策課

事業名 リユース食器貸出管理業務委託

34

受託団体名 エコ・フレンドリー 代表者名 平野紀美子

63



【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

資源循環推進担当課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

市役所ロビーでの転入者ごみ分別説明窓口も、転入者の方はもちろんのこと市民の方もごみの分別の仕方や資源の出し
方など様々な相談に立ち寄られるようになり、すっかり定着してきました。
最近は、市役所に来られた方が展示をご覧になり、ご自分の分別の間違いに気づかれたり、確認されていかれる方も多く
なり、相談窓口が情報の発信の場として活用されていることを実感しているところです。
これからも、転入者はもちろんのことエコプラザ多摩にはなかなか足を運べない市民の皆様が気軽に立ち寄っていただけ
るように笑顔で親切をモットーにわかりやすく丁寧な説明を心掛けたいと思います。さらに、展示の工夫やスキルのアップ、
市との情報の共有化などを深めながら、市民のごみ減量等に対する意識の向上に貢献したいと考えています。

4

＜所管課自由記入欄＞

平成２０年度の家庭系ごみ収集有料化の開始時から、ごみ・資源の排出や分別方法、ごみ減量の必要性等を転入者（市
民等）に説明し、その他ごみ行政に係る質問等も答えるなど、ごみ対策課と連携し、長い間、市民とエコプラザ多摩とのパ
イプ役となっていただいています。その他、ごみ清掃のボランティアやごみの新規収集依頼の登録の窓口にもなっていま
す。これまでに積み重ねた実績や経験と研修会等で得た情報をこれからの説明業務に活かして、引き続き協働して多摩
市のごみ減量を図っていきたい。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 2,571

事業概要
多摩市に転入された方や市役所へ来庁された方に、ごみや資源の分別・排出方法など
の説明を行うための窓口を市役所１階ロビーに設置する。

事業の目的
多摩市のごみ・資源の分別や排出方法等とごみ減量とリサイクル等の必要性を分りや
すく説明して、ごみの少ないまちとなるように、市民のごみ減量等に対する意識が高
まるように啓発を行う。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 環境部 委託課名 ごみ対策課

事業名 転入者分別説明業務委託

35

受託団体名 エコ・フレンドリー 代表者名 平野　紀美子
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 30 年 2 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

資源循環推進担当課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

多摩市内の障害者福祉施設(たまげんき)が連携したネットワーク組織の強みを活かし、効率的に配布業務を行いました。
各事業所（多摩市内の障害者福祉施設）からは進捗状況を密に行い、委託課からは適宜情報提供をいただきながら、市
内全世帯に配布しました。
今年度はごみ資源収集カレンダーに加え、分別ガイドも配布しました。配布方法や資材管理を委託課と調整しながら、配
布することができています。

4

＜所管課自由記入欄＞

受託団体からは細かな進捗状況報告をいただいています。市内全世帯に確実に効率よく配布できるよう更なる連携強化
を図りたい。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 2,273

事業概要
平成30年度版ごみ・資源収集カレンダー及びごみ・資源の分別ガイドを市内全世帯及
び市指定事業所に配布する。

事業の目的
市内全世帯に配布し、ごみ・資源の排出方法や、収集業者による回収方法等を周知
し、円滑な清掃行政を図る。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 環境部 委託課名 ごみ対策課

事業名 ごみ・資源収集カレンダー等戸別配布業務委託

36

受託団体名 多摩市障害福祉ネットワークたまげんき 代表者名 平松　光次
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 30 年 2 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

資源循環推進担当課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

「ごみ・資源収集カレンダー」は、私たちの日常生活に必要な情報です。視覚障がい者の方たちにとっても大事な情報な
ので1年間便利に使っていただけるように、これからもわかりやすい録音図書作製を心がけていきたいと思います。一方「ご
み資源の分別ガイド」は毎日見る必要がある情報ではありませんが、必要なときに必要な項目がすぐ探し出せるよう、検索
性の高い編集を心がけています。

4

＜所管課自由記入欄＞

「平成30年度版ごみ資源の収集カレンダー」及び「ゴミ・資源の分別ガイド」の音訳作成を依頼した。
短期間の作成、また、今年度はカレンダーに加えガイドの作成にも関わらず、年度当初に市民の方の手元にあるように作
成協力をしていただいた。
今後も事前に十分な情報の提供、共有を図りながら、視覚障がい者に対してわかりやすい情報を提供していきたい。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 83

事業概要 平成30年度版ごみ資源収集カレンダー及びごみ・資源の分別ガイド音訳化業務委託

事業の目的
音訳CDを作成し、ごみ・資源の排出方法、収集業者による回収方法等を周知し、円滑
な清掃行政を図る。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 環境部 委託課名 ごみ対策課

事業名 平成30年度版ごみ資源収集カレンダー及びごみ・資源の分別ガイド音訳化業務委託

37

受託団体名 多摩市音訳グループ　繭 代表者名 銭廣　芳子
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 レ 　 　

7 　 レ 　 　

8 千円

9 29 年 4 月 14 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

教育企画担当課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

保育時間中、子どもたちが安全に楽しく過ごせるようにと考えて保育を担っています。
家庭教育学級の実施計画（保育が必要なもの）について、早めの担当者からの連絡や、当日の保育環境に関する配慮
等、ご対応いただいており、よい連携ができていると思います。
家庭教育学級の学習会などに参加する保護者が安心して保育を利用できるよう、今後も連携して協働を進めていきたいと
考えております。

4

＜所管課自由記入欄＞

子育て中の保護者が子どもを預けて安心して学習会に参加できるよう、役割分担と連携により取り組んでおり、今後も効果
的な協働を進めていく。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 230

事業概要 家庭教育支援事業に伴う保育

事業の目的
子育て中の保護者の方々が、家庭教育学級学習会等へ安心して子どもを預けて参加で
きるよう保育を行う。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 教育部 委託課名 教育振興課

事業名 平成２９年度家庭教育学級学習会等実施に伴う保育業務委託

38

受託団体名 ＮＰＯ法人子育て応援団そらいろのたね 代表者名 理事長　山口　圭子
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

教育振興課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

市と事業所との連携により適正迅速に実施できた。

4

＜所管課自由記入欄＞

受託事業者が適正な販売・事務処理等対応ができるよう、連携を取りながら今後も効果的な協働を進めていきます。。
市民を対象とした事業内容において市民協働による事業の充実を目指すことで、よりよい事業展開を図っていきたいと考
えています。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 9

事業概要 印刷物有償頒布事務業務委託(市役所)

事業の目的 文化財書籍等の販売業務委託

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 教育部 委託課名 教育振興課

事業名 印刷物有償頒布事務業務委託

39

受託団体名 多摩市身体障害者福祉協会 代表者名 理事長　勝手 春幸

68



【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

教育企画担当課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

　計画予定日数　24日のうち、実施日数は23日で、天候不順のため終日中止が1日（4月8日）であった。本年度は、天候にも恵まれた
が、雨の中実施が5月13日と10月14日の2日、雪の積もる中実施した1月27日と3日間は天候の悪い中の実施となった。昨年度と比較をし
て、総数は91人多く（昨年度2308人）、子どもの参加が161人（昨年度1570人）増加した。1日ごとの平均人数では104人と昨年度と同じ人
数であった。
　今年度もチラシの配布を積極的に行い、公園に足を運んでくる人が目にしやすいように開催日には公園のいたるところにチラシを張
り、プレーパークの開催を知らせると共に声がけを積極的に行った結果であると考えられる。また、木の大きな板に開催中はチラシやプ
レーパーク開催を知らせる案内などができるものを用意した。
　今年度未就学児の大谷戸公園利用者が増えたことがあり、プレーパークへの参加も例年に比べ幼稚園から下の幼児やベビーカーや
抱っこひもなどで散歩しながら、マットなどを活用して転がったり、寝たりなど、乳児の利用も目立った。活動として、火起こし・ブランコ・ス
ラックラインの常設を行い、参加者のニーズに合わせた活動提供を心がけた。また、遊びとして使用できる道具の充実を図り、様々な遊
びの取り組みや開発を含めて活動を行った。野外活動ということもあり、テントを設営、ファイヤーグリルを使用した焚き火など注目を集め
るものの設置も試みることとした。
　運動系の遊びに関しては、比較的参加者が要望するものが多いが、道具を駆使して遊ぶ姿やラケットとボールの不釣合いなどから適
切なボールを選ぶところなど、一度試して一番良いものを選びなおすといったことも子ども達にとってとても良い経験や学ぶ場となった。
学校などで使用できる道具からニュースポーツなどの見たことのない道具まで揃え、実際に行う遊び方から他の楽しみ方を工夫する考え
方は、大谷戸プレーパークTAMAとして大切にしている「子どもの自主性」を大切にすることで、参加者の自由度を広げ、幅広い遊びに
つながっていると考える。
　課題として、学生スタッフ以外のスタッフ増員に関しては、従来どおり参加者の保護者に大谷戸プレーパークTAMAの理解と協力を求
めてきた。以前よりは、市民に認知され協力を得られるようになったが、安全管理の面や、子どもの見守りの観点から考えると満足いくも
のではないのが現状である。そのため、来年度からは指導者養成の講習会を実施することにより、体験指導者の人数の増員を目指すこ
ととする。毎年参加者も増え、さまざまな価値観を持った保護者が参加することにより、本来望ましいプレーパークの運営が難しくなる危
険性もあるが、参加する人たちに見やすいポスターなどを作成し、読んでもらえるような工夫をすることにより、本活動を理解し、協力して
いただける市民や保護者が増えることを目指す。

4

＜所管課自由記入欄＞

本市の教育目標である子どもの豊かな心を育成するには、自然のなかでの活動を体験できる機会を増やす必要がある。
自分の体を使って自然の中で遊ぶ、他人と直接触れ合う、といった体験ができる場が少なくなっている中、本事業は子ど
もたちが自主的、自発的に遊ぶことができる場として機能している。
子どもたちが安全に活動できるように適切なアドバイスができる体験学習指導者のいる国士舘大学と協働で事業を実施
し、更なる充実にむけて事業を実施していきたい。また、次年度以降、より広報に力を入れるとともに、指導者養成講座の
実施や、大谷戸公園を中心として、多摩市内の公園を利用したプレーパークの展開などを検討する。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 807

事業概要 子ども向け野外遊び場の提供（大谷戸プレーパークの運営）

事業の目的
次世代の子ども達の育成を具体化するための事業として、豊かな自然や様々な人と触
れ合える自然体験や交流体験などの活動の場の提供を行う。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 教育部 委託課名 教育振興課

事業名 子ども体験事業業務委託

40

受託団体名 学校法人　国士舘 代表者名 理事長　大澤英雄
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

教育振興課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

市と事業所との連携により適正迅速に実施できた。

4

＜所管課自由記入欄＞

受託事業者が適正な販売・事務処理等対応ができるよう、連携を取りながら今後も効果的な協働を進めていきます。
学校開放団体を対象とした事業内容において市民協働による事業の充実を目指すことで、よりよい事業展開を図っていき
たいと考えています。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 288

事業概要 印刷物有償頒布事務業務委託(市役所)

事業の目的 学校開放施設使用券の販売業務委託

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 教育部 委託課名 教育振興課

事業名 印刷物有償頒布事務業務委託（学校開放）

41-1

受託団体名 多摩市身体障害者福祉協会 代表者名 理事長　勝手 春幸
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

教育振興課長

3

＜受託団体自由記入欄＞

市と事業所との連携により適正迅速に実施できた。

4

＜所管課自由記入欄＞

受託事業者が適正な販売・事務処理等対応ができるよう、連携を取りながら今後も効果的な協働を進めていきます。
学校開放団体を対象とした事業内容において市民協働による事業の充実を目指すことで、よりよい事業展開を図っていき
たいと考えています。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 319

事業概要 印刷物有償頒布事務業務委託(ベルブ永山)

事業の目的 学校開放施設使用券の販売業務委託

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 教育部 委託課名 教育振興課

事業名 印刷物有償頒布事務業務委託（学校開放）

41-2

受託団体名 障害者自立支援センター多摩　ワークス多摩れすと 代表者名 総括所長　北山　文子
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 レ 　 　

7 　 レ 　 　

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

永山公民館長

3

＜受託団体自由記入欄＞

子育て講座や市民企画講座に伴う一時保育を多くの市民に利用していただき、子育て中の母親の学習機会に寄与する
ことができたことは、当会の「子育て支援」「女性の社会参画支援」の活動目的にも沿っています。
公民館の一時保育を利用する保護者の傾向などもあり、当該年度もこれまでには無かった保護者からの保育要望があり
ましたが、臨機応変に対応することができました。
日報仕様の変更、鍵の貸出、返却時間などについても、公民館内部のルール整理に合わせて対応しました。
今後も、保育の実態に合わせてご担当の方々と細やかな連携を行っていければと考えています。

4

＜所管課自由記入欄＞

本事業については、受託団体と常にコミュニケーションを取り、利用者がより安心して預けていただける保育を目標に実施
している。受託団体には団体の特性、経験を発揮していただき、利用者の安全を常に考えながら保育業務を実施。事業
の目的を共有、達成することができました。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 577

事業概要 永山公民館主催事業実施に伴う保育業務

事業の目的 乳幼児を育てている市民が公民館での学習活動に参加できる機会を提供するため

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 教育部 委託課名 永山公民館

事業名 保育実施業務委託

42

受託団体名 特定非営利活動法人シーズネットワーク 代表者名 岡本　光子
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 レ 　 　

7 レ 　 　 　

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

永山公民館長

3

＜受託団体自由記入欄＞

開催日には、午前と午後に利用者同士が交流のきっかけになるように企画を立て実施しました。
企画に協力して下さる地域の方々や市内保育園の保育士の方々と出会うことで、参加者も様々な世代との交流が持て日
常的に感じる子育てについて話をする事で出来心地よい時間を過ごしています。
もちろん子どもの月齢が近い参加者同士の交流のきっかけも意図的に行いました。
お友達同士で参加しなくても、安心して遊びにこれるひろばとしても定着してきています。
ここに来れば誰かと一緒に過ごせる心地よさを継続できたのは、
様々な方との出会いの場を作ることが出来きるからであり、永山公民館との協力体制があったから実現できた事だと感じて
います。
そして開催日終了後に必ず担当者と当日の様子など共有する振り返りの時間を持てたことで、安心して次回開催日に向
け準備を行うことが出来ました。

4

＜所管課自由記入欄＞

本事業は、受託団体を企画提案方式により、提案内容を審査の上決定している。当該団体は平成２４年度より受託し、今
年度で６年目となる。本事業は「子育てひろば事業」として定着しつつあり、利用者も気軽に安心して広場での交流ができ
ている。また、運営には受託団体だけでなく市内の保育園や子育てに関する団体なども関わり、受託団体と相互の関係性
もスムーズである。２９年度も受託団体と常に情報共有を行い、コミュニケーションを密にとりながら事業を進めていき、安心
して過ごす事のできる広場作り・利用者の安全面などに配慮しながら、事業目的を達成することができた。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 518

事業概要 子育て期の親子が安心して自由に過ごせるあそびの広場を実施する。

事業の目的
子育てをしている親たちが、安心して過ごす事のできる場で、悩みや不安を軽減・解
消する。地域の情報を得ながら、子育てネットワークをつくるきっかけを提供する。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 教育部 委託課名 永山公民館

事業名 子育てつどいの広場企画運営事業

43

受託団体名 NPO法人多摩子ども劇場 代表者名 市川　ひとみ
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 レ 　 　 　

7 　 レ 　 　

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 　 　

　 　 レ 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

関戸公民館長

3

＜受託団体自由記入欄＞

保育を通して子育て期の母親の学習や社会参加を応援することは私たちの活動の目的でもあります。今後とも担当者と連
携してよりよい形で協働できるよう努めてまいります。
保育を利用する3歳未満児が遊べるおもちゃがもう少し充実するよう要望を続けてきましたが、新しいおもちゃを購入して
いただき、私たちの願いが届いたようでありがたかったです。ただ、購入の際、どのようなおもちゃがよいかご相談いただけ
なかったのは年度内に保育の実施がなかったことや、コミュニケーション不足が原因かもしれないので、今後とも担当者と
協力して子どもたちが楽しく過ごせる保育室になるよう努めていきたいと思います。
また、子育て期の母親が参加できる企画の提案も行っていければと考えています。

4

＜所管課自由記入欄＞

平成２９年度においては、保育付きの市民企画講座がなかったことと、子育て安心講座の受講者に保育を希望される方が
いなかったことから、残念ながら保育の実績はありませんでしたが、子育て中の市民に対する学習機会の提供並びに学習
活動の支援の観点から、本業務の必要性については受託者・委託者共に同じ理解に立っていると考えます。
また昨年度は、保育者の視点からお寄せいただいたご意見を参考に、３歳未満児向けの玩具を保育室に増設すると共
に、明るい雰囲気の装飾やわかりやすい掲示等、保育室内の整備にも努めました。今後は、いただいたご意見を踏まえ
て、双方がコミュニケーションを取り合い、より良い保育環境の整備をさらに進めていきたいと考えます。
今後も適切な保育環境の維持に努めると共に、貴団体が実践の中で育まれた手法や経験をご教示いただき、引き続き市
民協働による本業務の実施を目指したいと考えています。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 0

事業概要 関戸公民館主催講座等開催に伴う保育業務

事業の目的 保育付き講座の実施による市民への学習機会の提供並びに学習活動の支援

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 教育部 委託課名 関戸公民館

事業名 保育実施業務委託

44

受託団体名 特定非営利活動法人　子育て応援団そらいろのたね 代表者名 山口　圭子
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

教育センター長

3

＜受託団体自由記入欄＞

指導を担当する会員は、海外経験が豊富で外国人とのコミュニケーションの仕方を熟知しており、又多くが対象児童・生徒
の母国語も出来る事から、それら児童・生徒が日本社会と学校に出来るだけ早く適応して快適に勉学・生活できるよう、日
本語の学習や日本人との交流の仕方等指導している。会員にとっても非常にやりがいのある仕事と感じ、誠意を持って推
進している。

4

＜所管課自由記入欄＞

母語による適応指導は、帰国児童生徒や学校にとって、コミュニケーションの架け橋となっている。
日本語を理解できない子どもに対し、日本の文化や学校での過し方など、その子が必要としている目の前の不安や課題
を、講師と教員が協力し、子どもに寄り添う形で指導を行っている。
適応指導を終えるころには、凡その子どもたちが、少しずつ日本の学校に適応できる様になってきていることから、母語で
の適応指導は重要だ。
また、適応指導を受けている保護者に対し、進路説明会に通訳で関わっていただいたが、進路に関することなど事前に勉
強していただき、とてもスムーズに行われた。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 1,422

事業概要
市立小・中学校に在籍し、日本語の理解が不十分な外国籍、帰国児童・生徒等に対し、学習及
び学校生活に、円滑に適応できるよう指導を行う（母語等による指導）。

事業の目的
対象児童・生徒ができるだけ早く日本語や文化等を習得し、学習や学校生活に、円滑
に適応できるよう支援すること。また、その保護者に対し、必要に応じて通訳を行
う。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 教育部 委託課名 教育センター

事業名 適応指導業務委託（その１）

45-1

受託団体名 特定非営利活動法人　国際社会貢献センター 代表者名 理事長　岩城宏斗司

75



【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 　 レ

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 4 月 1 日 30 年 3 月 31 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

教育センター長

3

＜受託団体自由記入欄＞

課題　１：委託契約単位の延長
本事業の目的である「学習や学校生活に円滑に対応できる」は概ね達成できているが、契約されている30単位では（平成
27年度より教育センター長が必要と認めた場合は5単位延長できる）、ある程度の日常会話はできても学習用語を理解し
て学校生活に適応するには難しいケースも多い。（適応の達成度を客観的に判断するための「達成指標」を恵泉女学園大
学と協働して平成25年度に作成した）
そのため教育委員会に契約単位を増やすよう申し入れ検討をお願いしたが、経過対応として平成27年より、担任教師・
保護者・多摩市国際交流センター（TIC)が話し合い、必要と合意された場合はTICがボランティアで35回以降も指導を継
続することとした。（ボランティア指導の報告書を委託指導と同様、教育委員会に提出する）
このボランティア指導はABICでの委託指導を終えた児童・生徒も引き受けることとしている。

課題　２：ボランティア指導の認知
このボランティア指導については委託契約事業でないため認知していない学校もあり、また、活用することを躊躇する学校
もあることから、十分にこの活動を生かすために教育センターの理解と支援をお願いしたい。

今後とも、適応指導を必要としている児童・生徒の支援をしていきたいと考えている。

4

＜所管課自由記入欄＞

　TICにおいては、ある程度日本語が理解できる、外国籍または帰国児童生徒に対し、日本語による日本語の指導をお願
いしている。
　学校の授業とは別に、日本の習慣・文化、基礎的な日本語の使い方について、学習を補助することが可能であると考え
ている。今後も、学校が主体となり、児童・生徒が学校生活や授業に適応できるよう、ＴＩＣにご協力いただきたいと考えて
いる。
　また、当事業を３０回（延長は別途５回）終了後も、ＴＩＣの独自事業であるボランティアでの日本語指導を多摩市立小中
学校の児童生徒に実施していただいている。ボランティア指導については、今後もTICと共に小中学校への理解と周知を
図っていく。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 249

事業概要
市立小・中学校に在籍し、日本語の理解が不十分な外国籍、帰国児童・生徒等に対
し、学習及び学校生活に円滑に適応できるよう指導を行う。

事業の目的
対象児童・生徒ができるだけ早く日本語や文化等を習得し、学習や学校生活に、円滑
に適応できるよう支援すること。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 教育部 委託課名 教育センター

事業名 適応指導業務委託（その２）

45-2

受託団体名 多摩市国際交流センター 代表者名 理事長　加藤晃章
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 レ 　

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 10 月 6 日 29 年 10 月 20 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

選挙管理委員会事務局長

3

＜受託団体自由記入欄＞

選挙公報の作成は、時間の制約と候補者の主張を正確に伝えるという、緊張する作業でした。選挙公報は、私たちの暮ら
しに欠かせない情報です。墨字版の選挙公報に遅れることなく、利用者の方に正確でわかりやすい情報を早くお届けでき
るように、これからもつとめて行きたいと思います。

4

＜所管課自由記入欄＞

選挙の都度、選挙公報の内容をＣＤに録音・複製し、希望する視覚障がい者へ郵送する業務を、柔軟・迅速に対応いた
だいているおかげで、これまでどおり視覚障がい者と健常者が同じ情報を共有することができたと考えています。今回の衆
議院議員選挙は、突然の解散によるもので、選挙管理委員会事務局でも事務が錯綜する中で、「音訳グループ繭」に委
託することで、滞りなく遂行できたものと考えます。また衆議院議員選挙につきましては、選挙区の分区や候補者のほか比
例代表と最高裁判所裁判官国民審査がありご苦労が多かったことと思いますが、献身的に対応していただいたと思いま
す。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 36

事業概要
衆議院議員選挙のたま広報選挙特集号及び選挙公報の内容をＣＤに録音・複製し、希
望する視覚障がい者へ郵送する。

事業の目的 候補者の氏名、経歴、政見等の情報の共有化を図る。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 選挙管理委員会事務局 委託課名 選挙管理委員会事務局

事業名 声の選挙公報作成及び複製・郵送業務委託（衆議院議員選挙）

46-1

受託団体名 音訳グループ　繭 代表者名 銭廣　芳子
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【継続用】

協働指定委託事業報告　　　　　　　　 協働指定委託事業報告 （整理番号 ）

1

2

3

4

5

6 　 　 レ 　

7 　 　 レ 　

8 千円

9 29 年 6 月 20 日 29 年 6 月 27 日

※１広報等で広く募集する ※２多摩市協働委託事業契約・市民団体等登録名簿搭載団体の範囲内で募集 ※３特定の団体を複数指名

レ 　 レ 　

　 　 　 　

レ 　 レ 　

　 　 　 　

上記のとおり多摩市市民団体等との協働推進会議に報告するとともに、受託団体に写しを渡します。

選挙管理委員会事務局長

3

＜受託団体自由記入欄＞

選挙公報の作成は、時間の制約と候補者の主張を正確に伝えるという、緊張する作業でした。選挙公報は、私たちの暮ら
しに欠かせない情報です。墨字版の選挙公報に遅れることなく、利用者の方に正確でわかりやすい情報を早くお届けでき
るように、これからもつとめて行きたいと思います。

4

＜所管課自由記入欄＞

選挙の都度、選挙公報の内容をＣＤに録音・複製し、希望する視覚障がい者へ郵送する業務を、柔軟・迅速に対応いた
だいているおかげで、これまでどおり視覚障がい者と健常者が同じ情報を共有することができたと考えています。

2 事業の目的は達成できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

1 事業の目的は共有できましたか
はい どちらかと言えば　はい はい どちらかと言えば　はい

いいえ どちらかと言えばいいえ いいえ どちらかと言えばいいえ

契約期間 平成 ～ 平成

　この報告は、協働事業をともに進めていくパートナーである市と市民活動団体が、協働事業のスタートから終了までにおける
振り返りを相互に行って、次年度以降のより良い協働事業に活かしていくことを目的に行うものです。
　そのため、この回答が履行状況の評価に直接結びつくものではありません。

Ⅵ　事業終了後のふりかえり 受託団体 委託課　（所管課記入）

選定方法 企画提案 見積競争 特命随契 その他

決算額 27

事業概要
東京都議会議員選挙のたま広報選挙特集号及び選挙公報の内容をＣＤに録音・複製
し、希望する視覚障がい者へ郵送する。

事業の目的 候補者の氏名、経歴、政見等の情報の共有化を図る。

募集方法 一般公募※１ 限定公募※２ 指名選定※３ その他

委託部名 選挙管理委員会事務局 委託課名 選挙管理委員会事務局

事業名 声の選挙公報作成及び複製・郵送業務委託（東京都議会議員選挙）

46-2

受託団体名 音訳グループ　繭 代表者名 銭廣　芳子
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５　主要データからわかること

集計表およびグラフは、下記の３種類となっています。

・【新規用】【継続用】共通設問

事業の募集方法・選定方法

・【新規用】設問

事業の着手・実施・終了後について（P.8参照）

・【継続用】設問

事業終了後のふりかえり（P.8参照）

　平成29年度の協働指定委託事業は、４６事業（６４契約）です。グラフを見てい
くと受託団体の募集方法は「その他」が４５件と半数以上を占め、次いで、広報等で
広く募集する「一般公募」が８件となっています。選定方法は、特命随意契約で実施
された事業が３7件と最多数であり市民団体の専門性を重視している傾向が続いてい
ます。

　市民団体と市（行政）は価値観や行動原理が異なります。それぞれの立場を理解・
尊重し、コミュニケーションを図りながら双方の特性を活かすことが大切です。事業
全体を通して、受託団体、委託課ともに事業の目的が共有でき、また、目的も達成さ
れたと回答しています。
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一般公募 限定公募 指名選定 その他

8件 7件 4件 45件

企画提案 見積競争 特命随契 その他

6件 7件 37件 14件

新規集計

企画段階 実施段階 その他 - 企画段階 実施段階 その他 -

5件 0件 1件 5件 0件 1件
市民活動団体 市（行政） その他 - 市民活動団体 市（行政） その他 -

1件 4件 1件 1件 4件 1件

はい
どちらかと
言えばはい

どちらかと
言えばいいえ

いいえ はい
どちらかと
言えばはい

どちらかと
言えばいいえ

いいえ

6件 0件 0件 0件 6件 0件 0件 0件

はい
どちらかと
言えばはい

どちらかと
言えばいいえ

いいえ はい
どちらかと
言えばはい

どちらかと
言えばいいえ

いいえ

5件 1件 0件 0件 5件 1件 0件 0件

はい
どちらかと
言えばはい

どちらかと
言えばいいえ

いいえ はい
どちらかと
言えばはい

どちらかと
言えばいいえ

いいえ

5件 1件 0件 0件 6件 0件 0件 0件

はい
どちらかと
言えばはい

どちらかと
言えばいいえ

いいえ はい
どちらかと
言えばはい

どちらかと
言えばいいえ

いいえ

6件 0件 0件 0件 6件 0件 0件 0件

はい
どちらかと
言えばはい

どちらかと
言えばいいえ

いいえ はい
どちらかと
言えばはい

どちらかと
言えばいいえ

いいえ

6件 0件 0件 0件 5件 1件 0件 0件

はい
どちらかと
言えばはい

どちらかと
言えばいいえ

いいえ はい
どちらかと
言えばはい

どちらかと
言えばいいえ

いいえ

6件 0件 0件 0件 6件 0件 0件 0件

はい
どちらかと
言えばはい

どちらかと
言えばいいえ

いいえ はい
どちらかと
言えばはい

どちらかと
言えばいいえ

いいえ

6件 0件 0件 0件 6件 0件 0件 0件

はい
どちらかと
言えばはい

どちらかと
言えばいいえ

いいえ はい
どちらかと
言えばはい

どちらかと
言えばいいえ

いいえ

6件 0件 0件 0件 5件 1件 0件 0件

はい
どちらかと
言えばはい

どちらかと
言えばいいえ

いいえ はい
どちらかと
言えばはい

どちらかと
言えばいいえ

いいえ

6件 0件 0件 0件 6件 0件 0件 0件

はい
どちらかと
言えばはい

どちらかと
言えばいいえ

いいえ

6件 0件 0件 0件

はい
どちらかと
言えばはい

どちらかと
言えばいいえ

いいえ

5件 1件 0件 0件

はい
どちらかと
言えばはい

どちらかと
言えばいいえ

いいえ

6件 0件 0件 0件

はい
どちらかと
言えばはい

どちらかと
言えばいいえ

いいえ

5件 1件 0件 0件

はい
どちらかと
言えばはい

どちらかと
言えばいいえ

いいえ

5件 1件 0件 0件

継続集計

はい
どちらかと
言えばはい

どちらかと
言えばいいえ

いいえ はい
どちらかと
言えばはい

どちらかと
言えばいいえ

いいえ

57件 1件 0件 0件 58件 0件 0件 0件

はい
どちらかと
言えばはい

どちらかと
言えばいいえ

いいえ はい
どちらかと
言えばはい

どちらかと
言えばいいえ

いいえ

56件 2件 0件 0件 55件 2件 0件 1件

Ⅵ－１

Ⅵ－２

Ⅴ－1

Ⅴ－2

受託団体 委託課（所管課）

Ⅳ－２

Ⅳ－３

Ⅰ－３

Ⅰ－５

Ⅰ－６

Ⅰ－７

Ⅱ－１

Ⅱ－２

Ⅱ－３

Ⅲ－１

Ⅲ－２

Ⅳ－１

Ⅰ－２

平成２９年度　協働指定委託事業報告書集計表

募集方法

選定方法

受託団体 委託課（所管課）

Ⅰ－１
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平成２９年度協働指定委託事業報告書の集計 64件

・新規協働指定委託事業報告書の集計 6件

《受託団体》
Ⅰ－１ 協働が開始された段階はいつですか

Ⅰ－２ 協働の呼びかけはどちらからですか

Ⅰ－３ 協働する理由は明確ですか

募集方法 選定方法

Ⅰ　事業の着手段階について

《委託課（所管課）》

0 

0 

0 

6 

0 2 4 6 8 10

いいえ 

どちらかと 

言えばいいえ 

どちらかと 

言えばはい 

はい 

0 

0 

0 

6 

0 2 4 6 8 10

いいえ 

どちらかと 

言えばいいえ 

どちらかと 

言えばはい 

はい 

1 

4 

1 

0 2 4 6 8 10

その他 

市（行政） 

市民活動団体 

1 

4 

1 

0 2 4 6 8 10

その他 

市（行政） 

市民活動団体 

1 

0 

5 

0 2 4 6 8 10

その他 

実施段階 

企画段階 

1 

0 

5 

0 2 4 6 8 10

その他 

実施段階 

企画段階 

14 

37 

7 

6 

0 10 20 30 40 50 60 70

その他 

特命随契 

見積競争 

企画提案 

45 

4 

7 

8 

0 10 20 30 40 50 60 70

その他 

指名選定 

限定公募 

一般公募 

81



《受託団体》
Ⅰ－５ 事業の目的・成果目標を共有できましたか

Ⅰ－６ 事業に着手するにあたり、相互の役割を話し合う場と機会がもてましたか

Ⅰ－７ 委託団体を選んだ（選ばれた）理由は明確ですか

《受託団体》
Ⅱ－１ 役割分担をともに共有し、果たしましたか

《委託課（所管課）》

Ⅱ　事業の実施段階について

《委託課（所管課）》

0 

0 

1 

5 

0 2 4 6 8 10

いいえ 

どちらかと 

言えばいいえ 

どちらかと 

言えばはい 

はい 

0 

0 

0 

6 

0 2 4 6 8 10

いいえ 

どちらかと 

言えばいいえ 

どちらかと 

言えばはい 

はい 

0 

0 

0 

6 

0 2 4 6 8 10

いいえ 

どちらかと 

言えばいいえ 

どちらかと 

言えばはい 

はい 

0 

0 

0 

6 

0 2 4 6 8 10

いいえ 

どちらかと 

言えばいいえ 

どちらかと 

言えばはい 

はい 

0 

0 

0 

6 

0 2 4 6 8 10

いいえ 

どちらかと 

言えばいいえ 

どちらかと 

言えばはい 

はい 

0 

0 

1 

5 

0 2 4 6 8 10

いいえ 

どちらかと 

言えばいいえ 

どちらかと 

言えばはい 

はい 

0 

0 

1 

5 

0 2 4 6 8 10

いいえ 

どちらかと 

言えばいいえ 

どちらかと 

言えばはい 

はい 

0 

0 

1 

5 

0 2 4 6 8 10

いいえ 

どちらかと 

言えばいいえ 

どちらかと 

言えばはい 

はい 
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《受託団体》
Ⅱ－２ 進捗状況や事業に関する情報を共有しましたか

Ⅱ－３ 常にコミュニケーションをとりながら事業をすすめましたか

《受託団体》
Ⅲ－１ 事業の目的・成果目標は達成できましたか

Ⅲ－２ 今後の課題と改善策をお互いに話し合いましたか

《委託課（所管課）》

Ⅲ　事業の終了後について

《委託課（所管課）》

0 

0 

0 

6 

0 2 4 6 8 10

いいえ 

どちらかと 

言えばいいえ 

どちらかと 

言えばはい 

はい 

0 

0 

0 

6 

0 2 4 6 8 10

いいえ 

どちらかと 

言えばいいえ 

どちらかと 

言えばはい 

はい 

0 

0 

1 

5 

0 2 4 6 8 10

いいえ 

どちらかと 

言えばいいえ 

どちらかと 

言えばはい 

はい 

0 

0 

0 

6 

0 2 4 6 8 10

いいえ 

どちらかと 

言えばいいえ 

どちらかと 

言えばはい 

はい 

0 

0 

0 

6 

0 2 4 6 8 10

いいえ 

どちらかと 

言えばいいえ 

どちらかと 

言えばはい 

はい 

0 

0 

0 

6 

0 2 4 6 8 10

いいえ 

どちらかと 

言えばいいえ 

どちらかと 

言えばはい 

はい 

0 

0 

0 

6 

0 2 4 6 8 10

いいえ 

どちらかと 

言えばいいえ 

どちらかと 

言えばはい 

はい 

0 

0 

0 

6 

0 2 4 6 8 10

いいえ 

どちらかと 

言えばいいえ 

どちらかと 

言えばはい 

はい 
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1 2

3

1 2

これまでの振り返り（受託団体）

本協働指定委託事業の実施にあたり、貴団体の
特性を活かすことができましたか？

本事業を実施する中で、貴団体の対外的な信用
度が高まった、契約実務の要領が把握できるよう
になった、など、貴団体にとってのメリットはありま
したか？

行政と協働することで、協働のすすめ方の要領が
得られ、認識が深まりましたか？

これまでの振り返り（所管課）

本事業を協働指定委託事業としたことにより、そ
の団体の特性を活かし、かつ、きめ細かい行政
サービスを提供できましたか？

協働指定委託事業をすすめる中で、市民団体等
との協働について認識が深まり、新たな協働が
生まれるなど、市民協働が定着し、広がってきた
と感じますか？

0 

0 

1 

5 

0 2 4 6 8 10

いいえ 

どちらかと 

言えばいいえ 

どちらかと 

言えばはい 

はい 

0 

0 

1 

5 

0 2 4 6 8 10

いいえ 

どちらかと 

言えばいいえ 

どちらかと 

言えばはい 

はい 

0 

0 

0 

6 

0 2 4 6 8 10

いいえ 

どちらかと 

言えばいいえ 

どちらかと 

言えばはい 

はい 

0 

0 

1 

5 

0 2 4 6 8 10

いいえ 

どちらかと 

言えばいいえ 

どちらかと 

言えばはい 

はい 

0 

0 

0 

6 

0 2 4 6 8 10

いいえ 

どちらかと 

言えばいいえ 

どちらかと 

言えばはい 

はい 
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・継続協働指定委託事業報告書の集計 58件

《受託団体》
1 事業の目的は共有できましたか

2 事業の目的は達成できましたか

《委託課（所管課）》

事業終了後の振り返り

1 

0 

2 

55 

0 10 20 30 40 50 60 70

いいえ 

どちらかと 

言えばいいえ 

どちらかと 

言えばはい 

はい 

0 

0 

2 

56 

0 10 20 30 40 50 60 70

いいえ 

どちらかと 

言えばいいえ 

どちらかと 

言えばはい 

はい 

0 

0 

0 

58 

0 10 20 30 40 50 60 70

いいえ 

どちらかと 

言えばいいえ 

どちらかと 

言えばはい 

はい 

0 

0 

1 

57 

0 10 20 30 40 50 60 70

いいえ 

どちらかと 

言えばいいえ 

どちらかと 

言えばはい 

はい 
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６ 市民団体等との協働事例

＜記入項目の説明＞

１　協働形態 ①委託契約　（協働指定委託事業を除く）　

②委託契約以外の契約

③補助金による支援

④共催

⑤事業協力（人的な協力、ＰＲ支援、会場の提供、相談、アドバイスなど）

⑥実行委員会等

⑦その他（アダプト制度他）

２　募集方法　　業務委託のみ記入

①一般公募　（広報等を用い広く募集)

②限定公募　（多摩市NPO登録団体名簿搭載団体の中で募集）

③指名選定　（特定の団体を指名）

④その他

３　選定方法 ①企画コンペ（企画提案を求め内容審査で決定）

②見積競争　（複数団体から見積書を提出させ金額で決定）　

③特命随契　（特別な理由によりその団体を指名）

④その他

　協働指定委託事業以外の事業で､市民団体等との間で行われた協働事業を､各部課から提出
された資料に基づき掲載しています。

　なお、対象とした市民団体等は､非営利活動団体、自治会や管理組合､イベント実行委員会の
ほか、設立に市が関わっていても、主に市民によって運営されている組織も含めています。
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①　委託契約（協働指定委託事業を除く）

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 指名選定 選定方法 特命随契 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 一般公募 選定方法 その他 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.8 ～ 30.3

事業概要

募集方法 その他 選定方法 特命随契 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 指名選定 選定方法 特命随契 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 指名選定 選定方法 特命随契 *特命理由

学校開放施設使用団体が施設使用後の使用料として貼付する使用券の販売

ヴィータ・コミューネ内での有償頒布物販売取扱団体

協働団体
社会福祉法人　多摩市社会福祉協議会

高齢者のフレイル（虚弱」）状態を把握し、高齢者にフレイルの予防・改善を伝え行動変容を促し、介護予防につなげるこ
とを目的とする。

広く市民を対象とした多様な養成を行ってきた唯一の市内の学
術機関であるため

協働団体
学校法人　国士舘

委託契約 市民団体の特性を活かす 6

学校施設等使用券売払事務業務委託　　【印刷物有償頒布業務】 120

教育部　教育振興課

くらしと文化部　文化・市民協働課

委託契約 市民団体の特性を活かす 1

トイレ清掃業務委託 995

特定非営利活動法人　ハンディキャブゆづり葉

健康福祉部　高齢支援課

委託契約 市民団体の特性を活かす 3

フレイル予防事業業務委託 1,174

ひとり親家庭の子育て支援のためのホームヘルパーの派遣

特定非営利活動法人　アビリティクラブたすけあい　多摩たすけあいワーカーズつむぎ

子ども青少年部　子育て支援課

委託契約 市民団体の特性を活かす 2

多摩市ひとり親家庭ホームヘルプサービス事業委託 1,493

障がい者が製作した絵画、書道、陶芸などの作品の発表の場として美術作品展の開催及び障がい者の交流を図ること
を目的としたふれあいスポーツ大会を開催するものである。

継続した委託先とすることで、事業の課題整理等も行うことがで
き、円滑な事業実施が図れるため。

ＮＰＯ法人　多摩市障害者福祉協会

学校跡地施設のトイレ清掃

障害者の就労支援を図るため、障害者団体に委託している。障
害者就労施設等からの優先調達案件。

協働団体
特定非営利活動法人障害者自立支援センター多摩

協働団体

協働団体

健康福祉部　障害福祉課

委託契約 市民団体の特性を活かす 4

障がい者理解推進事業業務委託 675
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②　委託契約以外の契約

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

布の絵本の作成を市民団体に依頼し、購入する。

協働団体
布の絵本サークル　ピエロ

教育部　図書館

委託以外の契約 市民団体の特性を活かす 3

布の絵本の購入 32

公園や雑木林の管理を実施

協働団体
青木葉自治会　他 　56団体

環境部　公園緑地課

委託以外の契約 市民団体の特性を活かす 2

公園愛護会活動 5,100

広範囲に高度な技術をもって道路区域等の公共空間の管理（植栽管理・清掃等）を行う。

協働団体
多摩市民環境会議 諏訪四丁目自治会 なな山緑地の会

貝取3丁目緑化クラブ ホームタウン落合５グリーンクラブ

都市整備部　道路交通課

委託以外の契約 広く市民相互の支え合いを支援 1

道路区域及び道路施設等奉仕活動 250
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③　補助金による支援

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.7 ～ 29.7

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.6 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

補助金を交付し、消費者団体等の育成及び市民活動の活性化を推進させ、自立した賢い消費者リーダーの育成を図
る。

協働団体
多摩市消費者団体等連絡会

補助金 市民団体の特性を活かす 6

多摩市消費者団体等連絡会補助金 350

自治会による集会所運営事業の健全な発展と育成を図るため、自治会が負担している集会所用地の借上げに係る費
用の一部を補助。

協働団体
馬引沢団地自治会

補助金 広く市民相互の支え合いを支援 5

集会所用地借上料補助金 579

地域コミュニティの円滑な推進と住民自治の発展に寄与することを目的とした多摩市自治連合会の活動を支援するた
め、事業費の一部を補助。

協働団体
多摩市自治連合会

くらしと文化部　コミュニティ・生活課

補助金 コミュニティの形成や展開を支援 4

多摩市自治連合会補助金 3,036

子どもから高齢者まで誰もが楽しめ、花火のあがる賑わいイベントを開催することをはじめ、聖蹟桜ヶ丘の活性化事業により、未来に
向け、これからの多摩市を築き、担っていく人々の交流やコミュニティを繋ぎ、さらなる活性化を図ることを目的とし、「せいせきみらい
フェスティバル」事業に補助を行う。

協働団体
せいせきみらい活性化実行委員会

補助金 コミュニティの形成や展開を支援 3

せいせきみらいフェスティバル事業 2,316

多摩センター地域の活性化や賑わいづくりを目的とし、「多摩センター地区連絡協議会」の行う四季折々のイベント事業
に補助を行う。

協働団体
多摩センター地区連絡協議会

補助金 コミュニティの形成や展開を支援 2

多摩センター地区連絡協議会事業 10,000

都市農業の振興や聖蹟桜ヶ丘駅周辺の賑わいづくりを目的とし、夏の訪れを告げる風物詩として地域に定着した、朝顔
市が中心の「ふるさと多摩夏まつり」事業に補助を行う。

協働団体

市民経済部　経済観光課

補助金 コミュニティの形成や展開を支援 1

ふるさと多摩夏まつり補助事業 2,100

ふるさと多摩夏まつり実行委員会
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担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 30.2 ～ 30.2

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

食育のネットワークを推進し、イベントを開催することにより、食育の普及啓発を図る。

協働団体
たま食育フェスタ実行委員会

健康福祉部　健康推進課

補助金 コミュニティの形成や展開を支援 12

たま食育フェスタ実行委員会に対する補助金事業 950

多摩市青少年問題協議会地区委員会が行う青少年の健全育成を目的とする地域活動に要する費用を補助する

協働団体
市内１５地区委員会

子ども青少年部　児童青少年課

補助金 コミュニティの形成や展開を支援 10

多摩市青少年問題協議会地区委員会補助金 5,154

多文化共生社会の実現を図るため、国際交流センターの運営費及び事業に対してその一部を補助し、同センターの活
動を支援する

協働団体
多摩市国際交流センター

補助金 市民団体の特性を活かす 9

多摩市国際交流センター補助金 3,780

市民の文化活動の振興を図るため、多摩市文化団体連合の運営費及び事業に対してその一部を補助し、同団体の活
動を支援する。

協働団体
多摩市文化団体連合

くらしと文化部　文化・市民協働課

補助金 コミュニティの形成や展開を支援 8

文化関係団体育成事業 1,000

男女共同参画の推進・女性問題解決に関する啓発イベントの企画立案・実施

協働団体
TAMA女と男がともに生きるフェスティバル2017実行委員会

くらしと文化部　TAMA女性センター

補助金 広く市民相互の支え合いを支援 7

TAMA女と男がともに生きるフェスティバル2017実行委員会 398

健康福祉部　福祉総務課

補助金 市民団体の特性を活かす 11

地域福祉推進事業 10,519

市民に対する福祉サービスを提供している非営利の住民参加型団体に対し、地域福祉推進事業支援金を交付すること
により、事業運営の安定性を確保するとともに、地域福祉の推進を図る。

協働団体
ＮＰＯ法人アビリティクラブたすけあい　多摩たすけあいワーカーズつむぎ　他20事業

90



担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.9 ～ 29.9

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

永山駅周辺の活性化と地域住民、市民団体等の交流など賑わいのあるまちづくりを目的に、市民・行政・民間事業者等との協働でイ
ベントを開催。グリナード永山、ベルブ永山を会場に、約１００の市民団体が音楽、舞踊、創作などで参加した。

協働団体
永山フェスティバル実行委員会

教育部　永山公民館

補助金 コミュニティの形成や展開を支援 16

永山フェスティバル 1,800

小・中学校の教育活動が効果的に行われるようにするため、多摩市立小学校ＰＴＡ連絡協議会及び多摩市立中学校ＰＴ
Ａ連合会に補助し、各連合体を支援する。

協働団体
多摩市立中学校ＰＴＡ連合会

教育部　教育振興課

補助金 市民団体の特性を活かす 15

成人教育関係団体補助金 150

多摩市立小学校ＰＴＡ連絡協議会

ニュータウン地区の沿道斜面地のみどりの保全に対する補助事業

協働団体

環境部　公園緑地課

補助金 コミュニティの形成や展開を支援 14

多摩市沿道斜面地のみどりの保全及び育成に関する補助金制度 2,168

地域における介護予防の取組みを強化するために、コミュニティエリアで介護予防リーダーが中核となって行う地域介護予防教室運
営の補助を行い、住民主体の活動が継続できるよう支援することを目的とする。

協働団体
三方の森元気アップ体操クラブ　外11団体

豊ヶ丘４－１住宅管理組合　他34団体

健康福祉部　高齢支援課

補助金 広く市民相互の支え合いを支援 13

多摩市地域介護予防教室活動支援事業 711
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④　共　　　催

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.8 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 その他 選定方法 その他 *特命理由

生ごみの自家処理方法（ダンボールコンポスト）や生ごみ堆肥の作り方の講習会等を実施

協働団体
生ごみリサイクルサポーター・ダンボくらぶ等、たまごみ会議

環境部　ごみ対策課

共催 市民団体の特性を活かす 6

生ごみリサイクル講習会 45

多摩市文化振興財団が約３０年前に実施した調査と比較することにより、ツバメの生息環境だけでなく、多摩市の環境の変化について
検証するとともに、今後の生物多様性の取り組みへの基礎資料とすることを目的に実施。本事業では、市民・多摩市文化振興財団・
多摩市の三者が協働して「多摩市ツバメ調査団」を結成し、平成28年度に引き続き、市内全域を対象にツバメの一斉調査を実施した。

協働団体
多摩市ツバメ調査団

共催 コミュニティの形成や展開を支援 5

多摩市ツバメ調査 9

環境に興味のある方、これから環境保全活動をしてみたい方などを対象とし、第１回で地球環境問題と生物多様性についての座学、
第２・３回で水辺や里山を活用した座学とフィールドワークを組み合わせた学習体験、第４回で循環型社会づくりに関する座学などを実
施。

協働団体
多摩市民環境会議

環境部　環境政策課

共催 コミュニティの形成や展開を支援 4

環境学習セミナー 45

ＴＡＭＡ女性センター登録団体事業の企画立案・実施

協働団体
TAMA女性センター登録団体

くらしと文化部　TAMA女性センター

共催 市民団体の特性を活かす 3

TAMA女性センター登録団体企画事業 91

多摩市平和展の企画運営を行う。

協働団体
多摩市平和展市民会議

くらしと文化部　平和・人権課

共催 市民団体の特性を活かす 2

多摩市平和展 2,022

豊ヶ丘複合施設の今後のあり方について、市民とともに考える。

協働団体
豊ヶ丘複合館存続の会

企画政策部　行政管理課

共催 市民同士の合意形成（ルールづくり） 1

豊ヶ丘複合施設の今後を考える市民ミーティング 13
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担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.6 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.8 ～ 29.8

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.12 ～ 29.12

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.5 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.7 ～ 29.7

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

茶道の作法を学び、子どもたちが伝統文化に親しむ機会を設けるため、茶道連盟と茶道教室を開催した。

協働団体
多摩市茶道連盟

教育部　関戸公民館

共催 市民団体の特性を活かす 12

子ども茶道教室 0

この事業は、関戸公民館・永山公民館両館で取り組んでいる事業。地域・生活課題を共有し解決するため、愛宕および貝取コミュニ
ティセンターと共催で開催した。愛宕コミュニティセンターでは「いきいきシニアサロン」と題して、暮らしの中の片付け講座と簡単調理
の講座。貝取コミュニティセンターでは、生活の中の潤いをと筆ペン講座と押し花を使った講座を開催した。

協働団体
愛宕コミュニティセンター 貝取コミュニティセンター

共催 コミュニティの形成や展開を支援 11

地域課題（生活）講座 114

小学校PTA連絡協議会との共催により学習講座を実施した。星山麻木氏（明星大学教育学部教育学科教授）より誰もが持つという七
つの要素を七色の「レインボー」と称し、各色の特色、その配合が様々である事が多様性であると、具体的な事例を交えた説明があ
り、参加者が、自己の子育てに対する肯定感や安堵感を得て、新たに子どもに向き合い直そうとする思いや、受講内容を、家族やコ
ミュニティ・組織に持ち帰り、伝達しようとする意思も確認できた。

協働団体
小学校PTA連絡協議会

共催 市民団体の特性を活かす 10

小学校PTA連絡協議会共催事業「講演会」 26

中学校PTA連合会との共催により「高校説明会」を開催。主催は、中学校PTA連合会で、多摩市内の中学生とその保護者に進学希望
選択のために公立高校の情報提供の機会を設け、公民館は会場提供をする。参加高校数は都内最多４４校。

協働団体
中学校PTA連合会

共催 市民団体の特性を活かす 9

中学校PTA連合会共催事業「高校説明会」 0

市民団体から地域・生活課題等の企画を募集し、自主的な学習活動の促進を図り広く学習の機会を提供した。
連続（単発）講座　１３団体・３６講座、会場提供　３団体・６講座

協働団体
ＢＪＮＯＷ企画・なかま萌・ママレクねっこ・NPO法人シーズネットワーク・多摩市聴覚障害者協会・ベルブ健康クラブ経絡体操の会・絵
手紙くるくる・朗読を楽しむ会・多摩市の社会教育を考える会
多摩市に中央図書館をつくる会・おもちゃ病院kebo・多摩子ども劇場・自立ステーションつばさ

教育部　永山公民館

共催 市民団体の特性を活かす 8

市民企画講座 568

小学校４年生のごみの授業において、ごみの分別や行方、４Rの重要性について、職員と市民団体が出張で説明を行う
（５回実施）

協働団体
たまごみ会議

環境部　ごみ対策課

共催 市民団体の特性を活かす 7

環境出前教室 10
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担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.6 ～ 29.7

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.6 ～ 29.7

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

語学ボランティアを養成するため、市民講座「やさしい英語で道案内」として開催し、英会話によるコミュニケーションやお
もてなしの心を学んだ。

協働団体
多摩市国際交流センター

共催 市民団体の特性を活かす 15

市民講座 0

環境、資源、平和、経済など地球的規模で起こっている時事的、社会的課題について学び、生活を見直す契機とする関
戸地球大学院を市内の３つの大学と実施した。

協働団体
大妻女子大学 恵泉女学園大学 多摩大学

共催 コミュニティの形成や展開を支援 14

関戸地球大学院 156

市民の自主的な学習活動の振興を図るとともに、広く市民に学ぶ機会を提供するため、８団体との共催で市民企画講座
を実施した。

協働団体
多摩市公民館利用者連絡会、楽楽自分史サークル、はづき～ず、多摩市民・就労者のための介護準備研究会、たま
じょ、多摩群読同好会、江戸文化研究会、多摩演劇フェスティバル実行委員会

教育部　関戸公民館

共催 市民団体の特性を活かす 13

市民企画講座 316
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⑤　事業協力

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

協働団体

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.7 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.5 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.5 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

主に知的障害を持つ青年対象。障がいを持つ人、持たない人が共に理解を深め交流し学びあう場、青年たちの社会参加の場として開
催。青年たちとボランティアが年間の行事や創作活動などを通して交流が図れた。

協働団体
登録ボランティア２７人 多摩市スポーツ推進委員 ベルブ・ブラス・バンド

ぽっぽ 中央大学ボランティアサークル青い鳥

事業協力 広く市民相互の支え合いを支援 6

障がい者青年教室 217

談話コーナーのスペースとピアノを活用した市民演奏家によるコンサートを開催し、来館者が気軽に音楽に親しんでもら
うとともに、演奏家にも発表の機会を提供する。年を追うごとに演奏者の希望も増えており、応募された方の中から抽選
で決定している。

協働団体

事業協力 市民団体の特性を活かす 5

サロンライトコンサート 35

学校や地域でなかなか体験できない専門分野の講座や、親子で自分たちの生活の中にある身近な素材から学習できる
講座を開催し、学ぶ意欲などにつながるきっかけづくりを目的に実施した。

協働団体

CHILD FILM TAMA映画フォーラム実行委員会 お菓子工房れすと

永山南公園きりんの会
東京大学サイエンスコミュニケーショ
ンサークルCAST

電気理科クラブ

教育部　永山公民館

事業協力 市民団体の特性を活かす 4

小学生対象科学等体験講座 153

子育て世代を対象とした家庭教育講座において、企画協力、講師の調整等を行った。

特定非営利活動法人　子育て応援団そらいろのたね

教育部　教育振興課

事業協力 市民団体の特性を活かす 3

家庭教育講座 151

生ごみの自家処理・リサイクルを行政と協働で普及啓発する市民サポーター。これから始める方を対象の入門編・継続
中の方対象のフォロー編とに分けて講習会を実施した。また昨年より始めたダンボちゃんでできた「生ごみたい肥」の有
効性の見える化（市役所玄関前プランター等で生ごみたい肥を施肥し、草花を育て、有効性を発信する）の継続。「ダン
ボ通信」を発行。

協働団体

事業協力 市民団体の特性を活かす 2

生ごみリサイクリサポーター・ダンボくらぶ等活動事業 130

子ども食堂・だれでも食堂など「食を通じて誰もが人とつながれる場」を、多摩市内でつくっている人、応援している人、興味を持ってい
る人が自由に集まり、情報交換・意見交換を行った。

協働団体 市内子ども食堂などの活動をしている市民（団体）など

環境部　ごみ対策課

健康福祉部　健幸まちづくり推進室

事業協力 広く市民相互の支え合いを支援 1

たま食ねっと。
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担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.5 ～ 30.1

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

公民館と有志の市民企画委員が地域の課題等を切り口にテーマを定め、学習講座を企画・運営する。継続した学習をとおして課題意
識が人づくり、地域づくりにつながることを意図している。

協働団体
市民企画委員

教育部　永山公民館

事業協力 コミュニティの形成や展開を支援 7

ベルブぜみ 263
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⑥　実行委員会等

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 29.11

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

10月の「TAMA人形げきまつり」の公演を中心に、地域での公演やイベントへの参加などにより地域文化の発展と普及を
目指した。

協働団体
TAMA人形げきまつり実行委員会

教育部　関戸公民館

実行委員会等 市民団体の特性を活かす 6

TAMA人形げきまつり 146

映画祭を主催するTAMA映画フォーラム実行委員会に対し、日常の活動と映画祭および随時開催される上映会の会場提供をした。ま
た、実行委員会の事務局業務の補助支援を行った。

協働団体
TAMA映画フォーラム実行委員会

教育部　永山公民館

実行委員会等 市民団体の特性を活かす 5

第２７回映画祭　TAMA CINEMA FORUM 0

水路に生き物たちが住み続けられるように環境に配慮した護岸工事を行なった一ノ宮用水で、工事の前後で水路の生き物がどのよう
に変化しているかを調べるため、年３回、用水路の生き物調査を実施している。

協働団体
よみがえれ、大栗川を楽しむ会 多摩市水辺の楽校運営協議会

実行委員会等 コミュニティの形成や展開を支援 4

一ノ宮用水護岸工事後の川の生き物調査 21

多摩川の源流から下流まで、流域の16市区村20校ある水辺の楽校の一翼を担っており、自然の仕組み・大切さ、さらに身近な生きも
のの息吹を五感で感じながら、自然のすばらしさを体験できるようなイベント（乞田川の恵み・冬鳥観察会等）を実施。

協働団体
多摩市水辺の楽校運営協議会

実行委員会等 コミュニティの形成や展開を支援 3

多摩市水辺の楽校事業 19

市内の環境団体・大学・企業などが、環境への取り組みを展示・体験などにより紹介するとともに、市内在学の小・中学生による「身の
まわりの環境地図作品展入賞作品」の展示・児童生徒による発表、まち美化貢献者・団体表彰式、電気自動車・燃料電池自動車の屋
外展示などを実施。

協働団体
多摩エコ･フェスタ2018実行委員会

実行委員会等 コミュニティの形成や展開を支援 2

多摩エコ･フェスタ2018 343

自然体験学習をとおして、環境への関心を高め、環境保全の大切さを啓発するために、市民が参加できる環境行事を年に2回、春は
川の生き物調査・観察会を、秋は環境ウォッチングを、小学校高学年の子どもや親などを中心の対象者として実施。※平成29年度は
雨天のため環境ウォッチングは中止。

協働団体
多摩市環境行事実行委員会

環境部　環境政策課

実行委員会等 コミュニティの形成や展開を支援 1

川の生き物調査・観察会、環境ウォッチング 72
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担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

音楽文化に親しむ機会を設けるため、市民による実行委員会と協働し、ジャズ演奏会What’s　Jazzを４回（１回昼夜２部
公演）開催した。

協働団体
What's Jazz実行委員会

実行委員会等 市民団体の特性を活かす 10

What's Jazz 0

地域活動団体間のネットワークを形成するとともに、これから地域活動に参加する人たちに情報やきっかけを提供する
ため、ふれあい、交流の広場として開催した。

協働団体
地域ふれあいフォーラムＴＡＭＡ実行委員会

実行委員会等 コミュニティの形成や展開を支援 9

地域ふれあいフォーラムＴＡＭＡ 59

市内で活動する市民劇団の公演を行い、演劇人口の拡大を図ると共に、劇団間の交流を深め演劇文化の振興を図っ
た。

協働団体
多摩演劇フェスティバル実行委員会

実行委員会等 市民団体の特性を活かす 8

多摩演劇フェスティバル「たまには芝居」 321

音楽活動をしている団体･個人、またこれから活動しようとする音楽家に演奏の場を提供するため毎月開催し、市民にさ
まざまなジャンルの音楽に親しんでもらった。

協働団体
ヴィータマンスリーコンサート実行委員会

教育部　関戸公民館

実行委員会等 市民団体の特性を活かす 7

ヴィータマンスリーコンサート 221
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⑦　その他

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

市内公園施設等をアダプト制度登録団体により管理していく。

協働団体
永山名店会花の会　他   45団体

環境部　公園緑地課

その他 コミュニティの形成や展開を支援 6

公園施設等アダプト制度 1,964

道路施設等の公共空間をアダプト制度により管理（清掃・美化活動）を行う。

協働団体
T.Kフラワーロードの会外57団体

都市整備部　道路交通課

その他 広く市民相互の支え合いを支援 5

道路施設アダプト制度 1,992

多摩市介護予防・日常生活支援総合事業住民主体による訪問型サービスの事業を市が指定する多摩市内に事業所を有する非営利
法人に登録した生活サポーター（市の養成講座修了した市民）が実施することにより、市民同士の支え合いにより要介護状態等となる
ことを予防し、又は要支援状態を軽減するとともに、地域における自立した日常生活を支援することを目的とする。

協働団体

社会福祉法人　多摩市社会福祉協議会
公益社団法人多摩市シルバー人材
センター

特定非営利活動法人　ハンディキャブ
ゆづり葉

特定非営利活動法人　永山情報セン
ター福祉会

特定非営利活動法人　多摩生活サ
ポートセンター

健康福祉部　高齢支援課

その他 広く市民相互の支え合いを支援 4

多摩市介護予防・日常生活支援総合事業住民主体による訪問型サービス 888

多摩市の現状と課題を学び、実際に何をすればいいのか、市民が自ら取り組むための講座を実施した。

協働団体
東洋大学 東京都市大学 株式会社ダイズカンパニー

まち育てネットワーク関戸 NPO法人　コレクティブハウジング社

くらしと文化部　文化・市民協働課

その他 市民団体の特性を活かす 3

わがまち学習講座 365

子育て中の親子の交流を促すとともに、TAMA女性センターの利用者層の拡大、男女共同参画の推進・女性問題解決についての理
解を広める。
人形げきまつり開催と同時に実施。

協働団体
子育て応援団そらいろのたね

その他 市民団体の特性を活かす 2

保育室みんなの広場 15

男女共同参画の推進・女性問題解決に向けた市民運営委員会主催講座等の企画立案・実施、及びTAMA女性センター
運営に関することを検討する。

協働団体
TAMA女性センター市民運営委員会

くらしと文化部　TAMA女性センター

その他 市民団体の特性を活かす 1

TAMA女性センター市民運営委員会 370
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担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

担当部課

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

協働形態 協働理由 整理番号

事業名称 決算額千円

事業期間 29.4 ～ 30.3

事業概要

募集方法 選定方法 *特命理由

図書館に来館することが困難な方や一般の出版物をそのまま利用することが困難な方の読書要求に応えるために、音訳図書・雑誌・
点字図書の作成、対面朗読サービスなどを、個人ボランティア、ボランティア団体の協力を得て行った。

協働団体
多摩市点字サークル「トータス」 パソコン点訳サークルこがめ 楽譜点訳グループカンタービレ

多摩市民音訳グループ繭 ＮＰＯ法人ＤＡＩＳＹ　ＴＯＫＹＯ 個人ボランティア

その他 市民団体の特性を活かす 11

障がい者サービス事業 573

第二次多摩市子どもの読書活動推進計画に基づき、子どもの読書活動を具体的に推進する。また第三次計画案作成
における調査検討を行う。

協働団体
第二次多摩市子どもの読書活動推進市民連絡会

その他 市民団体の特性を活かす 10

第二次多摩市子どもの読書活動推進計画の推進及び第三次計画の策定 0

健康センターで行われる３～４ヶ月児健診の待ち時間を利用して、市民ボランティアとの協働で絵本を通して親子のコミュニケーション
が深まることの大切さをお伝えしながら、絵本（１冊）とブックリスト「絵本はともだち」等を手渡した。

協働団体
ひよこの会

その他 市民団体の特性を活かす 9

絵本かたりかけ事業 66

子どもが絵本と結びつくきっかけづくりの一つとして、多くのボランティアの協力を得ながら、各館でおはなし会を実施し
た。

協働団体
文庫、団体、個人ボランティア等

教育部　図書館

その他 市民団体の特性を活かす 8

図書館「おはなし会」 0

ごみ・減量に取り組む市民・行政の意見交換の場として発足。月例会議、環境出前教室等を実施した。

協働団体
たまごみ会議

環境部　ごみ対策課

その他 7

たまごみ会議 0
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７　平成２９年度　多摩市紋章及び名義使用承認一覧表

部 課 事業名 主催者

企画課

多摩の学生まちづくりコンペティション２０１７
公益社団法人学術・文化・産業ネットワー
ク多摩

不動産無料相談会
（公社）東京都宅地建物取引業協会南多
摩支部

東京司法書士会三多摩支会５０周年記念市民公
開講座

東京司法書士会三多摩支会

多摩パブリック法律事務所創立９周年記念無料法
律相談会

多摩パブリック法律事務所

ボランティア活動（学校や地域に根ざした子供見守
り活動）

聖ヶ丘子ども・おとしより見守り実行委員
会

多摩稲城市民防犯のつどい 多摩稲城防犯協会

課税課

小学生の税の書道展
一般社団法人
日野青色申告会

第５回さくらまつり 東京都公園協会

第36回せいせき桜まつり 第36回せいせき桜まつり実行委員会

第3回多摩ﾆｭｰﾀｳﾝ　ふるさとﾌｪｱin永山 グリナード永山会

第15回多摩ブルー・グリーン賞 多摩信用金庫

第11回多摩くらふとフェア２０１７ 多摩くらふとフェア実行委員会

多摩婚活パーティーinサンリオピューロランド 多摩青年会議所

インターネット上電子書籍ポータルサイト
「TAMAebooks」

㈱ニシカワ

夏休みこども村 東京南農業協同組合

埼玉西武ライオンズ多摩モノレール沿線市特別応
援デー

多摩都市モノレール㈱

せいせきみらいフェスティバル せいせきみらい活性化実行委員会

第13回せいせきハートフルコンサート 中央商店会

第7回東日本大震災復興支援応援イベント グリナード永山会

企画政策部

秘書広報課

総務部 防災安全課

経済観光課

市民経済部
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部 課 事業名 主催者

ハロウィンin多摩センター２０１７ ハロウィンin多摩センター２０１７

富士見多摩川崎フェア 新都市センター開発㈱

第3回八ヶ岳南麓フェア グリナード永山会

多摩センター夏まつり2017 多摩センター夏まつり2017実行委員

第４回モノレールからのことばの贈りもの 多摩都市モノレール株式会社

多摩モノまつり2017 多摩都市モノレール株式会社

子育てしながら働きたい方のための「ビジネスマ
ナー＆メイクアップセミナー」

府中公共職業安定所

岩合光昭写真展「ねこ歩き」 ㈱京王百貨店　聖蹟桜ヶ丘店

桜美林大学
小・中学生対象
航空教室「未来のパイロット＆CA」

桜美林大学

第11回多摩モノレール写真コンクール 多摩都市モノレール株式会社

第8回東日本大震災復興支援応援イベント グリナード永山会

多摩センタースプリングフェスタ2018
多摩センタースプリングフェスタ2018実行
委員会

ガーデンシティ多摩センターこどもまつり2017
ガーデンシティ多摩センターこどもまつり
2017実行委員会

コミュニティ・生
活課 第17回多摩市自治連合会体育祭

「スポレク2017」
多摩市自治連合会

遊・桜ヶ丘現在進行形　野外展2017
桜ヶ丘コミュニティセンター運営協議会連
絡会

第６７回　社会を明るくする運動
日野・多摩・稲城地区保護司会
多摩分区

川崎・オスロ・被爆者キャンペーン
川崎・オスロ・被爆者キャンペーン実行委
員会

TAMA女性セン
ター ＴＡＭＡ女と男がともに生きるフェスティバル２０１７

ＴＡＭＡ女と男がともに生きるフェスティバ
ル２０１７実行委員会

文化・市民協働
課 ヤナ・ボウシュコヴァー　ハープ・リサイタル KAZELFA株式会社

くらしと文化部

経済観光課市民経済部

平和・人権課
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部 課 事業名 主催者

WORLD　CAMPUS in 多摩 2017 ワールドキャンパス多摩

平成29年度大妻女子大学公開講座 大妻女子大学

第１回多摩地区８市対抗囲碁団体戦 ＮＰＯ法人囲碁を楽しむ会

第２５回全国競技かるた多摩大会（上級者の部） 多摩百人一首かるた大会実行委員会

第４４回多摩市合唱祭 多摩市合唱団体連絡会

三多摩童謡ファミリーコンサート 多摩童謡友の会

パルTAMAフェス2017in多摩センター～音楽と演劇
を楽しむ2日間～

公益財団法人多摩市文化振興財団

親子コンサート vol.10 それゆけ音楽隊

MOA美術館多摩児童作品展 MOA美術館多摩児童作品展実行委員会

公開プログラミング教室「こどもIT体験入門」 稲城・多摩立協会

音月夜～丘の上ジャズクラブ～
ジャズフェスティバルIN鶴牧東公園

ジャズフェスティバルIN鶴牧東公園実行委
員会

東京理科大学管弦楽団第５８回定期演奏会 東京理科大学管弦楽団

桜美林大学オラトリオプロジェクト2017
F.メンデルスゾーン作曲：エリア　コンサート

桜美林大学

第12回多摩クラフト協会作品展 多摩クラフト協会

第46回多摩美術家協会展 多摩美術家協会

親子コンサート vol.11 それゆけ音楽隊

多摩ウィンドフィルハーモニーオーケストラファミ
リーコンサート

多摩ウィンドフィルハーモニーオーケストラ

「Poco Poco Festa 2018 ～ステージアートのおも
ちゃ箱～」

公益財団法人　多摩市文化振興財団

親子コンサート vol.12 それゆけ音楽隊

文化・市民協働
課

くらしと文化部
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部 課 事業名 主催者

くらしと文化部 文化・市民協働
課 多摩市華道連盟　華道展 多摩市華道連盟

第14回クラリネットアンサンブルコンクール 一般社団法人　日本クラリネット協会

ロ短調ミサ演奏会 中央大学音楽研究会混声合唱団

第6回多摩シティ・全国バレエコンクール 多摩市バレエ連盟

パルテノン多摩歴史ミュージアム特別展「災害と多
摩」

公益財団法人多摩市文化振興財団

親子コンサートvol.9 FK企画

第77回定期演奏会
中央大学学友会文化連盟音楽研究会管
弦楽団

2017年スプリングコンサート 首都大学東京管弦楽団

第24回定期演奏会 多摩ウィンドフィルハーモニーオーケストラ

第9回ヤング・クラリネッティストコンクール 一般社団法人　日本クラリネット協会

平成29年度中央大学市民講演会 中央大学学員会多摩白門会支部

第27回映画祭　TAMA　CINEMA FORUM TAMA映画フォーラム実行委員会

第13回多摩市中学生俳句大会 東京多摩ロータリークラブ

街で遊ぼうプロジェクトvol.2「恋するマルシェ」 公益財団法人多摩市文化振興財団

スポーツ振興課

ミニラグビー大会　キヤノンイーグルスカップ2017 キヤノンイーグルス

第4回聖蹟桜ヶ丘リレーマラソン
一般財団法人
TAMA RUNNERS

シルクフェスタ
中央大学　体育連盟　アメリカンフットボー
ル部

第5回聖蹟サンタマラソン
一般社団法人
TAMA RUNNERS

第３１回連光寺/聖ヶ丘地域大運動会 連光寺・聖ヶ丘地域スポーツ振興会
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部 課 事業名 主催者

JIFFインクルーシブフットボールフェスタ2017
一般社団法人　日本障がい者サッカー連
盟

B3リーグ2017－18シーズン　第2節東京サンレー
ヴス公式戦ホームゲーム

東京プロバスケットボールクラブ株式会社

第３１回　武道祭 一般財団法人　多摩市体育協会

第３７回２０１８多摩ロードレース大会 一般財団法人　多摩市体育協会

第４４回多摩市卓球選手権大会（オープン） 多摩市卓球連盟

クリスマスチャリティーサッカー教室2017in多摩市 株式会社　ＴＭＦＣ

第１２回ヴェルディギャラリーin多摩センター 多摩センター地区連絡協議会

平成３０年度第１９回多摩川ウォーク
公益財団法人世田谷スポーツ振興財団
理事長

第５回聖蹟桜ヶ丘リレーマラソン
一般財団法人TAMA RUNNERS　馬場　保
孝

第９回甘えと間主観性研究会in多摩市 甘えと間主観性研究会

せいせき野外映画 せいせき野外映画実行委員会

KAOFES2017 KAOFES実行委員会

「KAO MOVIE」親子で楽しむ野外映画 in 一ノ宮公
園

せいせき野外映画実行委員会・KAOFES
実行委員会

こたま～カラダを動かして、対話で作る僕たち、私
たちのまち～

チームミニたま

第２８回三多摩学童保育フォーラム 三多摩学童保育連絡協議会

せいせきサンマルシェ せいせきサンマルシェ実行委員会

東京多摩いのちの電話「自殺予防いのちの電話」
公開講座「生きる・・・今日の涙を明日の笑いに」

認定NPO法人東京多摩いのちの電話

おひとり様・おふたり様の安心終活講座
NPO法人シニアサポート多摩

福祉フェスタ2017 社会福祉法人　多摩市社会福祉協議会

健康福祉部 福祉総務課

スポーツ振興課くらしと文化部

子ども青少年部 子育て支援課

児童青少年課
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部 課 事業名 主催者

第15回高齢者・障がい者権利擁護の集い 東京三弁護士会多摩支部

第9回ボランティアまつり 社会福祉法人　多摩市社会福祉協議会

多摩市内社会福祉法人ネットワーク連絡会事業地
域福祉シンポジウム

社会福祉法人　多摩市社会福祉協議会

平成29年度福祉大会 社会福祉法人　多摩市社会福祉協議会

多摩南部地域病院第22回公開セミナー 東京都保健医療公社多摩南部地域病院

平成29年度救急セミナー 多摩市救急業務連絡協議会

日本医科大学多摩永山病院第47回公開講座 日本医科大学多摩永山病院

NPO法人多摩胃ろう・摂食えん下ネットワーク市民
公開講座

NPO法人多摩胃ろう・摂食えん下ネット
ワーク

2018たま食育ﾌｪｽﾀinせいせき NPO法人シーズネットワーク

介護保険課

多摩市介護医療福祉多職種連携交流会 多摩市介護保険事業者連絡協議会

理学療法週間全国一斉イベント　東京都理学療法
士協会主催　介護予防キャンペーン

公益社団法人東京都理学療法士協会

グラウンドゴルフ大会 多摩市老人クラブ連合会

多老連芸能大会 多摩市老人クラブ連合会

健康講演（「生活習慣病」対策について） 多摩市老人クラブ連合会

社会福祉法人河北医療財団　多摩事業部　第18
回市民公開講座

社会医療法人河北医療財団

平成29年度　多摩市三師会市民公開講座 多摩市三師会

多摩・調布・府中ほっとハート　２０１７Ｉｎ永山
（障害福祉施設等の自主製品展示即売会）

多摩・調布・府中ほっとハート２０１７Ｉｎ永
山　実行委員会

島田療育センター　発達支援センター
セブンクローバー　第13回　心理講演会

社会福祉法人日本心身障害児協会
島田療育センター

読売日本交響楽団＆パルテノン多摩　ハート
ウォーミング・コンサート2017

公益財団法人
多摩市文化振興財団

健康推進課

高齢支援課

福祉総務課健康福祉部

障害福祉課
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部 課 事業名 主催者

たまげんきフェスティバル2017
ｉｎせいせきさくら広場

多摩市障害福祉ネットワークたまげんき

丘の上の収穫祭2017ｉｎＳＣＳＫ多摩センター 東京グリーンシステムズ株式会社

第17回　島田療育センター公開シンポジウム
社会福祉法人　日本心身障害児協会
島田療育センター

講演会「豊かな生活に向けた支援者の関わり方
～それは個々の障害を理解することから始まる～」

多摩市手をつなぐ育成会

多摩市版『ハイブリット型生活支援総合事業』実証
実験

ヤマト運輸株式会社

高齢者の出歩きに関するアンケート調査 国土交通省国土交通政策研究所

京王シニア応援フェスタ 京王電鉄株式会社

第４０回住宅デー
東京土建一般労働組合
多摩・稲城支部

新任理事実務講座
多摩マンション
管理組合連絡会

多摩マンション管理組合連絡会ＮＥＷＳ
の発行

多摩マンション
管理組合連絡会

どけんまつり
東京土建一般労働組合
多摩・稲城支部

アースデイ2017 アースデイ東京多摩実行委員会

地図展2017 南多摩50年の軌跡
一般財団法人日本地図センター内地図展
推進協議会

第6回スポGOMI大会InTAMACenter
一般社団法人ソーシャルスポーツイニシ
アチブ

映画『日本と再生』上映会 恵泉女学園大学

多摩蘭友会平成29年秋の蘭展 多摩蘭友会

多摩蘭友会平成30年春の蘭展 多摩蘭友会

多摩市ごみ分別アプリ 株式会社ディライトシステム

第25回TAMAとことん討論会 第25回TAMAとことん討論会実行委員会

SANRIO EXPO 株式会社　サンリオ

都市計画課

ごみ対策課

下水道課

健幸まちづくり推
進室

環境政策課

公園緑地課

都市整備部

環境部

障害福祉課健康福祉部
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８　平成２９年度　多摩市教育委員会紋章及び名義使用一覧表

部 課 事業名 主催者

第１４回クラリネットアンサンブルコンクール 一般社団法人日本クラリネット協会

第３６回せいせき桜まつり 第３６回せいせき桜まつり実行委員会

荒馬座５０周年記念公演　未来へのまつり　五十年
後の子どもたちへ

多摩民俗芸能を楽しむ会

パルテノン多摩歴史ミュージアム特別展「災害と多
摩」

公益財団法人多摩市文化振興財団

第６回多摩シティ・全国バレエコンクール 多摩市バレエ連盟

多摩テュッティ弦楽合奏団　演奏会 多摩テュッティ弦楽合奏団

都立桜ヶ丘公園「第5回さくらまつり」 公益財団法人東京都公園協会

多摩ユースオーケストラ第４０回記念公演「管弦楽
入門2017ＶＯＬ.20」

多摩ユースオーケストラ

東京多摩少年少女合唱団第３９回定期演奏会 東京多摩少年少女合唱団

岩合光昭写真展「ねこ」 京王百貨店聖蹟桜ヶ丘店

劇団四季『アンデルセン』多摩公演 四季株式会社

日本フィル　夏休みコンサート２０１７ 日本フィルハーモニー交響楽団

第４回聖蹟桜ヶ丘リレーマラソン 一般社団法人ＴＡＭＡ　ＲＵＮＮＥＲＳ

造形広場『あそびの学校』 杜の家流山おおたかの森office

ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ　キッズフリーマーケット ＮＰＯ法人　キッズフリマ

第9回ヤング・クラリネッティスト　コンクール 一般社団法人日本クラリネット協会

首都大学東京管弦楽団　２０１７年スプリングコン
サート

首都大学東京管弦楽団

多摩ウィンドフィルハーモニーオーケストラ第２４回
定期演奏会

多摩ウィンドフィルハーモニーオーケストラ

平成29年度中央大学市民講演会 中央大学学員会多摩白門会支部

教育部 教育振興課
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部 課 事業名 主催者

2017年　第45回夏休み児童・青少年演劇フェスティ
バル

日本児童・青少年演劇劇団協同組合

児童劇団「大きな夢」稲城子どもミュージカル第26
回公演ミュージカル「あまんじゃくの桜貝」

児童劇団「大きな夢」稲城子どもミュージカル

南大沢子どもミュージカル　第19回公演「魔女バン
バ」

南大沢子どもミュージカル

第22回登校拒否・不登校問題全国のつどいin東京
第22回登校拒否・不登校問題全国のつどいin東
京実行委員会

国際交流＆イングリッシュキャンプ 宮城復興支援センター

WORLD CAMPUS　in多摩2017 ワールドキャンパス多摩

伝統文化いけばな親子多摩教室 多摩地区伝統文化いけばな親子教室

第65期　TBSこども音楽コンクール　多摩地区大会 TBSラジオこども音楽コンクール実行運営委員会

木村弓の「夢・平和・祈り～いつも何度でも」 公益財団法人多摩市文化振興財団

日清製粉グループpresents TNBBベースボール教
室　多摩教室

公益財団法人東京都軟式野球連盟

第25回全国競技かるた多摩大会 多摩百人一首かるた大会実行委員会

第44回多摩市合唱祭 多摩市合唱団体連絡会

第40回住宅デー
全建総連　東京土建一般労働組合　多摩・稲城支
部

平成29年度　多摩市「宇宙の学校」 TAMA宇宙委員会

第27回中央大学杯スポーツ大会 中央大学

フラッグフットボール体験会
NPO法人フラッグフットボール・マネジメント・ジャ
パン

三多摩童謡ファミリーコンサート　時代をつなぐ童謡
コンサート

多摩童謡友の会

自転車安全走行講習会 一般社団法人生活文化スポーツ推進事業協会

都響・調布シリーズ№19 公益財団法人東京都交響楽団

教育部 教育振興課
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部 課 事業名 主催者

第23回　自然体験教室（沖縄・慶良間諸島）座間味
村自然体験教室13日間

国士舘大学ウエルネス・リサーチセンター

パルテノン多摩　夏休みキッズ☆プログラム 公益財団法人多摩市文化振興財団

第67回　社会を明るくする運動 日野・多摩・稲城地区保護司会

パルTAMAフェス2017in多摩センター　～音楽と演
劇を楽しむ2日間～

公益財団法人多摩市文化振興財団

第11回　多摩くらふとフェア2017 多摩くらふとフェア2017実行委員会

明治大学理工学部「夏休み科学教室」 明治大学理工学部

第35回多摩ニュータウン野外コンサート
第35回多摩ニュータウン野外コンサート実行委員
会

JA東京みなみ　夏休みこども村 東京南農業協同組合

八王子シルクフェスタ 中央大学アメリカンフットボール部

友だち遊び教室（お子さま対象）　子育てほっとサー
クル（保護者対象）

帝京大学心理臨床センター

“みんなで社長になろう”プロジェクト 多摩信用金庫多摩センター支店

公開プログラミング教室「こどもIT体験入門」 稲城・多摩立教会

第24回　工学院大学　わくわくサイエンス祭　科学
教室

学校法人工学院大学

多摩ニュータウン×演劇プロジェクト「たまたま」 公益財団法人多摩市文化振興財団

第8回税に関する絵はがきコンクール 公益社団法人日野法人会

第50回記念　全国小学校理科研究協議会研究大
会　東京大会

東京都小学校理科教育研究会

第59回全国構造学習研究会東京大会 全国構造学習研究会

多摩市民水泳大会
多摩市立温水プール・多摩市総合福祉センター
指定管理者　二幸産業・NSPグループ

小学生の税の書道展 一般社団法人日野青色申告会

教育部 教育振興課
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部 課 事業名 主催者

音月夜～丘の上ジャズクラブ～ジャズフェスティバ
ルIN鶴牧東公園

ジャズフェスティバルIN鶴牧東公園実行委員会

遊・桜ヶ丘　現在進行形野外展2017 桜ヶ丘コミュニティセンター運営協議会

2017チャイルドライン秋の東京キャンペーン チャイルドライン東京ネットワーク

夏休み、親子で楽しむ野外での映画上映会in大栗
橋公園

せいせき野外映画実行委員会

小池博史meets宮沢賢治　新・ダンス音楽劇「注文
の多い料理店2017」

公益財団法人多摩市文化振興財団

貝取2017年平和展「地域でひらく第8回平和展」 貝取9条の会

第46回　多摩美術家協会展 多摩美術家協会

スコーレ家庭教育講座 公益社団法人スコーレ家庭教育振興協会

第5回聖蹟サンタマラソン 一般社団法人TAMA RUNNERS

第27回多摩市障がい者美術作品展 多摩市障がい者美術作品展実行委員会

地図展50回記念「地図展2017　南多摩50年の軌
跡」

一般財団法人日本地図センター内地図展推進協
議会

多摩スマイル吹奏楽団　第16回　定期演奏会 多摩スマイル吹奏楽団

多摩っ子プログラミング教室 帝京大学経済学部湯川ゼミ

多摩っ子集まれ！フリスビー教室 帝京大学経済学部湯川ゼミ

国士舘大学創立100周年祭　スポーツ教室 国士舘大学多摩祭実行委員会

第３３回定期演奏会 日本大学生物資源科学部管弦楽団

島田療育センター　発達支援センターセブンクロー
バー　第13回　心理講演会

社会福祉法人日本心身障害児協会島田療育セン
ター

中学生対象吹奏楽講習会 永山高校吹奏楽部保護者会

B3LEAGUE 2017-18シーズン　ファーストステージ
第2節　東京サンレーヴス　公式戦ホームゲーム

東京プロバスケットボールクラブ株式会社

教育部 教育振興課
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部 課 事業名 主催者

「KAO MOVIE」親子で楽しむ野外映画 in 一ノ宮公
園

せいせき野外映画実行委員会

「福祉フェスタ２０１７」 社会福祉法人　多摩市社会福祉協議会

多摩ウィンドフィルハーモニーオーケストラ　ファミ
リーコンサート

多摩ウィンドフィルハーモニーオーケストラ

第２回　多摩市少年少女ティーボール大会 NPOタマリバティアカデミー

和太鼓一日体験講座 和太鼓衆　雅武者

第９回　帝京大学教職大学院フォーラム　～子ども
を見つめて～

帝京大学

東京多摩少年少女合唱団　第３６回クリスマスコン
サート

東京多摩少年少女合唱団

『ジーザス・クライスト＝スーパースター』多摩公演 四季株式会社

Poco Poco Festa 2018 ～ステージアートのおもちゃ
箱～

公益財団法人多摩市文化振興財団

多摩エコ・フェスタ２０１８ 多摩エコ・フェスタ２０１８実行委員会

フラッグフットボール体験会
NPO法人フラッグフットボール・マネジメント・ジャ
パン

どけんまつり
全建総連　東京土建一般労働組合　多摩・稲城支
部

コンサート×おしばい「ベートーヴェン物語」
一般社団法人みむみむの森芸術文化振興グルー
プ

２０１８たま食育フェスタinせいせき ２０１８たま食育フェスタ実行委員会

２０１８ＥＡＲＴＨ　ＶＩＳＩＯＮ多摩映画会 EARTH VISION多摩実行委員会

第２２回　多摩市障がい者ふれあいスポーツ大会 NPO法人多摩市障害者福祉協会

パルテノン多摩歴史ミュージアム特別展　ニュータ
ウン誕生

公益財団法人多摩市文化振興財団

桜美林大学　小・中学生対象　航空教室
「未来のパイロット　＆　ＣＡ」

桜美林大学

岩合光昭写真展「ねこ歩き」 京王百貨店聖蹟桜ヶ丘店

教育部 教育振興課
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部 課 事業名 主催者

『プログラミングであそぼう！』 帝京大学経済学部湯川ゼミ

平成29年度福祉大会 社会福祉法人多摩市社会福祉協議会

講演会「豊かな生活に向けた支援者の関わり方」 多摩市手をつなぐ育成会

３Ｂ体操おもいっきりあそぼう！ドキドキ大発見！ 公益社団法人　日本３Ｂ体操協会東京都支部

第３８回多摩市合奏祭２０１７　みんなの音楽会 多摩市合奏祭実行委員会

ＴＡＭＡ映画フォーラム特別企画『「ユーリー・ノル
シュテイン監督特集上映「アニメーションの神様、そ
の美しき世界」』上映会」

ＴＡＭＡ映画フォーラム実行委員会

第２７回映画祭　ＴＡＭＡ　ＣＩＮＥＭＡ　ＦＯＲＵＭ ＴＡＭＡ映画フォーラム実行委員会

TAMA映画フォーラムコラボ企画・特別上映会「夜間
もやってる保育園」

TAMA映画フォーラム実行委員会

多摩市華道連盟
華道展

多摩市華道連盟

聖蹟桜ヶ丘ラスカル子ども映画祭ｗｉｔhキネコ映画祭 日本アニメーション株式会社

特別支援教育を考えるシンポジウム　～　健幸都市
多摩市　子どもが自分らしく生き生きと暮らすことを
考える　～

多摩地区におけるインクルーシブ教育を考える会

第13回多摩市民茶会 多摩市茶道連盟

多摩市歌謡協会平成２９年度第１０７回初秋歌謡祭 多摩市歌謡協会

親子で参加できる多言語ワークショップ＆講座
一般財団法人言語交流研究所ピッポファミリーク
ラブ

第２４回多摩平和まつり 多摩平和まつり実行委員会

多摩市歌謡協会平成29年度第108回新春歌謡祭 多摩市歌謡協会

第9回ボランティアまつり 社会福祉法人多摩市社会福祉協議会

多摩市歌謡協会平成29年度第109回盛春歌謡祭 多摩市歌謡協会

第19回子どもが好きな昔話をおとなが聞く会 つくしんぼ文庫

日本子どもの本研究会　子どもの本の学校多摩校
第36期

日本子どもの本研究会

第３０回文庫展「子どもと本の広場」
～本の世界であそぼう～

多摩市文庫連絡協議会

図書館

教育部 教育振興課

永山公民館

関戸公民館
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合計 59機関

市民委員を含むもの 38機関 (64%)

公募市民を含むもの 23機関 (39%)

合計 777人
市民委員 267人 (34%)

公募市民委員 141人 (18%)

男性 460人 (59%)

女性 317人 (41%)

合計 34機関
市民委員を含むもの 20機関 (59%)
公募市民を含むもの 14機関 (41%)

会議

公募
市民

議会事務
局

多摩市議会政
治倫理審査会

多摩市議会政治倫理条
例

議長の附属機関として、政治倫理に関す
る事項を調査審議することを目的とす
る。

1 0 4 0 5 0 2 11 7 4 64% 36%

企画課
多摩市自治推
進委員会

多摩市自治基本条例

多摩市自治基本条例に基づく、「私たち
のまちの自治」の円滑な推進に関する事
項について審議し、答申・提言すること
を目的とする。

6 0 2 0 4 2 0 6 3 3 50% 50%

秘書広報
課

多摩市長等政
治倫理審査会

多摩市長等政治倫理条
例

市長、副市長、教育長および下水道事業
管理者が「多摩市長等政治倫理条例」に
定める政治倫理基準に反する行為を行っ
たと認められる場合、もしくはその疑い
がある場合に、必要に応じた調査・審議
を行うこと。

1 0 4 0 3 3 0 7 4 3 57% 43%

総務契約
課

多摩市公契約
審議会

多摩市公契約条例

市が締結する契約案件のうち、公契約条
例対象として実施する事業における労務
報酬下限額の設定や多摩市公契約条例の
重要事項の調査審議することを目的とす
る。

5 0 1 0 0 0 4 5 5 0 100% 0%

総務契約
課

多摩市表彰審
査会

多摩市表彰条例
市長の諮問に応じ、多摩市表彰条例によ
り表彰しようとする者の適否を審査し、
市長に答申することを目的とする。

1 0 4 1 0 0 0 5 3 2 60% 40%

文書法制
課

行政不服審査
会

行政不服審査法、多摩
市行政不服審査会条
例、多摩市情報公開条
例、多摩市個人情報保
護条例

行政不服審査法の規定に基づく不服申立
てに係る審査を行うために設置され、市
長の諮問に応じ、審査し、答申を行うこ
とを目的とする。

0 0 5 0 0 0 0 5 3 2 60% 40%

文書法制
課

多摩市情報公
開・個人情報
保護運営審議
会

多摩市情報公開条例、
多摩市個人情報保護条
例（地方自治法）

情報公開及び個人情報保護制度の適正か
つ円滑な運営を図るために設置され、市
長の諮問に応じ、情報公開及び個人情報
保護制度に関する事項について審議し答
申等を行うことを目的とする。

5 0 4 0 3 3 0 7 4 3 57% 43%

防災安全
課

多摩市防災会
議

多摩市防災会議条例
（災害対策基本法）

防災計画の作成や実施を目的とすること
を目的とする。

0 0 4 3 0 0 18 25 21 4 84% 16%

防災安全
課

多摩市国民保
護協議会

武力攻撃事態等におけ
る国民の保護のための
措置に関する法律（国
民保護法）

市の区域に係る国民の保護のための措置
に関し広く住民の意見を求め、国民の保
護のための措置に関する施策を総合的に
推進することを目的とする。

0 0 7 3 0 0 16 26 22 4 85% 15%

防災安全
課

多摩市安全安
心まちづくり
推進協議会

多摩市犯罪のない安全
なまちづくり条例

犯罪のない安全で安心なくらしに関する
事項を協議するため。

3 0 2 0 9 4 4 15 11 4 73% 27%

防災安全
課

多摩市特定空
家等認定審査
会

多摩市特定空家等の適
正管理に関する条例

空家等及び特定空家等の適正な管理に関
し必要な事項を定めることにより、市民
が安心して生活することができる地域社
会の実現に資することを目的とする。

0 0 1 4 1 0 4 10 9 1 90% 10%

防災安全
課

多摩市消防員
会

多摩市消防委員会条例
（地方自治法）

本市における消防の十分なる発展に資
し、以て消防行政の円滑な運営を図るこ
とを目的とする。

1 0 7 0 0 0 4 11 10 1 91% 9%

平和・人
権課

多摩市男女平
等参画苦情処
理委員

多摩市女と男の平等参
画を推進する条例

男女平等参画を阻害する市の施策・人権
侵害等に関する苦情の申し出について調
査し、必要に応じて、指導、助言、是正
の勧告等を行うことを目的とする。

0 0 3 0 0 0 0 3 1 2 33% 67%

平和・人
権課

多摩市男女平
等参画推進審
議会

多摩市女と男の平等参
画を推進する条例

多摩市が定める多摩市女と男がともに生
きる行動計画の策定・変更の検討、実施
内容・進捗状況の評価等をすることを目
的とする。

7 0 6 0 2 2 0 8 4 4 50% 50%

スポーツ
振興課

多摩市体育施
設運営審議会

地方自治法、多摩市体
育施設運営審議会条例

多摩市立総合体育館等の管理運営に関す
る基本的事項について審議する。 市長の
諮問に対して調査研究し、答申する。

4 0 2 0 7 0 0 9 6 3 67% 33%

子育て支
援課

多摩市子ど
も・子育て会
議

多摩市子ども・子育て
会議設置条例（子ど
も・子育て支援法）

子ども・子育て支援法第77条第1項各号
に掲げる事務を処理するほか、市長の諮
問に応じ、地域の子ども及び子育て家庭
の実情を十分に踏まえつつ、子ども・子
育て支援に関する事項について調査審議
することを目的とする。

4 0 2 0 5 2 8 15 5 10 33% 67%

男
(%)

女
(%)

所管課 附属機関名 根拠法令等 設置目的

委員内訳 男女比

回数 議員
学識経
験者

職
員

市民
委員

その
他

総数
男

(人)
女

(人)

平成２９年度
に活動実績の

あるもの

　９　平成２９年度　審議会・懇談会等の実績
平成２９年度
に活動実績の
ある審議会・

懇談会等

委員人数

男女比

（内訳）
１ 地方自治法第１３８条の４第３項、第２０２条の３の規定による法律､条例で設置された附属機関

時点の基準日：終了した審議会等は終了日 

 
       継続中の審議会等は年度末 
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児童青少
年課

多摩市青少年
問題協議会

多摩市青少年問題協議
会条例（地方青少年問
題協議会法）

青少年に関する諸問題について議論し、
健全育成施策について市長及び関係機関
に提言をすることを目的とする。

2 2 10 4 15 0 3 34 16 18 47% 53%

福祉総務
課

多摩市民生委
員推薦会

多摩市民生委員推薦会
規則（民生委員法第８
条）

民生委員として適当と認める者を、都道
府県知事に推薦する。

2 1 0 1 0 0 5 7 5 2 71% 29%

高齢支援
課

多摩市在宅医
療・介護連携
推進協議会

介護保険法

医療及び介護を必要とする高齢者が住み
なれた地域で安心して在宅療養生活を続
けることができるよう、関係機関間の調
整を図り、医療及び介護の連携を強化す
るため。

3 0 1 7 0 0 16 24 13 11 54% 46%

介護保険
課

多摩市介護保
険運営協議会

多摩市介護保険条例
（地方自治法）

市長の附属期間として、介護保険に関す
る施策に市民等の意見を反映し、その円
滑な運営を図ることを目的とする。

6 0 2 0 5 5 5 12 8 4 67% 33%

介護保険
課

多摩市介護認
定審査会

多摩市介護保険条例
（介護保険法）

介護保険制度における要介護・要支援認
定のための審査・判定を行うことを目的
とする。

182 0 32 0 0 0 0 32 19 13 59% 41%

障害福祉
課

多摩市障害支
援区分認定審
査会

多摩市障害支援区分認
定審査会の委員の定数
等を定める条例（障害
者総合支援法）

障害支援区分認定基準に照らして障害支
援区分の審査及び判定を行い、または多
摩市が支給要否を行うにあたり意見を聴
くことを目的とする。

25 0 2 0 0 0 8 10 7 3 70% 30%

都市計画
課

多摩市街づく
り審査会

多摩市街づくり条例

市民とともに目指す街づくりの基本理念
及び街づくりの推進に必要な事項を定
め、優れた住環境と地域の特性を生かし
た魅力ある街づくりを実現することを目
的とする。

2 0 8 0 2 2 0 10 8 2 80% 20%

都市計画
課

多摩市住替
え・居住支援
協議会

住宅確保要配慮者に対
する賃貸住宅の供給の
促進に関する法律

居住の安定及び円滑な住替えを支援し、
市民の福祉の向上及び住み続けたくなる
住まい・住環境の実現することを目的と
する。

4 0 2 3 0 0 8 13 11 2 85% 15%

都市計画
課

多摩市都市計
画審議会

多摩市都市計画審議会
条例（都市計画法）

都市計画法により、その権限に帰属させ
られた事項を調査審議させ、市長の諮問
に応じて都市計画に関する事項を調査審
議することを目的とする。

3 6 7 0 2 1 4 19 14 5 74% 26%

道路交通
課

交通対策
担当

多摩市交通安
全対策会議

多摩市交通安全対策会
議条例

多摩市交通安全計画の作成及び推進のほ
か、多摩市内の交通安全に関する総合的
な施策を推進することを目的とする。

1 0 0 3 0 0 5 8 8 0 100% 0%

環境政策
課

多摩市まち美
化推進協議会

多摩市まちの環境美化
条例

まちの環境美化に関する活動を円滑に実
施することを目的とする。

3 0 0 1 9 0 3 13 10 3 77% 23%

環境政策
課

多摩市みどり
と環境審議会

多摩市環境基本条例
多摩市みどりの保全及
び育成に関する条例

市のみどりと環境の保全等に関する施策
を総合的かつ計画的に推進するうえで、
必要な事項を調査審議することを目的と
する。

5 0 5 0 5 3 7 17 11 6 65% 35%

ごみ対策
課

多摩市廃棄物
減量等推進審
議会

多摩市廃棄物の処理及
び再利用の促進に関す
る条例

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭
和45年法律第137号）第5条の7の制定
に基づき、一般廃棄物の減量及び再利用
の促進等に関する事項を審議するため、
市長の附属機関として設置。

4 0 2 1 7 1 4 14 11 3 79% 21%

教育振興
課

多摩市学びあ
い育ちあい推
進審議会

多摩市学びあい育ちあ
い推進審議会条例

社会教育の振興及び社会教育と学校教育
の連携を図るとともに、生涯学習の理念
を踏まえ教育活動に関わるすべての市民
の心身ともに健やかな成長に資する教育
行政を推進することを目的とする。

8 0 2 0 10 2 2 14 8 6 57% 43%

教育振興
課

多摩市文化財
保護審議会

多摩市文化財保護条例
（文化財保護法）

法第190条の規定に基づき、教育委員会
に、多摩市文化財保護審議会（以下「審
議会」という。）を置く。審議会は、教
育委員会の諮問に応じて、文化財の保存
及び活用に関する重要事項を調査審議
し、並びにこれらの事項について教育委
員会に建議することを目的とする。

6 0 9 0 0 0 0 9 7 2 78% 22%

図書館
多摩市図書館
協議会

多摩市図書館条例（図
書館法）

図書館の運営に関し館長の諮問に応ずる
とともに、図書館の行う図書館奉仕につ
き、館長に対して意見を述べることを目
的とする。

4 0 2 0 2 2 3 7 4 3 57% 43%

学校給食
センター

多摩市立学校
給食センター
運営委員会

多摩市立学校給食セン
ター設置及び管理運営
に関する条例・多摩市
立学校給食センター運
営委員会規則

教育委員会の諮問に応じ、学校給食セン
ターを適正かつ円滑に運営することを目
的とする。

3 0 3 1 5 3 5 14 5 9 36% 64%

教育セン
ター

多摩市立教育
センター運営
委員会

多摩市立教育センター
条例、多摩市立教育セ
ンター運営委員会規則

教育委員会の諮問に応じ、教育センター
を適正かつ円滑に運営することを目的と
する。

2 0 1 0 2 0 5 8 6 2 75% 25%

合計人数 9 146 32 103 35 143 433 289 144

2% 34% 7% 24% 8% 33% － 67% 33%

34機関
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合計 25機関

市民委員を含むもの 18機関 (72%)

公募市民を含むもの 9機関 (36%)

会議

公募
市民

企画課

多摩市まち・
ひと・しごと
創生総合戦略
検討委員会

多摩市まち・ひと・し
ごと創生総合戦略検討
委員会設置要綱

多摩市まち・ひと・しごと創生総合戦略
に市民意見等を反映すること

2 0 5 0 2 1 0 7 5 2 71% 29%

企画課
多摩市市制施
行50周年記念
誌編集委員会

多摩市市制施行50周
年記念誌編集委員会設
置要綱

多摩市市制施行50周年記念誌の編集基本
方針に基づき、記念誌の内容及び構成の
検討並びに執筆等の監修を行う。

2 0 2 0 4 2 0 6 4 2 67% 33%

経済観光
課

近隣センター
の活性化検討
会多摩市部会

近隣センターの活性化
検討会多摩市部会設置
要綱

近隣センターの活性化に向けた対応等に
ついて検討することを目的とする。

0 - - - - - - - - - - -

経済観光
課

多摩市認定農
業者審査委員
会

多摩市認定農業者審査
委員会設置要綱

農業経営基盤強化促進法により、市内の
農業経営者から提出される農業経営改善
計画の認定を適正に行うための審査

0 - - - - - - - - - - -

TAMA女
性セン
ター

多摩市ＤＶ防
止及び被害者
保護に関する
連絡会

多摩市ＤＶ防止及び被
害者保護に関する連絡
会設置要綱

配偶者からの暴力に係る問題について、
関係機関の連携を確保することにより、
暴力の早期発見、被害の防止、被害者及
び家族の円滑な保護及び自立支援を図る
ことを目的とする。

2 0 0 6 0 0 5 11 5 6 45% 55%

TAMA女
性セン
ター

TAMA女性セ
ンター市民運
営委員会

TAMA女性センター市
民運営委員会設置要綱

ＴＡＭＡ女性センターで行う男女平等の
推進及び女性問題の解決に向けた様々な
事業の企画立案及び運営に市民の意見を
反映させることを目的とする。

12 0 0 0 8 8 0 8 2 6 25% 75%

子育て総
合セン
ター

多摩市子ども
家庭支援ネッ
トワーク連絡
会代表者会議

多摩市子ども家庭支援
ネットワーク連絡会設
置要綱

子育て不安、児童虐待等の児童に関する
問題に対し、関係機関の役割調整及び連
携を強化し、地域における関係機関相互
のネットワークを構築することにより、
問題を早期に発見し、迅速かつ的確な対
応を確保することを目的とする。

1 0 2 9 0 0 15 26 19 7 73% 27%

福祉総務
課

多摩市地域福
祉計画推進市
民委員会

多摩市地域福祉計画推
進市民委員会設置要綱

多摩市地域福祉計画の進行管理 2 0 2 0 0 0 8 10 8 2 80% 20%

健康推進
課

多摩市食育
ネットワーク
推進連絡協議
会

多摩市食育ネットワー
ク推進連絡協議会設置
要綱

多摩市食育推進計画の推進を目的とす
る。

2 0 1 0 4 0 7 12 4 8 33% 67%

健康推進
課

多摩市健康づ
くり推進員協
議会

多摩市健康づくり推進
員設置要綱

保健事業の円滑かつ効果的な推進を図る
ことを目的とする。

2 0 0 0 74 74 0 74 29 45 39% 61%

高齢支援
課

高齢者保健福
祉計画・介護
保険事業計画
部会

多摩市高齢者保健福祉
計画・介護保険事業計
画改定案策定委員会設
置要綱

部会は、計画の改定案の策定に関する専
門的事項を調査し、その結果を委員会に
報告する。

3 0 0 3 5 0 7 15 7 8 47% 53%

高齢支援
課

多摩市地域包
括支援セン
ター運営協議
会

多摩市地域包括支援セ
ンター運営協議会設置
要綱

多摩市地域包括支援センターの公平性・
中立性の確保、円滑かつ適正な運営を図
るため。

4 0 1 0 2 2 8 11 7 4 64% 36%

高齢支援
課

多摩市一般介
護予防事業評
価委員会

多摩市一般介護予防事
業評価委員会設置要綱

多摩市一般介護予防事業について、評
価、見直し等を行う。

6 0 1 0 0 0 6 7 3 4 43% 57%

障害福祉
課

多摩市地域自
立支援協議会

多摩市地域自立支援協
議会設置要綱（障害者
総合支援法）

障害者総合支援法の規定に基づく障がい
者等、障がい児の保護者又は障がい者等
の介護を行うものからの相談並びにこれ
らの者に対する情報の提供、助言及び障
害福祉サービス等の利用支援について、
地域における障害福祉関係者による連携
及び支援の体制に関する協議を行うこと
を目的とする。

4 0 0 0 0 0 13 13 5 8 38% 62%

障害福祉
課

多摩市障がい
者基本計画等
策定市民委員
会

多摩市障がい者基本計
画等策定市民委員会設
置要綱

多摩市障がい者基本計画、多摩市障害福
祉計画及び多摩市障がい児福祉計画の策
定に当たり、市民等の意見を反映するこ
とを目的とする。

8 0 1 0 7 0 11 19 9 10 47% 53%

都市計画
課

多摩市ニュー
タウン再生推
進会議

多摩市ニュータウン再
生推進会議設置要綱

多摩ニュータウンの再生を推進すること
を目的とする。

3 0 3 3 2 2 6 14 13 1 93% 7%

道路交通
課

多摩市街路樹
よくなるプラ
ン改定委員会

多摩市街路樹よくなる
プラン改定委員会設置
要綱

多摩市街路樹よくなるプランの見直しを
行うことを目的とする。

5 0 7 0 3 3 0 10 8 2 80% 20%

道路交通
課

交通対策
担当

多摩市地域公
共交通会議

多摩市地域公共交通会
議設置要綱

地域の実情に即した公共交通の確保及び
活性化を実現することを目的とする。

4 0 1 2 3 0 18 24 23 1 96% 4%

委員内訳 男女比

男
(%)

女
(%)

回数 議員
学識経
験者

職
員

市民
委員

その
他

総数
男

(人)
女

(人)

２ 要綱により設置する懇談会等

平成２９年度
に活動実績の

あるもの

所管課 附属機関名 根拠法令等 設置目的
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教育振興
課

多摩市立八ヶ
岳少年自然の
家指定管理者
候補者選定委
員会

多摩市公の施設の指定
管理者の指定の手続等
に関する条例　多摩市
教育委員会が所管する
公の施設の指定管理者
の指定の手続等に関す
る条例施行規則　多摩
市立八ヶ岳少年自然の
家における指定管理者
候補者選定に関する委
員会及び審査会設置要
綱

多摩市立八ヶ岳少年自然の家における指
定管理者の候補者の選定を公正かつ適正
に行うため

4 0 3 0 2 0 0 5 3 2 60% 40%

図書館

第二次多摩市
子どもの読書
活動推進市民
連絡会

第二次多摩市子どもの
読書活動推進連絡会等
設置要綱

１．第二次多摩市子どもの読書活動推進
計画に基づき、市民と協働して広く子ど
もの読書活動を推進するため。
２．１のほか第三次多摩市子どもの読書
活動推進計画案作成の調査・検討を行
う。

8 0 0 0 12 12 0 12 1 11 8% 92%

図書館

多摩市立図書
館本館再整備
基本計画検討
委員会

多摩市立図書館本館再
整備基本計画検討委員
会設置要綱

多摩市立図書館本館再整備基本計画原案
の策定に関し、必要な事項を検討する。

3 0 3 2 5 2 1 11 5 6 45% 55%

図書館

第三次多摩市
子どもの読書
活動推進計画
策定委員会幹
事会

第三次多摩市子どもの
読書活動推進計画策定
委員会設置要綱（子ど
もの読書活動の推進に
関する法律）

子どもの読書活動の推進に関する法律に
基づき、第三次多摩市子どもの読書活動
推進計画を作成することを目的とする。

7 0 0 9 2 0 2 13 5 8 38% 62%

学校給食
センター

多摩市学校給
食献立検討市
民懇談会

多摩市学校給食献立検
討市民懇談会設置要綱

学校給食の献立作成に多摩市立学校など
の児童及び生徒の保護者の意見を反映さ
せるとともに、保護者の食育に関する理
解を深めることを目的とする。

3 0 0 0 26 0 0 26 0 26 0% 100%

教育指導
課

多摩市立小・
中学校特別支
援学級教科書
選定協議会

多摩市立小・中学校特
別支援学級教科書採択
要綱

翌年度から使用する小・中学校特別支援
学級の教科用図書を採択するにあたり、
種目ごとに全ての教科用図書について審
議し、意見を付して教育委員会に答申す
ることを目的とする。

2 0 1 0 2 0 3 6 4 2 67% 33%

教育指導
課

平成３０年度
使用多摩市立
小学校「特別
の教科　道
徳」教科書選
定協議会

平成３０年度使用多摩
市立小学校「特別の教
科　道徳」教科書採択
要綱

平成３０年度から使用する小学校用「特
別の教科　道徳」の教科書を採択するに
あたり、種目ごとに教科書について審議
し、意見を付して教育委員会に答申する
ことを目的とする。

2 0 1 0 1 0 2 4 2 2 50% 50%

合計人数 34 34 164 106 112 344 171 173

0% 10% 10% 48% 31% 33% － 50% 50%

25機関
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  １０　多摩市市民団体等との協働推進会議設置要綱
                 　　　　　　　　 平成14年８月21日多摩市告示第399号

            　　　　　　　　   改正

                    　　　　　　　平成15年３月25日多摩市告示第110号

                   　　　　　　　 平成16年３月31日多摩市告示第111号

                    　　　　　　　平成19年１月４日多摩市告示第２号

                    　　　　　　　平成20年３月３日多摩市告示第67号

                    　　　　　　　平成22年３月31日多摩市告示第165号

                  　　　　　　　　平成24年４月３日多摩市告示第235号

                   　　　　　　　 平成25年３月29日多摩市告示第130号

                    　　　　　　　平成28年３月31日多摩市告示第144号

                    　　　　　　　平成30年３月７日多摩市告示第62号

（設置）

第１条　市民団体等との協働を通して市民本位の活力あるまちづくりを推進させることを目的に、市

　民団体等との協働推進会議（以下「推進会議」という。）を設置する。

（所掌事務）

第２条　推進会議は、次に掲げる事項を所掌する。

(１)　市民団体等との協働事業の年度目標の設定について

(２)　市民団体等との協働すべき事業の指定について

(３)　市民団体等との協働事業の評価及び公表について

(４)　その他市民団体等との協働事業の推進に関すること。

（構成）

第３条　推進会議は、企画政策部企画課長、企画政策部行政管理課長、企画政策部財政課長、総務部総務契約

　課長及びくらしと文化部文化・市民協働課長の職にある者並びに別表に掲げる部から所属部長が推薦する

　副参事以上の職層にある者各１人以上（以下これらを「委員」という。）をもって構成する。

（議長及び副議長）

第４条　推進会議に議長及び副議長を置く。

２　議長及び副議長は、委員の互選によりこれを定める。

３　議長は、推進会議を代表し、会務を総理する。

４　副議長は、議長を補佐し、議長に事故あるとき又は議長が欠けたときはその職務を代理する。

（招集）

第５条　推進会議は、必要に応じて議長が招集する。

（関係者の出席）

第６条　議長は、会議に際し、必要に応じて関係者の出席を求めることができる。

（庶務）

第７条　推進会議の庶務は、くらしと文化部文化・市民協働課において処理する。

（委任）

第８条　この要綱に定めるもののほか、推進会議の運営に関し必要な事項は議長が別に定める。

附　則

この要綱は、公示の日から施行する。

附　則（平成15年多摩市告示第110号）

この要綱は、平成15年４月１日から施行する。

附　則（平成16年多摩市告示第111号）

この要綱は、平成16年４月１日から施行する。

附　則（平成19年多摩市告示第２号）

この要綱は、公示の日から施行する。
附　則（平成20年多摩市告示第67号）
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この要綱は、平成20年４月１日から施行する。

附　則（平成22年多摩市告示第165号）

この要綱は、平成22年４月１日から施行する。

附　則（平成24年多摩市告示第235号）

この要綱は、公示の日から施行する。

附　則（平成25年多摩市告示第130号）

この要綱は、平成25年４月１日から施行する。

附　則（平成28年多摩市告示第144号）

この要綱は、平成28年４月１日から施行する。

附　則（平成30年多摩市告示第62号）

この要綱は、平成30年４月１日から施行する。

別表（第３条関係）

総務部　市民経済部　くらしと文化部　子ども青少年部　健康福祉部　都市整備部　環境部　教育部
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